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4 まとめ

まとめ

(1)掘 立柱建物

建物はすべて掘立柱建物で,柱形式は総柱建物が多く,側柱建物は4棟のみである。規模は3間 ×

2間が最も多く,総柱建物で 6棟,側柱建物で 2棟ある。面積は総柱建物では13.49～ 78,95♂の間に

分布し,30～ 60ドのものが多くなっている。桁・梁行の最少は側柱建物で 2間 × 1間が 1棟,総柱建

物で 2間 ×2間が 3棟確認できる。規模の大きなものとしては総柱建物では4間 ×4間 , 5間 ×2間

等がある。側柱建物では最大で 6間 ×5間 とした S B12があるが,大型土坑が重複するため本来の柱

穴の有無が不確かな部分が多く,特に南半部分については建物範囲が不明確である。しかし,建物内

の北東隅に位置する張出部と方形の上坑は,入 り回とその付近の上間の可能性が高く,氷見市の民家

例注“ゃ,小矢部市地崎遺跡の発掘調査例
注77等から,こ の建物は広間型の間取りをもつ中世末～近世の

建物である可能性が高いと考えられる。土坑から出土した遺物は中世前期のものであるが,古い時期

のものの混入と考えられ,詳細時期の検討は近辺での類例の増加を待ちたい。

S B12以外の建物の時期については,遺物や切り合いから時期を推定できたものが数棟ある。柱穴

から出土した柱の放射性炭素年代の測定値は, SB8(14世紀初頭～17世紀初頭), S B14(11世 紀

初頭～12世紀中頃), S B15(13世紀末～15世紀初頭), S B19(11世紀中頃～13世紀中頃)であつた。

SB8については,他に出土した土器・陶磁器の年代から14世紀, S B15については14世紀～15世紀

前半の建物と推定した。柱の年代測定は行っていないが,出土した土器・陶磁器や,時期のわかる他

の遺構との切り合いから年代を推定したものには, SB2(14世紀以降), SB9(13世紀), SB4

(13世紀以降), SB7(13世 紀末～14世紀), SB9(13世 紀), S B23(14世 紀～15世紀前半)が

ある。時期が特定できる建物は概ね13～ 14世紀を中心とする中世前半のものといえる。この他にも珠

洲の小片等の中世の遺物が出土した建物は多く,中世の建物が多いと考えられる。しかし,当遺跡は

現況の地表面から遺構検出面までが浅く,大部分では古代から近世に至る遺構を同一面で検出してい

るため,遺物が出上しない遺構については時期の推定が困難である場合が多い。そのため,古代の追

物が出土するか,遺物が全くないSBl・ 3・ 5,6・ 17・ 20～23については,古代の畑を切るもの

であっても,古代末に遡る可能性はないわけではない。ただ,これらのうちSB5。 20～23は近くに

中世前期の井戸があり, 2間 ×3間以上の規模を持つことから,井戸を付帯する中世前期の住居であ

る可能性が高いと考えられる。

建物の軸方向は,南北棟については主軸,東西棟については主軸に対する直角方向を対象としてお

おまかに分類すると,真北から東西に 3° 以内の振れ幅におさまるもの (S B16。 18・ 20～ 22),東

に5～ 6°振れるもの (SB3・ 5。 6・ 19),西に6～ 7°振れるもの (SB2・ 4・ 13),西に 9～

13° 振れるもの (SB8～ 11・ 14・ 15。 17)の 4つのまとまりがあり,こ れに該当しないのは北端の

SBl,三 角形状に巡る溝内に位置するSB7,南 端の S B23で ある。建物の軸方向によって,あ る

程度時期的なまとまりが想定できるのかもしれないが,その反面,重なり合う建物の方向が近似する

例が多く,限 られた場所で継続的に建て替えが行われたことが想像される。

(2)井戸

井戸とした遺構のうち,井戸底の標高が高いため貯蔵穴等の可能性も考えられる 1基 (S E 1483)

を除くと,確実に丼戸と考えられる遺構は22基ある。井戸底の標高は,B2地 区では3.58～ 4.30m,

B4地区では3.91～ 3.92m,C地区では4。 16～4.40m,D地区では4.42～ 4.50mに 分布し,南に向かっ
注76 氷見市史編さん委員会 ワ000F氷見市史6 民俗,和社 寺院J
注77 財団法人富山県文化振興財団 2000「聞辞大滝遺跡 地崎週跡J
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て高くなる傾向がある。井戸のほとんどが中世前期に属し,中世後期以降の井戸は15世紀末～17世紀

前半の S E992と 16世紀前半の S E 1285の 2基のみである。

砂地に撃井するためか,素掘 りの井戸はなく,井戸側はすべて木側である。縦板組が最も多く,他

に曲物積上げが 3基,丸太今Jり 抜きが 1基みられる。縦板組の井戸は,井戸側が抜き取られている場

合が多く,井戸側の構造がすべてわかるものは少ないが,日 違い柄で組む横桟留めが 5基 (支柱式 1

基を含む),隅柱横桟留めが 2基確認でき,両者に時期的な差は認められない。水溜には曲物を使用

するものがほとんどで,桶 を使用するものは15世紀末～17世紀前半の S E 992の 1基のみである。縦

板組井戸の詳細な時期が推定できる範囲は,13世紀前半～14世紀の間であり,15世紀以降の S E992・

S E 1285に ついては井戸側とみられる板材の出土をもって縦板組井戸の可能性を示唆するにとどまっ

ている。また,確実に12世紀以前といえる井戸もない。曲物積上げ井戸は,13世紀前半が 1基 ,13世

紀後半が 1基 ,13世紀後半～14世紀前半が 1基で,中世前半におさまっている。九太到 り抜き井戸は,

井戸側の放射性炭素年代が古代に遡るものの,出土遺物から12世紀後半～13世紀前半の井戸と考えら

れる。

井戸の分布は,特にB2地区南西部に集中している。ここでは,13世紀前半の S E 1284。 S E 1522

が切り合い,13世紀後半のS E 1491,S E 1495,S E 1496が 隣接するなど,短い期間に作り替えられ

たと考えられる井戸がみられる。前者では,先につくられたS E 1284は縦板数点と横桟 1点が残って

いるだけであるのに対し,後からつくられたS E 1522は ,縦板の他に上段・下段の横桟と,水溜の曲

物が残されており, S E 1284の井戸側や水溜を抜き取ってS E 1522に再利用したものかもしれない。

S E 1522で は南側の縦板が井戸に覆い被さるように倒れており,壁面が激しく崩壊したために丼戸の

使用も井戸側や水溜の再利用も諦められたものと考えられる。但し,比較的抜き取り易かつたであろ

う東西の縦板は抜き取られている。後者では,切 り合いはないため新旧は不明であるが,曲物積上げ

であったとみられるS E 1496で は上段の曲物は抜き取られており,再利用された可能性がある。SE
1495で は下段の横桟と水溜の曲物を残して,他はすべて抜き取られている。 S E 1491で は井戸側も水

溜もほとんどがそのまま残されており,再利用されること無く廃絶したものと考えられる。

B4・ C・ D地区では建物に隣接して井戸がある。C地区中央の,溝で仕切られた区画内で建て替

えられた2棟の建物を1棟と数えれば,ほぼ建物 1棟につき1基の井戸が付属すると考えられる。一

方,Bl・ B3地区には小規模な建物が少数あるものの,井戸は全く存在しない。これらについては,

規模からみて建物が住居以外の性格であった可能性が考えられる。また,建物が検出されず他の遺構

も散浸であった,低地部のAl・ A2地区や丘陵斜面のE地区では井戸は検出されなかった。

井戸祭祀については,複数の井戸にその痕跡が認められる。井戸祭祀は,出土遺物の種類・出上位

置 。出土状況等によって,①築造時②使用時③廃絶時のどの過程で行われたかに分類される。当遺跡

の事例については,②または③のどちらにあてはまるのか判然としないものもあるが,分類を試みた。

①築造時

S E 1087で は,井戸側の北東隅の掘形内に円形の土坑 S K 1612を掘って,底の抜けた珠洲奏の底部

破片と,長さ。形態の異なる3本の箸と,曲物片を埋めている。他に,掘形から珠洲・中国製青磁の

破片やマツの実が出土した井戸があるが祭祀に関わるものかは不明である。

② (ま たは③)使用時または廃絶時

S E 1306で は井戸底から, 3枚の完形の中世土師器皿が出土した。他にも埋土中から中世土師器皿

の破片が数点出土しているが,これら底から出上した完形の皿については,井戸使用時の祭祀に用い
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4 まとめ

られた可能性が高い。この他に,各井戸から中世土師器や珠洲等の割れた破片が出土しているが,祭

祀に使用されたものか確証を得ない。

祭祀具として使用された可能性のある木製品は, S E815の漆器蓋 (最上段曲物付近から出土),

S E 1087の漆器椀・杓子 ?, S E 1284の箸・折敷, S E 1285の用途不明の棒材, S E 1306の折敷 3ソ点,

複数の孔がある円形板,蓋 ,用途不明の板材 (杓子 ?), S E 1495の 折敷, S E 1496の 漆器椀 (井戸

底から出土)。 箸, S E 1522の 曲物底板 (井戸底から出土)・ 箸 3点 , S E 1610の杓子,折敷 4点 (縦

板に転用か), S E4192の 箸・円形板 (両者とも井戸底から出土), S E 5100の柄杓 。円形板 (両者と

も井戸底から出土)・ 漆器椀 2点・箸・用途不明の棒材, S E 5374の 円形板 (水溜内から出土)である。

これらの木製品は,井戸神が籠もる容器であったり,井戸神に捧げる供膳具であった可能性が考えら

れる。柄杓は F廷喜式』記載の御井神一座祭の祭料中に「杓一柄」とあることから丼戸に関わる祭具

と考えられ,杓子は柄杓と似た機能を持つ用具であることから,同様な役割を付した祭具として使用

されたと考えられている訥。井戸底から出土することが多い円形板 (曲物底板または蓋)は井戸を塞

ぐ意味で廃絶時の祭祀具の可能性もある。箸は,斎串と同義に使用されたものか。

廃絶時の祭祀として,邪気を払う力があると信じられていた種実が投入される例は, S E41「04のモ

モ 9点 , S E4192の オニグルミ1点が該当しよう。 S E5髄4ではトチ 1点が出土したが, トチは供物

として井戸神に捧げられた可能性が考えられる。

また,井戸側内から大きめの石が出土する例が複数ある。井戸の廃絶時の祭祀に該当するものであ

ろうか。 S E 1491で は井戸側内の中位から, S E 7141で は曲物積の上から, S E 1522で は倒壊した縦

板の上から, S E 5100で は井戸側内下層から,それぞれ長軸30cm前後の石が出土した。 S E 5100で は

30cm大の石の他にも一回り小さい石が数点出土した。使用されなくなった井戸の城れを封じ込める呪

術の一つであったかもしれない。

この他にS E 5044で はイヌの複数部位の骨が出土している。肋骨や腰椎,右側の前肢 。後肢部分の

骨であるが,祭祀に関わるものか不明である。

(3)信仰 に関わる遺構 と遺物

中尾新保谷内遺跡内には「坊田」と呼ばれる字名がみられ,隣接して泉中尾廃寺跡があることから,

寺院や僧坊との関連が窺える。泉中尾廃寺跡から出土した金銅宝冠阿弥陀如来座像は平安時代後期の

作とされており,こ の頃,当地では仏教活動が盛んであったと考えられる。中尾新保谷内遺跡では,

仏教に関わる遺物・遺構として,概ね 9世紀頃と推定される黒色土器鉄鉢と3点の上師器灯明具が埋

納された土坑を検出した。しかし,こ の上器が寺院で使用されたものなのか,ま たどのような意図で

埋納されたかについては結論に至らない。同時期の,一般的な集落にみられる遺構として, 9世紀末

頃の畑や,詳細時期は不明であるが古代に属する溝・土坑がある。また,南の谷奥に位置する中尾茅

戸遺跡には 9世紀末頃の掘立柱建物があり,周辺に集落が存在したことは確認できた。今後,周辺の

調査において,寺院との関連が積極的に示される遺構が検出されることを期待したい。

中世の遺構には寺社に直接結びつくものはないが,信仰関連の遺物として,15世紀後半に開削され

た溜池から,宝医印塔の相輪部分や板碑が出土した。板碑は溝状溜池の護岸のために,大型の石や杭

を用いた土留めの石の一つとして再利用されたものである。壊れた板碑をまとめて廃棄したり,石材

として再利用する例について,村山正市氏は山形県の事例をまとめている注79。 それによれば,中世の

塔婆である板碑は年月を経て信仰が薄れ,廃棄されたり,石材として橋・堰や用水路の水留め 。道路

の敷石・庭石等に再利用される例が多い。廃棄や再利用が行われる時期は,15世紀から近世にかけて
注78 駒見和夫 1992「井戸をめぐる祭祀一地域酌事例の検討から一」『考吉学雑誌J第 77巻第4号 日本考古学会
注70 村山正市 ワO03「板碑の廃棄と再利用―埋没した板碑,再利用 改変された板碑」「さあべい川崎利夫先生古希記念号J第 20号  さあぺい同大会
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

の事例が報告されている。中尾新保谷内遺跡においても,同様の時期に,石塔婆に対する信仰が薄れ,

投棄されたり,石材としての再利用がなされているといえる。宝医印塔の相輪は上下が折れて元の形

をなしておらず,石材としての利用価値が認められないことから,投棄されたものと推定される。板

碑は重量があり,切石であることから扱いやすく,石材として使用されたと考えられる。表面の種子

や線刻は出土時にそれと気付かないほど摩滅していたが,元々歌質で削れやすい石材であるため,自

然に風化したものか,表面を削り取った後使用したものかは判然としない。

この他に,仏具の基子かと思われる椀形の真鍮製品があるが,表土からの出土で,製作年代は不明

である。

また,平面形が直径約 1～ 3mの円形で,断面が半球状または逆梯形を呈し,埋上の一部に粘性が

高く異様に黒い層を含む土坑13基については,土墳墓の可能性を考え, リン分析を行った結果,特に

黒色の層においてリン酸値が高く検出される傾向が多くみられた。しかし,人骨の出上が無いため結

論は類例の増加を待ちたい。これらの遺構は時期が不明なものを除くとすべて中世前期に属する。

(4)耕 地の開発 と溜池

耕作地としての土地利用を窺い知る遺構は,畑の畝間溝とみられる等間隔に並ぶ複数の溝状遺構と,

潅漑に使用されたと考えられる溜池及びそれに連結する溝である。

畑は,埋上の切り合いや出土遺物から,古代 (SNl・ 2),中世 (SN3),近世 (SN4)の 時

期のものがそれぞれ小規模ながら検出された。これらはBl・ B3,C地 区といつた遺跡の西側の微

高地上にあり,周辺の遺構埋上の花粉分析等の結果から,古代～中世には,付近に湿地林が想定され

る東狽1の低地部を避けて,開けた乾燥地に営まれたと考えられる。 9世紀末の遺物が出土したSNl

の畝間溝の埋土からは栽培種のイネの植物珪酸体が検出され,陸稲栽培またはその他の植物の栽培に

おける敷き藁,稲藁堆肥等の利用が推定された。 SNlで は畝間溝の方向の微妙なズレから,幾度か

畝が作 り直されたとみられる。中世の畑はB2地区の中央で確認されたがその範囲は明確でなく,建

物の存在しない範囲に,遺構として検出した以上の広がりがあった可能性がある。ただし,中世前期

においては,Bl地 区からD地区にかけて掘立柱建物や井戸が多く検出されていることから,周辺で

は居住域を中心とした土地利用がなされ,その間に小規模な畑作地があつたと考えられる。水田域は

低地部にあったのであろう。また,包含層や遺構から出土した砥石からみると,10世紀～13世紀に多

く流通したといわれる伊予砥をはじめとして,複数の生産地のものが確認されたが,特に鎌などを研

いだとみられる砥石が多く,農村的な様相が色濃く出ている脚。

中世後期には,溜池の開削が始まり,周辺は水田を主とした耕地化が進んだと考えられる。完掘し

ていない溜池もあるため,年代が不明なものも多いが,皿池状の溜池であるS G2502出土の鉄鍋とヒ

シの実の放射性炭素年代から,溜池の開削が15世紀後半には始まっていることがわかる。

溜池は楕円形またはそれに近い不整形を呈するものがほとんどで,溝が連結する場合はほとんどが

その長径方向と溝の接続方向が一致している。これは大野江淵遣跡にも共通する特徴で,おそらく,

灌漑に不可欠のものでありながら耕作可能な土地を犠牲にして成り立つ溜池用地をどう選定するかと

いう問題に関わってくるものであり,可能な限り既存の土地の境界一道路や水路,畦畔沿いの耕地等

を折半する形で溜池用地が提供されたのではないだろうか。そのため,溜池の形態は境界に沿うよう

に細長い楕円形状に掘削されたと推測する。また,手桶等で水を汲み出す場合には,同 じ面積であれ

ば岸から中央までの距離が短い楕円形の方が都合がよかったと考えられる。掘削によって発生する残

土を岸に上げる時点でも同様に,効率がよいといえよう。楕円形の溜池が更に長大化したものが溝状
注80 垣内光次郎氏の御数示による。
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4 まとめ

の溜池といえる。B3地区のS D2051・ 2055,C地区の S G 5701・ 5702等がそれに当たる。溝状溜池
は,水田の区画に沿う距離が長く,楕円形の溜池以上に効率よく広範囲に配水できる利点がある。た

だし,開削及び境界維持・壁面保護等には,共同的な管理 。運営体制がよリー層必要となる。その痕

跡の一つとして, s D20551よ 陸橋の基底部に護岸のための石が積まれ,杭で留められている。この抗

の放射性戊素年代は15世紀後半～17世紀前半とされ,溝状の溜池の開削年代,あ るいは少し時期が降

って土留めを強化した年代を示すものと考えられる。

溜池には溝が連結する例としない例があり,遺跡東側の低地部であるA地区には溝が連結するもの

はない。これらの溜池は,西側地区の溜池に比べて規模もやや小さく,周辺の限られた水田への給水

を目的とした溜池と考えられる。これに対し,西側の微高地にあたるB3・ C地区の溜池は互いに数

条の溝で結ばれているものが多い。長大な溝状の溜池も存在する。一般に,溜池に連結する溝には,

河川等の水源から導水するための溝と,貯留した水を分配するための溝があるが,B3・ C地区の溜
池の深度は湧水点に達しているため水源は溜池自身からの湧水及び天水と考えられ,連結する溝は,

水を分配し,各溜池の水量を互いに補完するためのものと考えられる。これらの溜池や溝は公共性が

高く,領主的支配の強化にともなって,灌漑の管理・統制のもとに開削が推し進められたと推測され

る。中世前期には居住域であった西側地区が,中世後期に至って新たな水田域として開墾され,同時

に大規模な灌漑施設が整備されたものであろう。

井戸と同様に,ま たはそれ以上に,溜池の枯渇は生活を脅かす重大な問題であったと想像されるが ,

標高の低いなだらかな丘陵性山地に囲まれ,大学可川のない氷見地方は,古 くから千害に悩まされた記

録が残っており・81,中尾地内でも,昭和に至るまで水争いが起き,昼夜交替で用水の管理をしたとい

ぅ注ψ。雨乞い習俗も氷見市の各地で語り伝えられており,池には雨を司る龍神や大蛇が棲むとの伝承

も多い
注83。 現在でも,沖にある虻が島は人大龍王が棲む祈雨の霊所として信仰されており・84,朝 日の

上日寺では,寛文 3年 (1663)の 大千ばつで勤修された雨乞い祈願に由来する,ごんごん祭と呼ばれ

る祭礼が毎年執り行われている注85。 県内には他に,石を投げ込んで池の主の蛇を怒らせて雨を呼ぶと

いう富山市 (旧大山町)河内の雨乞い淵,同様の意味で金物や馬の首を投げ入れたという上市町千石

の三枚滝の例がある。これらの民俗例から,中尾新録谷内遺跡の S G 2502で 出土した完形の鉄鍋や ,

S G2501の舟形かとみられる木製品も,溜池に十分な水が湛えられることを祈願した祭祀に使用した

ものではないかと想像される。発掘調査例で,鉄鋼を雨乞いに使用したとする例は管見では見出せな

いが,雨乞いの山として知られる千葉県高宕山の山頂には鉄鍋が置かれているといい,ま た岐阜県に

は鉄鍋で沸かした湯を大蛇が嫌うとの伝承がある。 S G2502出上の鉄鍋は外面に厚 くススが付着して

おり,火を用いた祭祀の後,溜池に投入されたのかもしれない。舟形の可能性がある木製品は,左右

対称となる位置と中央に木釘孔があり,帆を立てたり,船縁を結合したものであろうか。折敷から俎

板に転用され,さ らに転用されたものとみられるが,同様にして折敷,俎板から更に祭祀具へと転用

する例は,南砺市 (旧東幅波郡井口村)蛇喰A遺跡の呪符にみられる注86。 舟形とすれば,水神の依 り

代となる祭祀具として池に流し入れられたものと推測される。

中世後期から近世の農耕に関わる遺物には,馬鍬・轡があり,放射性炭素年代では馬鍬は15世紀第

1四半期及び第 3四半期,轡は16世紀代 2四半期～17世紀前半の測定値を得ている。馬鍬は複数の鉄

素材を鍛打成形したもので,鍛接が不十分なことを示す割れが断面に看取できるものもあるが,こ の

ような量産品が広 く普及することによって,生産率も向上したものと考えられる。
注8]越前慎子 2004「氷見地方の溜池湛漑遺構」「紀要 富山考古学研究」第7号 財団法人宮山県文化振興財団
注82 中尾在住の中居敏雄氏の御教示による。
注83 高西 力 2002「水見の雨乞い習俗J「氷見春秋 33号 J氷見春秋会
水野間哲- 2003「余川の速Ell用水と雨乞いの祭」「水見春秋J第 35号 氷見春秋会

注84 氷見市役所 1963「 氷見市史J
注85 宮山県 1973「 富山県史 民俗編J/氷見市史編さん委員会 2000F氷見市史6 資料編4 民俗,神社 寺院J
注8o 井口村教育委員会 1997f蛇喰A遺跡J

♂Fδ



第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

///ア

オ~亨「=｀
く、、も

ォーーオ
~″<下f r

キ      /

塊%

ト
＼

＼
―

―

イ
‐

″ ヽ =k‐
A4 ゝ ~― l

ぶ
沐
ぶ
〕

．
ａ
曖
輩

承
ｒ

市￥
，レ
蠣
ド

と、準ゎ

第215図 中尾新保谷内遺跡の遺構配置 (中近世)

,を7



4 まとめ

(5)おわりに

以上のように,中尾新保谷内遺跡では,古代から中近世を主体とする集落跡が確認された。筆者の

力量不足により詳細な検討は行えなかったが,遺構 。遺物から概観すると,格の高い有力者層の居館

等ではなく,農村的な一般集落としての有りようが窺える。そこでの暮らしぶりには,豪奢な品はほ

とんどみられない。しかし,現代には廃れたまじない等の豊かな精神世界があり,日常に用いた様々

な品や道具が日々の生活の跡として残されている。文献にはみられない,開墾と灌漑の実際を知り得

る遺構を確認できたことも発掘調査の成果といえる。また,冒頭の概要でふれたとおり,古 く遡れば,

遺構は検出されなかったものの,縄文時代前期の遺物を確認し,当時の自然環境の一端も明らかにし

得た。今後は他遺跡との比較研究を通じ,個々の遺構・遺物について解明できなかった点についても,

この遺跡がもつ過去の情報を最大限に引き出せるよう,検討を重ねていきたい。

(越前慎子)
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1 1

遺構 旧遺構番号
規模 (m)

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
幅 深 さ

SNl SD474 Bユ ーSD74 <SD475 24

SD477 Bユ ーS D 77 040

SD478 Bユ ーS D 78 044

SD479 Bユ ーS D 79 0磁

SD480 Bl― SD 80

SD557 BユーSD157 030

SD558 Bl― SD158 036 土師器 <SK577

SD559 Bl― SD159 058 土師器 >SD582

SD567 Bl― SD167

SD568 Bl― SD168 042 012 <SD475

SD570 Bl― SD170 008 <SD475

SD573 Bl― SD178 <SG4222

SD574 Bl― SD174 038 <SG4222

SD579 Bl― SDl猾 042 004 <SD475

SD582 Bl― SD 182 046 <SD559・ SK589

SD583 Bl― SD 183 052 土師器 <SK589

SD584 Bl― SD 184 上師器 >SD587

SD585 Bl― SD 185 050 <SD586・ SD591

SD586 Bl― SD 186 060 上師器 >SD585

SD587 Bl― SD 187 土師器 <SD475・ SD584

SD591 Bl― SD 191 040 020 土師器 SD475>SD591>SD585

SD592 Bl― SD 192 024

SD593 Bl― SD 193 046 008

SD594 Bl― SD 194 032

SD595 Bユ ーSD 195 032

SD596 Bl― SD 196 044 土師器 <SD598

SD597 Bl― SD 197 046 土師器 (の

SD598 Bl― SD 198 024 >SD596

SD602 Bl― SD202 >SD603

SD603 Bl― SD203 062 022 くSD602

SD606 Bl― SD206 044 004 くSD475

SD612 Bユ ーSD212 土師器

SD613 Bl― SD213 040 土師器

SD614 Bl― SD214 052 須恵器

SD616 Bl― SD216 028 土師器 <SP6171SBl)

SD618 Bl― SD218 034 <SP700

SD621 Bl― SD221 024

SD622 Bl― SD222 074 土師器 (′ ),須恵器 ,中国製青磁 <SP620'SP6231SBl)

SD626 Bl― SD226 045 土師器 (D,須 恵器 >SD627

SD627 Bl― SD227 032 くSD626

SD628 Bl― SD228 土師器 SD630>SD628>SD629

SD磁 9 81-SD229 036 土師器 <SD628

SD630 Bユ ーSD230 土師器 >SD628

SD632 Bl― SK232 050 土師器 (め ,須恵器 >SD683

SD633 Bl― SD233 050 008 <SK632

SD636 Bl― SD236 008

SD642 Bユ ーSD242 036 >SD643

SD643 Bユ ーSD243 060 土師器 <SD642

SD644 Bl― SD244 060 <SP641(SBl)

SD650 Bl― SD250 040 <SK661

SD664 Bl― SD264 040 025 <SP653(SBl)

SD736 Bユ ーSD336 040 024

SN2 SD5041 C― SD41 020 006

SD5042 C― SD42 050 005 土師器

SD5091 C― SD91 002 <SD5095

胡 5092 C― SD92 030 008 SK5037>SD5092>SD5095

SD5095 C― SD95 SD5021・ SD5092>SD5095>

SD5091・ SD5112

SD5112 C― SDl12 <SD5095

SD5116 C― SDl16 SK5137・ SK5145>SD5116>

SD5125

SD5117 C― SDl17

SD5125 C― SD125 008 <SD5116

SD5132 C― SD132 土師器 <SK5123

∂5θ



第16表 中尾 畑一覧 (2)

遺構 旧遺構番号
規模 (輌 )

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
幅 深 さ

SN2 SD5139 C― SD139

SD5147 C― SD147 036 <SP5148(SB21)。 SD5154

SD5154 C― SD154 030 008 土師器 SK5152>SD5154>SD5147
SD5166 C― SD166 040 008 くSP5167(SB21)・ SP5170(SB22)

SD5175 C― SD175

SD5185 C― SD185 005

SD5249 C― SD249 040 <SG5702

SD5318 C― SD318 003 <SP5273(SB18) SK5272
SD5420 C― SD420 046 020 縄文土器,上師器 (″ ) SP5422(SB17)SP5428(SB18)

SP5628(SB17)SP5630(SB17)

SK5457 SK5505>SD5420>

SD5495 SK5423

SD5434 C― SD434

SD5435 C― SD435 036

SD5446 C― SD446

SD5460 C― SD460 030 <SP5459(SB17)

SD5479 C― SD479 024

SD5495 C― SD495 030 <SD5420
SD5496 C― SD496 026

第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

1 新保谷内遺跡 古代 清―
遺構 旧遺構番号

規模 (m)
出土遺物 特記 挿図番号 写真図版

幅 深 さ

SD107 Al― SD107 090 022

SDl14 Aユ ーSDl14 060 005

SD185 Aユ ーSD185 074

SD199 Aユ ーSD199 100 028

SD228 Aユ ーSD228 048

SD21 Al― SD241 050

SD362 A2-SD62 120 <SG394

SD368 A2-SD68 140 27

SD807 B2-S D07 須恵器 <SD806・ SK808～ SK810 27

SD840 B2-SD40 048 須恵器 27

SD4118 B4-SD18 040 008 SD4106・ SD4148>SD4118>

SK4120・ SK4147

28

SD412ユ B4-SD21 SD4156>SD4121>SK4126 28

SD7142 D― SD42

D― SD43

026 土錘 (′

“

)

SD7144 D― SD44

1 内遺跡 古代 土坑一
遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m
出土遺物 特記 挿図番号 写真図版

長 さ 幅 深 さ

SK476 Bl― SK76 楕円 082 土師器 ,須恵器
SK526 Bl― SK 126 楕円 042 土師器

SK708 Bl― SK308 精円 090 062 022 土師器 (の <SD55]

SK858 B2-S P 58 円 042 034 012 須恵器 30

SK874 B2-SK 74 円 090 044 土師器 30

SK886 B2-SK 86 精円 048 020 土師器 30

SK935 B2-SK 隅丸 070 054 30

SK961 B2-SK 隅丸 096 022 須恵器 (bの 30

SK967 B2-SK 楕 円 088 044 須恵器 >SK968

SK968 B2-SK 不整 066 (060) <SK967

SK983 B2-SP 円 027 024 須恵器

SK1010 B2-S K 210 楕円 186 上師器 (の

SK1079 B2-S K 279 楕 円 須恵器 >SK1080

SK1080 B2-S K 280 楕円 (052) 042 <SK1079

SKll14 B2-S P 314 円 土師器

SK1289 B2-S K489 円 102 098 須恵器 <SD1292

SK4120 B4-SK20 円 (028) <SD4118

SK4126 B4-SK26 円 054 土師器 <SD412ユ

SK4147 B4-SK47 隅九 (132) 土師器 ,須恵器 <SD4118

SK5101 C― SK101 円 (140) 縄文土器,土師器 (′0～ツ),須恵器(7),

黒色土器 (∂ θ)

<SK5538

SK5423 C― SK423 円 (052) <SD5420

SK7257 E― SX57 不整 260 土師器 (だ～′7),黒 色土器 (′ B― 刀 ),土錘 (2)
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第19表 中尾新保谷内遺跡 ニユ

遺物 桁行×梁行
桁行

(m)

梁行

(m)
面積(nl) 棟方向 棟方位

柱

形式

柱穴規模

径(m)

柱穴規模

深さ(m)

柱聞距離

桁(m)

柱聞距離

梁(m)
時期 出土遺物 挿図

真

版

写

図

SB l 3間×2間 5“ 南北糠 N-17°一E 側注 し44～ 116 016～ 036 215～ 230 280～ 285 古代～中世 土師器す須恵器

S32 2間×2間 南北棟 N-7° W 緯住 026～ 046 005～ 025 230～ 255 210～ 255 14C以降 3435

SB3 2間 Xl間 南北糠 N-5V― E 側注 028～ 0襲 OЮ 8～ 022 360～ 380 360～ 3側 古代～中世 3486

SB 4 2間 X2間 拠57 南北棟 N― ―W 総柱 032～ 084 006～ 028 ユ80～ 220 190～ 2 1Xl 13C以降 土師器 34.36

SB 5 3間 X2間 3290 南北棟 N-6°一E 総柱 038～ 0乾 014～ 042 2別～250 2釣～250 古代～中世 土師器 3437 32

SB 6 (2間 )X(1間 ) (310) 測定不能 N-6・―E 総を 036～ 068 008～ 023 古代～中世 土師器 3437

SB 7 6劉 4殉 南北棟 N-31° W 側柱 0虚～066 014～ 048 180～220 230～ 240 18C末～14C 土師器、中世土師器、珠洲 %

SB 8 3間 X2岡 37弦 南北棟 N-13° W 総柱 023～ 062 008～ 026 210～ 260 220～ 230 中世土師器,珠洲,柱 3839 28

SB 9 4間 X4間 東西棟 N-78°一E 絡柱 015～ 044 006～ 046 195～225 185～215 中世土師器,珠洲,中国製染

付1礎鶴

3840

SB10 4岡 X3FFl 7勝 7895 南北棟 N-12° W 総オ主 026～ 094 006～ 036 Z15～ 240 Z40～ 275 中世 土師器,中世土師器,珠洲 3841

3FHF× 2間 東西棟 N-79°一E 総柱 020～ 070 006～ 024 205～ 330 205～ 215 中世 中世土師器 3842

SB12 6間 X5間 1330 17728 南北標 N-9°一W 側Tl 024～ 138 004～ 036 14C以降 中世土師器1珠洲 3843

5間 X2間 1200 5760 南北棟 N-6°一lll 総柱 018～ 040 008～ 028 225～ 255 235～ 245 中世 珠洲 42

SB14 4間 X2間 東西棟 N―ぱ E 総柱 018～ 054 006～ 026 195～220 195～ 210 HC初頭～

12C中 頃

棧 里

SB15 5間×(1間 ) 91111 (170) 測定不能 南北棟 N-10°一W 総柱 022～ 040 006～ 030 1殉～1側 170 14C～

15C前半

柱 4546

部16 3間×2問 520 3796 南北棟 N-3ソーE 総柱 630～ 070 010～ 026 220～ 270 230～ 290 中世 土師器,赤洲 4546

部17 2間×2間 355 1349 南北棟 N-13° W 総柱 022～ 0製 006～0% 185～ 195 175～ 180 古代～中世 土師器 4547 2930

SB18 4間×2FFl 1080 550 5940 東西棟 N-87° W 締柱 622～ 066 006～ 034 250～ 280 275～ 285 中世 土師器 4547 2930

SB19 3間 X3間 南北棟 N-6マーE 紳住 018～ 056 004～ 048 220～ 295 215～ 250 HC初頭～

13C中 頃

土師器,柱,砥石 4849 3031

3間×2間 3700 南北棟 N-1°―E 総柱 094～ 064 010～ 028 220～ 250 古代～中世 4850 3031

SB21 3間 X2間 東西棟 N-89°―E 総柱 026～ 084 010～ 038 230～ 255 265～ 275 古代～中世 須恵器,黒色土器 4850

SB22 4間 X2間 530 東西棟 N―制
°
E 総桂 028～ 082 0■～028 220～ 245 250～ 280 古代～中世 4851

SB23 5岡 X(2岡 ) 1205 4940 束西棟 N―猪
°
E 総柱 026～ 056 005～ 030 220～ 265 200～ 210 14C～ 15C前

半

第20表 中尾新保谷内遺跡 1

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m

出土遺物 特言己 挿図番号 写真図肋
長 さ 幅 深 さ

SBl SP617 Bl― SP217 楕 円 074 >SPttЭ O SD616

SP620 Bl― SP220 円 064 土師器 >SD622

SP623 Bl― SP223 円 082 078 022 土師器 >SD622

SP634 Bl― SP234 円 056

SP641 Bユ ーSP241 円 058 052 土師器 >SD644

SP649 Bl― SP249 楕円 060 022

SP651 Bl― SP251 円 072 070 022

SP653 Bl― SP253 円 062 050 036 >SD664

SP658 Bl― SP258 円 070 032 須恵器

SP767 Bl― SP367 円 044

SB2 Bユ ーSP19 楕 円 (024) >SD417・ SK418

SP421 Bユ ーSP2ユ 円 026 024

Bl― SP24 円 032 006 >SK406

SP428 Bl― SP28 円 044

SP430 Bユ ーSP30 円

SP433 Bl― SP33 円 028

SP438 Bユ ーSP38 円

SP444 Bl― SP44 円 038 038

SP714 Bl― SP314 円 040 025 >SD417

SB3 SP403 Bl― SP03 円 (034)

SP456 Bl― SP56 円 038

SP459 Bl― SP59 円 042 032 022

SP461 Bl― SP61 楕 円 028 020

SP462 Bl― SP62 円 028 008

,フ



中尾新保谷内遺跡 中近世 柱穴一 2
遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m
出土遺物 特記 挿図番号 写真図浙

長 さ 幅 深 さ

認 3 SP466 Bl― SP66 円 030

SB4 SP4166 B4-SK66 円 032

B4-SK73 円 060 052 025

SP4179 B4-SK79 円 024 008

SP4182 B4-SK82 円 022

SP4183 B4-SK83 円 008

SP4186 B4-SK86 精円 068 048 009

SP4200 B4-SK100 楕 円 028 土師器 >SE4192

SP4203 B4-SK103 円

SB5 SP4123 B4-SP23 円 土師器

SP4125 B4-SP25 円 042 029

B4-SP35 円 土師器

SP4137 B4-SP37 円 042 土師器

SP4139 B4-SP39 円 032

SP4141 B4-SP41 円 040

SP4143 B4-SP43 円 052 028

SP4161 B4-SP61 円 038 026

SP4194 B4-SP94 円

SB6 SP4131 B4-SP31 円 048

SP4142 B4-SP42 円 044

SP4144 B4-SP44 円 052

SP4145 B4-SP45 円 054 土師器

SP4195 B4-SP95 円 036 020 020

SB7 SP910 B2-SPl10 円 060 048 030 土師器 >SK91ユ

SP913 B2-SPl13 楕 円 056 034

SP923 B2-SP123 精円 066 (056) 022 中世土師器,珠洲 <SK922

SP925 B2-SP125 円

SP927 B2-SP127 円 042

SP975 B2-SP175 円 038 048 中世土師器 >SD914

SP976 B2-SP176 方 026

SP978 B2-SP178 円

B2-SP181 円 0穆 中世土師器 >SD940

SP982 B2-SP182 円 058

SB8 SP1233 B2-SP433 円 040 珠洲

SP1265 B2-SP465 円 028 008 >SK1264

SP1348 B2-SP548 円 040 022 中世土師器,柱

SP1354 B2-SP554 円 030

SP1359 B2-SP559 円 030

SP1360 B2-SP560 円 034 柱

SP1379 B2-SP579 円 062 050

SP1458 B2-SP658 円 030

SP1461 B2-SP661 円

SP1462 B2-SP662 円 032 020 中世土師器 骸多雰 )

SP1466 B2-SK666 楕円 >SD1465

SP1472 B2-SP672 円

認 9 SP1202 B2-SP402 円 026 珠洲

SP1210 B2-SP410 円 022 008

SP1219 B2-SP419 円 中世土師器

SP1222 B2-SP422 円 028 024 中世土師器C∠ )

SP1223 B2-SP423 円 028 022

SP1224 B2-SP424 円 024

SP1242 B2-SK4種 円 028

SP1307 B2-SP507 円 028 046 中世土師器

SP1318 B2-SP518 円 032 028 中世土師器,礎盤(′p⊃

SP1322 B2-SP522 円 中世土師器,珠洲しb),中 国製染付

SP1395 B2-SP595 円 020 020 009

SP1402 B2-SP602 円 006

第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

♂5θ



内遺跡 中近世 柱穴一覧 (3
遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m
出土遺物 特記 挿図番号 写真図版

長 さ 幅 深 さ

SB9 SP1502 B2-SP702 円 036 032

SP1504 B2-SP704 円 020 020

SP1515 B2-SP715 円 028

SP1516 B2-SP716 楕円 04 024 006

SP1517 B2-SP717 円 026 中世土師器

SP1518 B2-SP718 円 038 028

SP1584 B2-SP784 円 024

SP1588 B2-SP788 円 020 020

SB10 SP1204 B2-SP404 楕 円 094 070

SP1221 B2-SK421 円 006

SP1239 B2-SP439 楕円 056 036 0 6

SP1315 B2-SP515 円 037

SP1389 B2-SP589 円 0 8 中世土師器

SP1390 B2-SP590 円 042 0 2 土師器 ,珠洲

B2-SP600 円 O B4 (042)

SP1406 B2-SP606 円 026 008

SP1410 B2-SP610 円 046 >SP1411

SP1435 B2-SP635 円

SP1486 B2-SP686 円 038 022

SP1487 B2-SP687 精円 072 044

SP1489 B2-SP689 円 032 028

SP1505 B2-SP705 円 052 028

SP1519 B2-SP719 円 044 020 土師器,中世土師器,珠洲

SBlユ SP1238 B2-SP438 円 020 008 中世上師器

SP1313 B2-SP513 円 032 026 020 中世土師器

SP1314 B2-SP514 円 024 022 008

SP1317 B2-SP517 円 032 024 中世土師器

SP1321 B2-SP521 円 026

SP1327 B2-SP527 円 020

SP1397 B2-SP597 円 022 020 006

SP1403 B2-SP603 円 056 >SP1404

SP1404 B2-SP604 楕 円 032 中世土師器 >SP1403

SP1412 B2-SP612 円 022

SB12 SP1213 B2-SP413 円 中世土師器

SP1229 B2-SP429 円 024 008

SP1234 B2-SK434 円

SP1247 B2-SP447 円 034

SP1253 B2-SK453 楕 円 084 024 中世土師器

SP1255 B2-SK455 円 中世土師器 <SK1254

SP1256 B2-SK456 楕円 058 034 022

SP1259 B2-SPも 9 円 054 052 中世土師器

SP1324 B2-SP524 円 040

SP1325 B2-SP525 円 034

SP1326 B2-SP526 円 036 032 中世土師器

SP1330 B2-SP530 円 024 008

SP1335 B2-SP535 円 024

SP1341 B2-SK541 円 058 050 035 >SD1340

SP1366 B2-SK566 楕 円 062

SP1370 B2-SK570 円

SP1499 B2-SP699 円 >SE1496

SP1586 B2-SP786 円 026 中世土師器 >SK1446

SP2314 B3-SK314 円 130 022 中世土師器,珠洲

SP2324 B3-SP324 楕 円 (038)

SP2332 B3-SP332 円 026

B3-SK387 円 042 034 028

SP2344 83-SK344 円 032 020

SP2352 B8-SK352 円 032 022 珠洲

,μ



第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

尾 遺跡 近世 柱穴― (4
遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m
出土遺物 特記 挿図番号 写真図跡

長 さ 幅 深 さ

饂 12 SP2355 B3-SK355 円 030 珠洲

SP2356 B3-SP356 円 036

SP2359 B3-SP359 円 036 032 008

SP3804 B3-SK1304 円 (044)

SP3311 B3-SP1311 円 044

SP3313 B3-SK1313 円 042 004

SP3317 B3-SP1317 円 026 022

SP3325 B3-SP1325 円 062 062 >SK2330

SB13 SP1411 B2-SP611 円 (022) <SP1410

SP1414 B2-SP614 円 033

SP1415 B2-SP615 円 032 026

SP1418 B2-SP618 円 020

SP2293 B3-SP293 円 024 008 >SD2291

SP2295 B3-SP295 円 020 (020) 028 >SD2291

SP2296 B3-SP296 円 040 030 026

SP2298 B3-SP298 円 024 022 珠洲

SP2304 B8-SP304 円 026

SP2306 B3-SP306 円

SP2310 B3-SP310 円 028 020

SP2389 B8-SP389 円 032

SB14 SP2066 B3-SK66 円 022

SP2072 B3-SP72 円 <SD2061

SP2073 B3-SP73 円 030 柱

SP2082 B3-SP82 円 054 柱

SP2088 B3-SP88 円 022

SP2108 B3-SP108 円 022

SP2109 B3-SP109 円 028 026

SP2113 B3-SPl13 円 (028)

SP2116 B3-SKl16 円

SP2119 B3-SKl19 円 022 020

SP2482 B3-SP482 円 柱

SB15 SP5345 C― SK345 円 026 pl■
(′∂θ′)

SP5346 C― SK346 円 024

SP536ユ C― SK361 円 036 024

SP5366 C― SK366 円 026 (018) <SE5374

SP5380 C― SK380 円 030 020 020

SP5387 C― SK387 円 022 022

SP5396 C― SK396 円 030

SP5417 C― SK417 円 022 006

SP5546 C― SK546 円 036

酬 16 SP5297 C― SK297 円 046 042

SP5308 C― SK308 円 030 022

SP5350 C― SK350 円 056 0諺 くSD5321

SP5360 C― SK360 円 <SD5321

SP5370 C― SK370 円 070 050 020 珠 i・ II >SK5869

SP5461 C― SK461 円 (028) <SD5321

SP5474 C― SK474 円 082 >SK5475

SP548ユ C― SK481 円 050 044

SP5487 C― SK487 円 036 026 012

SP5492 C― SK492 不整 068 066 012

SP5607 C― SK607 円 026 026 土師器 SK5320>SP5607>

SP5608

SB17 SP5422 C― SK422 円 034 024 >SD5420

SP5459 C― SK459 円 030 028 >SD5460

SP5471 C― SK471 円 030

SP5473 C― SK473 円 029 026

SP5499 C― SK499 円 022 019 006

355



中尾新保谷内遺跡 中近世 柱穴 5

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
長 さ 幅 深 さ

饂 17 SP5628 C― SK628 円 (022) 024 土師器 >SD5420

SP5630 C― SK680 円 044 (014) 土師器 SK5419>SP5630>

SD5420

SB18 SP5264 C― SK264 円 042 032

SP5273 C― SK273 楕円 028 >SD5318・ SK5272

SP5284 C― SK284 円 040

SP5298 C― SK298 円 040 030 016

SP5315 C― SK315 円 022

SP5428 C― SK428 円 056 044 028 土師器 >SD5420

SP5436 C― SK436 円 066 006

SP5452 C― SK452 円

SP5468 C― SK463 円 052 040 030

SP5470 C― SK4紹Э 円 056 042 026

y5480 C― SK480 円 040

SP5608 C― SK608 円 (024) 024 土師器 <SP5607・ SK5320

SB19 SP5058 C― SK58 円 034 032

SP5062 C― SP62 円 044 034 042 柱 (′29∂)

SP5065 C― SP65 円 028 026

C― SK69 円 028 024

SP5071 C― SP71 円 030 030

SP5075 C― SP75 円 048

SP5078 C― SP78 楕 円 (070) 048 柱 (′刀の くSK5079

SP5088 C― SP83 円 042

SP5085 C― SK85 円

SP5105 C― SP105 円 022 土師器

SP5110 C― SKl10 円 050 026

SP5118 C― SKl18 円 036 022

SP5196 C― SK196 円 036

SP5210 C― SK210 円 034 020

SP5212 C― SP212 円 052 048 026 砥る (」η 71

SP5214 C― SP214 円 046 046 柱 (打
")

SP5215 C― SK215 方 082 078 004

SP5614 C―団P614 円 040 048 柱 (′p′ ) 34

SP5615 C― SP615 円 034 032

SB20 SP5102 C― SK102 円 036 032

SP5104 C― SK104 円 032

SP5108 C― SK108 円

SP5211 C― SK211 円 048

SP5213 C― SK213 円 0% 020

SP5605 C― SK605 円

SP5616 C― SK616 円 064 OИ4

SP5624 C― SK624 円 026 020 022

SP5627 C― SK627 円 030 024

饂 21 SP5121 C― SP121 円 042 038

SP5134 C― SP134 円 036 022

SP5138 C― SP138 円 046 037 020

SP5141 C― SP141 円

SP5146 C― SP146 円 022 022 <SK5145

SP5148 C― SP148 円 036 028 >SD5147

SP5167 C― SP167 不整 058 須恵器 >SD5166

SP5173 C― SP173 円 0基

SP5176 C― SP176 円 042

SP5190 C― SP190 円 042 黒色土器

SP5602 C― SP602 円 032 須恵器

SP5612 C― SP612 円 034 026

SP5613 C― SP613 円 (024) 038 <SK5123

SB22 SP5090 C― SP90 円 034 034

,5δ



6

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m

出土遺物 時記 挿図番号 写真図瘍
長 さ 幅 深 さ

SB22 SP5096 C― SP96 円 045 020

SP5140 C― SP140 楕円 050 028

SP5143 C― SP143 円 052 044

SP5156 C― SP156 円 (040) 038 <SK5145

SP5159 C― SP159 円 046 024

SP5162 C― SP162 円 054 046

SP5170 C― SP170 円 040 040 027 >SD5166

SP5174 C― SP174 円 038 (014) 02

SP5178 C― SP178 円 046 042 026

SP5180 C― SP180 円 052 050

SP5182 C― SP182 円 040 036 012

SP5184 C― SP184 円 040 OB4

SP5189 C― SP189 円 028 022

SP5207 C― SP207 円 042 040 020

SB23 SP7107 D― SP07 円 044 040

SP7109 D― SP09 円 026 022

SP7110 D― SP10 円 044

SP7111 D― SPll 円 036

SP7112 D― SP12 円 040

SP7113 D― SP13 円 044 036

SP7117 D― SP17 円 048 086 030

SP7118 D― SP18 円 049 044 020

SP7119 D― SP19 円 045 022

SP7120 D― SP20 円 056

SP7122 D― SP22 円 042

SP7123 D― SP23 円 036 (014)

SP7125 D― SP25 円 028 024

SP7127 D― SP27 円 032 080

SP7128 D― SP28 円 048 (030)

SAl SP2037 B3-SP37 円 024 44

SP2038 B3-SP38 円 032

SP2039 B3-SP39 円 034 032

SP2040 B3-SP40 円 020

SP2041 B3-SP41 円 022 020

SP2042 B3-SP42 円 026 024 006 くSP2043

SP2043 B3-SP43 円 026 020 >SP2042

SP2044 B3-SP44 円 026 020 004

SP2046 B3-SP46 円 028 024

SP426 Bl― SP26 円 052 040 柱 (刀防 )

SP700 Bユ ーSP300 円 060 046 中世土師器,礎盤(イpの SP617>SP700>

SD618

35・ 52 43

SPl198 B2-SP398 円 026 022 027 柱 (′

“

り

SP1201 B2-SP401 円 024 l128 柱

SP1216 B2-SP416 円 032 030 032 須恵器(%),中世土師器

SP1476 B2-SP676 円 (032) 026 柱 (′翻の

SP1481 B2-SK68ユ 円 122 044 縄文土器,中世土師器,珠洲骸″劾 ,

曲物,柱 (イク),板材

52

SP1611 B2-SP811 円 022 020 柱 >SD1045 52

SP2114 B3-SPl14 円 032 032 016 柱

SP3141 B3-SPl141 円 032 026 040 中世土師器修の >SK2260 近代

SP4018 B3-SP2018 楕 円 (030) 珠洲にの >SD2444 近代

SP7115 D― SP15 円 G30 柱 ? 52

SP7131 D― SP31 円 022 020 礎盤 P

第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡
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第21表  中尾新保谷内遺跡 近世 1

遺構 旧遺構番号
規模 (m)

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
幅 深 さ

SD417 Bl― SD17

B4-SD109

032 須恵器,中世土師器,珠洲 (α ) <SP714 SP419(SB2)

SK418

35・ 53・

54

SD468 BユーSD68

SD475 Bl― SD75 土師器,中世土師器,板材 SK401>SD475>SD474・

SD568・ SD570'SD579・

SD587・ SD591'SD606

53・ 54

SD498 Bl― SD98 028 55

SD528 B ―SD128 縄文土器 ,石鏃 (■5) 55

SD529 Bユ ーSD129 120 55

SD551 Bl― SD15ユ 252 須恵器,中世土師器,中国製青磁(との >SD552・ SK708 55

SD552 Bl― SD152

B2-SD98

022 中世土師器 <SD551 55

SD804 B2-SD04 黒色土器,珠洲 >SK805'SK814 55

SD806 B2-SD06 144 縄文土器,土師器 >SD807 55

SD860 B2-SD60 <SK801

SD869 B2-SD69 062 珠洲,中国製青磁

SD875 B2-SD75 中世土師器 SK853・ SK897>SD875>

SK876

SD878 B2-SD78 078 <SD879 56・ 57

SD879 B2-SD79 036 中世土師器 SK901>SD879>SD878 56・ 57

SD894 B2-SD94 028 56・ 57

SD899 B2-SD99 046 土師器,中世土師器,珠洲 56・ 57

SD900 B2-SD 100

B2-SD l12

160 034 土師器,須恵器,中世土師器 (認～JD~l,

殊洲 (節・971,注 (」
“

ι),焼石,鉄津

>SK901・ SK928 56・ 57・

92

SD905 B2-SD 105 032 須恵器,中世土師器 (認 ∂の,珠洲 (Fr9) 56・ 57

SD907 B2-SD 107 018 縄文土器,須恵器,中世土師器,珠洲(4) SK801・ SK819>SD907>

SK852

56・ 57・

91

SD908 B2-SD 108 082 56  57

SD914 B2-SD l14 中世土師器 <SP975(SB7) 56・ 57

SD929 B2-SD 129 020 土師器,中世土師器骸多Mめ ,珠洲(との SD940・ SK949>SD929>

SD938'SDl128・ SDl137・

SK928

56・ 57

SD938 B2-SD 138 094 中世土師器 <SD929・ SD940 56・ 57

SD940 B2-SD 140 090 中世土師器 SP981(SB7)>SD940>

SD929・ SD938

56・ 57

SD960 B2-SD 160 064 珠洲 58  59

SD985 B2-SD 185 026 中世土師器 56・ 57

SD1032 B2-SD232 080 008 58・ 59

SD1045 B2-SD245 048 中世土師器 <SP1611 58・ 59

SD1214 B2-SD414 032 022 中世土師器

SD1292 B2-SD492

B3-SD483

052 014 SK1304'SN4>SD1292>

SK1289・ SK1293

31・ 58・

59

SD1295 B2-SD495

B3-SD409

102 032 土師器,珠洲,中国製青磁 58・ 59

SD1302 B2-SK502

B3-SD1448

070 珠洲,中世土師器 58・ 59

SD1305 B2-SD505 020 <SK1304

SD1340 B2-SD540 046 020 中世土師器 (との <SP1341(SB12)

SD1342 B2-SD5翌 022 縄文土器,土師器,中世土師器,磁器 43・ 58

59

SD134 B2-SD543 096 028 珠洲 (密),凹石 (′

“

ω 58・ 59

SD2001 B3-SD01 65

」郎



第21表 2

遺構 旧遺構番号
規模 (m)

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
幅 深 さ

SD2002 B3-SD02

B3-SD03

086 >SK2004

SD2022 B3-SD22 080

SD2030 B3-SD30 154 土師器

SD205ユ B3-SD51 476 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲 (Z9-とり ,

中国製青磁,伊万里,陶器

>SD2060～ SD2062・

SD2210・ SK2050

58・ 60 34 35

SD2052 B3-SD52 198 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲 (″ π 碑鳴

初),中国製青磁,中国製染付,越中瀬戸(2),

伊万里lB21,唐 津,磁器,陶器,抗 (′」Frr― 鄭2),

砥石 (′認71,輪状鉄製品,煙管 (′るの,銭 (′珍の

58・ 60

SD2053 B3-SD53 022 58・ 59

SD2054 B3-SD54 珠洲 (謬 潔 ) 58・ 59

SD2055 B2-谷

B3-SD55

C― SD541

620 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲(つ・あ～′偲

寛め,中国製青磁 (′防 寛め,中国製白磁,

中国製染付,古瀬戸(′7),瀬戸美濃(′θの,

越中瀬戸,伊万里,唐津,抗 (鄭Z～′νの,

板碑 (′∂か ,茶臼(ゴ箆め,煙管(フ塑)

<SK3390。 SK3392・ SK3393

SK3417～ SK3420。 SK5537

58-60 34・ 35

SD2059 B3-SD59 須恵器,中世土師器,珠洲("の >SD2060 58・ 59

SD2060 B3-SD60 <SD2051・ SD2059 58・ 59

SD2061 B3-SD61 085 土師器 ,須恵器 ,珠洲 SD2051'SK2064>SD2061

>SP2072(SB14)

61・ 62

SD2062 B3-SD62 220 土師器 <SD2051・ SK2065 61・ 62

SD2091 B3-SD91 062 004 <SK2074・ SK2078・ SK2093 61・ 62

SD2120 B3-SD120 030 61 62

SD2210 B3-SD210 220 珠洲 <SD2051 61・ 62

SD2261 B8-SD261 094 土師器,須恵器 ,珠洲 58・ 59

SD2262 B8-SD262 036 008 58・ 59

SD2263 B3-SD263 096 土師器,珠洲(2の >SD2264 58・ 59

SD2264 B3-SD264 108 020 土師器,中世土師器,珠洲 (′
"′
′め ,

中国製青磁

<SD2263・ SG2501 58・ 59

SD2289 B3-SD289 074 須恵器,中世土師器,珠洲,中国製青磁 (μ⊃ 61・ 62

SD2291 B3-SD291

B8-SD292

060 土師器,須恵器,珠洲 <SP2293(SB13)

SP2295(SB13)

61・ 62

SD2294 B3-SD294 030 61 ・62

SD2318 B3-SD318 056

SD2319 B3-SD319 008

SD2325 B3-SD325 020 須恵器,唐津 >SK2481 61・ 62

SD2379 B3-SD379 044 008 土師器,珠洲 61・ 62

SD2395 B3-SD395 070 珠洲 61・ 62

SD2399 B3-SD399 072 土師器,珠洲,越中瀬戸 63・ 64

SD2404 B3-SD404

C― SD244

086 022 須恵器,珠洲 SD2405>SD2404>

SD2453'SD5001

63・ 64

SD2405 B3-SD405

C― SD25

094 珠洲 ("め SD2467>SD2405>

SD2404・ SD2453

63・ 64

SD2411 B3-SD411 056 008 珠洲("の <SK2480 61  62

SD2427 B3-SD427 008 61・ 62

SD%28 B3-SD428 060 61・ 62

SD2430 B3-SD430 050 028 <SK2050 61・ 62

SD2436 B3-SD436 006 61・ 62

SD2438 B3-SD438 046 024 殊洲 61・ 62

SD2440 B3-SD440 046 土師器 63  64
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1 中近世 溝一覧 (3
遺構 旧遺構番号

規模 (m)
出土遺物 特記 挿図番号 写真図版

幅 深 さ

SD2442 B3-SD442 074 土師器,珠洲("の ,中国製青磁 63・ 64

SD244 B3-SD444 026 須恵器 (″ 7) 61・ 62

SD2447 B3-SD447 094 006 <SD2448・ SK2445 58・ 59・

61・ 62

SD2448 B8-SD448 088 須恵器,中世土師器,珠洲(2ど 」の,唐津,

瓦質土器(′刀)

>SD247・ SK2403 58・ 59

SD2453 B3-SD453

C― SD228

033 <SD2404・ SD2405。 SD5001 68  64

SD2467 B3-SD467

C― SD539

028 須恵器,珠洲,中国製青磁,瀬戸美濃,越中瀬戸 ,

伊万里,唐津

SK2451>SD2467>SD2405・

SD2469 SK5538'SK5635

58  59

121

SD2469 B3-SD469

C― SD540

440 066 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲(男翌2)

中回製青磁(形め,中国製白磁,磁器

<SD2467

SD2475 B3-SD475 034 >SK2217

SD3261 B3-SD1261

B8-SD1271

土師器,珠洲,中国製青磁,伊万里,唐津,

漆器 (′θ宥)

>SK2265 61・ 62

SD4106 B4-SD06 土師器 SD4148'SK4146>SD4106>

SD4118

53・ 54

SD4107 B4-SD07 024 土師器 SD4148>SD4107>SK4155 53・ 54

84

SD4148 B4-SD48 036 土師器 ,須恵器 >SD4106・ SD4107・

SD4118'SK4155

53・ 54

SD4156 B4-SD56 022 SE4154>SD4156>SD4121 53・ 54

SD5001 C― SD01 0:34 殊洲 SD5008>SD5001>SD2453 63・ 64

SD5002 C― SD02 090 044 土師器,珠洲 SD5008>SD5002>SD5073 63・ 64

SD5008 C― SD08 044 珠洲α%),越中瀬戸,唐津,伊万里 >SD5001・ SD5002 近イt

SD5011 C― SDll 394 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲徹%～′力),

中国製青磁,古瀬戸,越中瀬戸,伊万里,唐津,

瓦,土錘 (′初),下駄 (刀ン),円形板 (ガどめ ,

板材,釣針状鉄製品(フ″)

>SK5015 SK5022 近rt

SD5021 C― SD21 044 016 土師器 SK5036・ SK5114>SD5021>

SD5087・ SD5095'SK5037

63・ 64

118

SD5030 C― SD30 042 土師器,鉄津 >SD5021'SK5029 63・ 64

SD5054 C― SD54 012 珠洲 (′2) <SG5703 63・ 64

SD5056 C― SD56 012 63・ 64

SD5063 C― SD63 052 63・ 64

SD5073 C― SD73 <SD5002 63・ 64

SD5087 C― SD87 042 007 <SD5021'SK5060 63・ 64

SD5294 C― SD294

C― SD342

007 <SK5375 63・ 64

SD5321 C― SD321 036 土師器,須恵器,珠洲,中国製青磁,

越中瀬戸 (′功 ,砥石 (′箆め

>SP5350(SB16)・ SP5360

(SB16)。 SP5461(SB15)・

SK5371'SK5399・ SK5415・

SK5505'SK5508・ SK5538

近代

45。 46・

121

SD7102 D― SD02 048 005 珠洲 (′ JFr)

SD7103 D― SD03 060 土師器

SD7215 E― SD15 008

SD7216 E― SD16 058

θδθ



内遺跡 中近世 井戸一
遺構 旧遺構番号 平面死

規模 (m) 井戸底

標高
出土遺物 時期 形態 特記

図

■

挿

番

写真

図版長 さ 幅 深 さ

SE815 B2-SE15 円 126 099 土師器,中世土師器,珠洲 (′節),漆器
蓋(ガ∂め,曲物 (ツω ′2の ,板材,
粘土塊

13C後半～

14C前 半

曲物積上げ <SK813

SE992 B2‐ SE192 隅丸 280 092 中世土師器 (′

“

′∂ハ,珠洲,中国製白
磁 (′認),越中瀬戸,桶側板 (2露～
ツ露),井戸側縦板,柱 (′認め,板材
(ゴ∂密)

15C木～

17C前 半

縦板組 ?

桶水溜

SK1036>
SE992>
SK991

SK993
SE1052 B2-SE252 円 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲,

越中瀬戸,曲物 (」2′ )
中世 ? 縦板組 ?+

曲物水溜

68

SE1087 B2-SE287 円 274 須恵器 (′
"′
%),中世土師器,珠洲 (巧サ

～ヱω),中国製青磁,粘土塊,漆器,杓
子 ?,箸 (ど露θ～′露),曲物 (′2の ,井
戸側縦板 (ツ露),井戸側横桟 (ツ¢～

ツη),柱 P,棒材,砥石 (′″の,昆虫

13C末～

14C前半

縦板組横桟

留十曲物水

溜

69

SE1260 B2-SE460
B2-SK461
B2-SK462

楕円 077 土師器,須恵器 ,中世土師器,珠洲 ,

中国製青磁 ,曲物 (′夕♪
中世前期 縦板組 ?+

曲物水溜

70

SE1284 B2-SE484 隅丸 (192 099 須恵器,中世土師器 (ア
“

～′4),珠洲
(フど′あ),中国製青磁 (潔の,箸 ,折
敷 (μ″),曲物,井戸側縦板,井戸側
横桟 (′20,角 材

13C前 半 縦板組 <SE1285

SE1522

70

SE1285 B2-SP485 円 中世土師器 (アイ7～bの ,珠洲 (′Я),中
国製白磁,上師質土器 (′ D‐2~ゴν),板
材,棒材 (汚″)

16C前 半 縦板組 ? >SE1284 70

SE1306 B2-SE506 隅九 338 中世土師器 (′α～プあ ),珠洲 (′,π の ,

中国製青磁 ,越中瀬戸 (′ひめ ,折敷 ("窓
′′密 ガ %),箱物 ("瘤 ),円形板 (″あ )
蓋 (μ2),井 戸側縦板 (ツ

"～
′クν ),

板材 (イ

"′

～′認′),棒材

縦板組

SE1483 B2-SE683 楕 円 088 077 043 中世土師器,珠洲,曲物 中 世 曲物末溜 ? 貯蔵穴か

SE1491 B2-SE691 隅丸 208 150 358 須恵器,中世土師器 (′α～′密),珠洲
(′″ ダか ,曲物 (ゴ2を),井戸側縦板
(■あ4),井戸側横桟 (ツπ～′22),柱 ,

杭,板材,葉

13C後半 縦板組横桟

留 (支柱式
+曲物水溜

72

SE1495 B2-SE695 円 226 089 中世土師器 (ノ密 力め,土錘 (′ %),折
敷 (′力の ,曲物 (′2σ),井戸側横桟
(ワ%～′%71,板材

13C後半 縦板組横桟

留十曲物水

溜
SE1496 B2-SE696 隅丸 160 430 中世土師器 (力の ,珠洲 ,漆器 (プθ刀 ),

箸 (望露ひ),曲物 (ツ

“

)

13C後半 曲物積上

げ ?

くSP1499

(SB12)
SE1522 B2-SE722 楕 円 340 280 縄文土器 ,須恵器,中世土師器 (7,～

′2),珠 洲 (ゴ
“

),中国製青磁 (プ膨 ),
中国製白磁 ,箸 (′冴θ～′θ膨 ),円形板
(′′B91,曲 物 ,井戸側縦板 ,井戸狽I横
桟 (ツ謬～′ク75),砥石 (汚

")

13C前半 縦板組横桟

留

>SE1284

SE1610 B2-SE810 不整 386 越中瀬戸 ,杓子 (′ 0″),折敷 (′ダ/―J～
′′材 ),井戸側縦板 (ツ″),柱 (打鋸 ),
板材

中世前期 P 縦板組 <S K 1055

SE4154 B4-SE54 円 560 土師器 (′謬～アツ),須恵器,中世土師器

(ゴ%),珠洲 (′%),中 国製青磁 (アθの,伊万
里,板材,用途不明鉄製品(ツどの,種実

13C前半 不 明 >SD4156・

SK4155

SE4192 B4-SE92
B4-SE93

不整 (230 392 土師器,須恵器,中世土師器 (′潔 ′筋),
珠洲,土鍾 (′7),箸 (η謬),円形板
(′′勁),曲 物 (′夕の,井戸側横桟 (′2π
～′フル),種実,骨

13C 縦板組横桟

留 十曲物水

溜

<SP4200

(SB4)

SE5044 C― SE44 円 142 土師器,珠洲(′どの,下駄(ゴθ″),円形
板(ガしり,井戸側(到抜)α力の,板材,
棒材,骨 ,虫 ,種実

12C後半～

13C前半

丸太到り抜

き

SE5100 C― SE100 円 220 土師器,須恵器(′%),中世土師器(′
"～麦め,珠洲(Zめ ,中国製青磁,電片,

漆器 (′

“

σ′防の,箸 (′鉢ハ,柄杓
●,7),円 形板(μ労 ′′夕),曲物,井
戸側隅柱(7諺～■285),井戸側横桟
(2防～ワツ),板材(B奪),捧材
(′潔0～プ駒の,種実

13C前半 縦板組隅柱

横桟留

<SK5394

SE5197 C― SE197 円 425 曲物 (′勿♪ 古代～中世 曲物水溜 40

SE5874 C― SE374 楕 円 450(1ヒ ,

438(1打 )

須忘器,中世土師器 (刀か,珠洲,円形
板(""),曲物 (ツカ フ吻),井戸側横
桟 (′塚∂θ′路■)

末

14C前半

出物水溜 >SP5366

(SB15)

42

SE5450 C― SE450 円 440 出物 (′2り ,杭 古 代末 中

世初頭

曲物水溜 <SK5451 42

SE710] D― SE01 円 442 曲物 (′刀θ),井戸側横桟 (ツ労～′刀の ,
井戸側縦板

14C～

15C前半

縦板組隅柱

横桟留十曲

物水溜

42

SE7141 D― SE41 楕円 k368 土師器,須恵器,中世土師器∽鋸),珠
洲 (2′ 2フ),中国製青磁鬱″ 2の ,曲物
(ツ雰 2潔),棒材 (′認7返露),種実

13C前半 曲物積上げ 42

43
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谷内遺跡 中近世 溜池一覧
遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m
出土遺物 特記 挿図番号 写真図版

長 さ 幅 深 さ

SG242 A

A

―溜池01

-溜池02

不聾 1740 670 須恵器 (勿D,越 中瀬戸 (2),磁 器

(密を),漆器 (′θ密 )

SC243 A ―溜池02 方 820 320

SG244 A ―溜池03 楕 円 560

SG2も A ―溜池04 不整 1040 850

SG246 Al― 溜池05 楕円 伊万里(2の

SG247 A ―溜池06 精円 860 440 瀬戸美濃 (夕の

SG398 A 一溜池07 楕円 (140)

A ―溜池08 不整 590 中世土師器 (密ど),硯 (′′ZD >SD362

SG1615 Bl― 溜池

B2-溜池

不整 1710 1150 殊洲 (2θ ″D,越中瀬戸 (〃′),漆器
(′″り ,円形板 (ガθ71

B3-SK501 楕 円 1790 132 土師器,須恵器,中世土師器(2),

珠洲(22π～男′FrD7),中 国製青磁,

古瀬戸 (′能),越中瀬戸,伊万里(2の ,

不明的器,土錘,舟形 P(望菱り ,円形板

(′増め,桶側板 (νν),栓 P(′ンダ),

柱 (露″),抗 ,板材,相輪 (′∂2)

>SD2264・ SK2266・

SK2277 SK2290

SG2502 B3-SK502

A2-溜池09

不整 鉄鍋 (ィをσの,種実

SG4221 B4-SK121

Bl― 溜池

不整 (2350) 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲

(独 切 28許効 ,中国製白磁 ?

(238),越 中瀬戸,伊万里 (男の

>SK571

SG4222 B4-SK122

Bl― 溜池

不整 (1020) 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲,

越中瀬戸 (ンの,伊万里,磁器

>SD573・ SD574

SG5701 C― SK701 不整 (1100) 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲

鬱η),中国製青磁,中国製白磁鬱狂),

瀬戸美濃鬱奪),瓦質土器

SG5702>SG5701>

SK5317

86・ 87

120

SG5702 C― SK702 楕 円 (1358) 180 土師器,須恵器骸″～%θ),中世土師

器,珠洲鬱側に2滲 zB7),瀬戸美濃,

越中瀬戸鬱ン),唐津(255,瓦 質土器,

上錘 (麦∂ ,漆器 (′ 0る),釣状鉄製品

(ン』め,種実

>SG5701 86・ 87

SG5703 C― SK703 楕円 (1080) 瀬戸美濃鬱%),唐津,下駄(刀
"

′θ5の ,円形板 (′′
")

>SD5054

C― SK704 不整 2070 木錘 (′ %の ,円形板 (形
“

卜′刀め,

曲物,煙管(′充り,砥石(ン2)

遺跡 土

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m

出土遺物 特記 挿図番号 写真図肪
長 さ 幅 深 さ

SK401 Bl― SE01 円 土師器(勿7～20,須恵器,中世土師器,
珠洲,土錘(麦∂

>SD475

SK404 Bユ ーSP04 円 土錘 骸α ) <SK405

SK405 Bl― SP05 円 056 >SK404

SK406 Bl― SP06 円 058 中世土師器,珠洲 (′%) <SP424(SB2)

SK408 Bl― SK08 楕 円 中世土師器

SK410 Bユ ーSK10 楕 円 中世土師器

SK414 Bl― SK14 円 中世土師器

SK416 Bユ ーSK16 楕 円 048 中世土師器

SK418 Bl― SP18 円 (032) 中世土師器 SP419(SB2)>SK418>

SD417

SK536 Bl― SK136 不整 中世土師器

SK571 Bl― SK171 精 円 (064) 土師器,須恵器,中世土師器函 2ため ,

珠洲,中国製青磁

<SG4221 84  88

SK577 Bl― SK177 楕 円 088 中世土師器 >SD558

SK589 Bl― SK189 rBI円 須恵器,中世土師器,珠洲 >SD582・ SD583

SK619 Bユ ーSP219 楕 円 中世土師器

SK635 Bl― SP235 円 042 中世土師器

J2



2

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
長 さ 深 さ

SK639 ―SP239 円 030 024 中世土師器

SK645 ―SP245 円 (026) 土師器

SK661 B ―SP26ユ 円 056 中世土師器 >SD650

SK678 B ―SK278 円 土師器,須恵器 ,中世土師器

SK683 ―SK283 円 100 中世土師器

SK684 B ―SK284 円 036 土師器 添 4)

SK732 B ―SD332 楕 円 090 中世土師器

SK750 Bl― SP350 円 034 028 中世土師器

SK801 B2-SK01 隅丸 346 縄文土器,須恵器,中世土師器 (%ε

%の ,珠洲 (参,7～%θ),中国製青磁,

中国製白磁,瀬戸美濃,櫛 (′θν),

箸 (力p),円形板 (μ%),板材

>SD860'SD907

SK852

SK802 B2-SK02 楕円 240 (120) 縄文土器 ,中世土師器

SK805 B2-SK05 円 050 中世土師器 くSD804

SK808 B2-SK08 楕 円 070 >SD807

SK809 B2-SK09 円 068 >SD807

SK810 B2-SK10 精円 >SD807

SK813 B2-SK13 楕 円 126 SK814>SK813>

SE815

SK814 B2-SK14 不整 (208) 140 中世土師器 SD804>SK814>

SK813

SK817 B2-SK17 不整 184 中世土師器 ,殊洲 (ク効),中国製青磁 ,

越中瀬戸 ,伊万里

SK818 B2-SK18 精 円 070 022 中世土師器 ,珠洲 (フ密 )

SK819 B2-SK19 隅丸 290 須恵器,中世土師器,珠洲骸″),土錘,

砥石 (′∂%)

>SD907

SK826 B2-SK26 楕 円 (044) 028 中世土師器

SK828 B2-SK28 円 034 縄文土器

SK847 B2-SK47 隅丸 104 殊洲

SK852 B2-SK52 楕円 (340) (080) 縄文土器,中世土師器 弦宥 ) くSD907・ SK801 91

SK853 B2-SK53 隅九 120 018 珠洲 >SD875

SK876 B2-SK76 隅丸 (226) <SD875

SK882 B2-SK82 円 080 022 中世土師器

SK897 B2-SK97 円 176 縄文土器,中世土師器,珠洲,粘土塊 >SD875

SK901 B2-SK101 精円 280 (070) 土師器 ,中世土師器 (′2) SD900>SK901>

SD879

56  57

92

SK906 B2-SK106 楕円 186 須恵器 ,珠洲

SK909 B2-SK109 円 100 殊洲 (イア)

SK911 B2-SDlll 楕円 276 中世土師器 くSP910は87)

SK918 B2-SPl18 楕 円 030 中世土師器

SK919 B2-SKl19 隅丸 376 278 土師器 ,中世土師器 .珠洲

SK920 82-SK120 円 124 (116) 中世土師器,珠洲 <SK921

SK921 B2-SK121 円 222 204 土師器 (2疹～フクリ ,須恵器,中世土師器

珠洲

>SK920

SK922 B2-SK122 円 272 土師器,中世土師器 (フ孵),珠洲 >SP923(SB7)

SK928 B2-SD128 楕円 (118) <SD900 SD929 56・ 57

SK932 B2-SK132 楕円 064 土師器 ,中世土師器

SK942 B2-SK142 隅丸 172 瀬戸美濃

SK947 B2-SK147 楕 円 中世土師器,珠洲骸翻)

SK949 B2-SK149 隅丸 654 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲

(283),中 国製青磁鬱桝),古瀬戸鬱ν),

漆器,橘側板 (′29σ～′2ν),骨

>SD929 44

SK952 B2-SK152 円 034 034 縄文土器,土師器,黒色土器 ,中世土師

器

SK99] B2-SK19ユ 円 036 土師器鬱露),中世土師器(絡4～%の ,

珠洲(ツ カめ

SE992>SK991>

SK993

SK993 B2-SK193 楕 円 254 (226) 土師器骸ν),中世土師器弦鉗),珠洲

骸2),越中瀬戸 ?鬱鋸)

<SE992・ SK991

第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡
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第24表 中尾新保谷内遺跡 土坑― 3

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
長 さ 幅 深 さ

SK999 B2-SK 199 円 140 中世土師器

SK1004 B2-SK204 隅丸 024 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲

(刀の,越中瀬戸骸%)

SK1036 SK1097>

SK1004>SK1005

SK1005 B2-SK205 不整 030 須恵器,中世土師器(29め ,珠洲(297

あつ,中国製青磁,古瀬戸(塚99)

SK1004>SK1005>

SKl100

SK1009 B2-SK 209 楕 円 096 中世土師器

SK1014 82-SK214 楕 円 066 中世土師器

SK1016 82-SK 216 不整 080 中世土師器 .珠 Ni・

II

SK1024 B2-SK224 楕 円 026 中世土師器,中国製青磁

SK1036 B2-SK236 楕 円 028 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲,

越中瀬戸鬱%“め

>SE992 SK1004

SK1044 B2-SK244 円 032 土師器 ,中世土師器

SK1047 B2-SK247 隅丸 036 中世土師器,中国製青磁●2)

055 B2-SK255 円 (116) 036 柱 (ゴpθ) くSE1610 SK1058

B2-SK258 楕 円 中世土師器 >SK1055

B2-SK 271 隅九 116 036 中世土師器

B2-SK281 楕 円 008 須恵器,中世土師器

082 B2-SK282 楕 円 須恵器,中世土師器

SK1086 B2-S P 286 円 中世土師器傾ν)

SK1090 B2-S E290 楕円 板材

SK1095 B2-S P 295 楕円 052 中世土師器

SK1096 B2-SK296 楕 円 028 中世土師器

B2-SK297 円 050 028 中世土師器,越 中瀬戸 弦夕 ) >SK1004

B2-SK300 円 中世土師器,珠JH(立D <SK1005

B2-SK301 隅丸 中世土師器

12 B2-SK312 楕 円 060 中世土師器は能)

B2-SK319 隅丸 須恵器,中世土師器●
"～
初の

SKl146 B2-SK346 不整 中世土師器

SKl148 B2-SK348 隅丸 080 須恵器,中世土師器●露),未洲●″

αθ)

98

SKl154 B2-SK354 円 縄文土器,土師器,中世土師器 (触′),

珠洲 (′露 ′ν 訂_2‐ pひ 彦F),中国製青

磁,土錘(pの ,釣針 (′ンの,棒材,磨

製石斧 (露餌),砥石 (′∂∂)

>SKl155

B2-SK355 円 208 中世土師器,珠洲 (ιハ,板材 <SKl154

B2-SK378 楕 円 026 縄文土器,中世土師器,板材 >SKl179

179 B2-SK379 不整 292 中世土師器,珠洲,越中瀬戸●2) <SKl178

SKl182 B2-SK382 円 006 中世土師器 >SK1271

SKl187 B2-S P 387 円 028 中世土師器

SKl193 B2-SK393 円 022 020 中世土師器

SKl196 B2-S P 396 円 中世土師器

B2-SP 415 円 中世土師器 (p∂ pθ),珠洲 ●力 )

B2-SK418 円 006 中世土師器,越中瀬戸 し霧 )

B2-S P 437 円 020 020 008 中世土師器 ●π )

245 B2-SK型5 楕 円 088 珠洲●%)

SK1250 B2-SK450 円 020 中世土師器

SK1254 B2-S P 454 楕 円 中世土師器 >SP1255(SB12)

SK1258 B2-S P 458 楕円 022 中世土師器

SK1263 B2-SK463 円 220 中世土師器,珠洲 >SK1281 100

SK1264 B2-SK464 円 376 078 縄文土器,須恵器,中世土師器9努～

認め,珠洲 (認2∂,の ,瀬戸美濃,箸

(η

"),板
材,貝

くSP1265(SB8) 100

SK1266 B2-SK466 円 024 中世土師器、珠洲 ,唐津 ,越 中瀬戸 くSK1267 102

SK1267 B2-S P 467 円 022 006 >SK1266 102

364



中尾新保谷内遺跡 中近世 土坑 4)

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m

出土遺物 特記 挿図番号 写真図顔
長 さ 幅 深 さ

SK1271 B2-SK471 円 ■48 386 053 須恵器,中世土師器●留～湧め,珠洲

(%′ D~B′ω 初伊初め,中国製青磁

(“の,中国製白磁(師の,中国製青白

磁,越中瀬戸,上錘(駐め,下駄(ノ
"θ
),

糸巻("陸 ),台脚(′碇め,漆器Qttθ

′θ密・ア″の,杓子 P(′ 07Bl,箸 (力釘～

塑π),円形板(ν傷),柱 ,抗,角打

(′勤の,板材 (′」Ir7汚η Bttψ
′琵め,棒材(B夕 ),敲石(′

“

め,鉄津

(Z"),粘土塊

<SKl182・ SK1272

SK 272 B2-SK472 不整 360 042 土師器,中世土師器 (節の,珠洲 >SK1271

SK B2-SK473 不整 220 040 珠洲 >SK1274

SK 274 B2-SK474 不整 (250, 082 中世土師器 <SK1273

SK B2-SK481 円 158 (128) 028 <SK1263

SK 282 B2-SK482 円 094 032 中世土師器

SK B2-SK486 円 078 026 中世土師器

SK 290 B2-SP490 円 042 040 珠洲,越中瀬戸 ●p)

SK1293 B2-SK493 不整 (266) 土師器 (髭め ,珠洲,越中瀬戸 SD1292>SK1293>

SK1294

SK1294 B2-SK494 不整 (194) 140 中世土師器 <SK1293

SK1297 B2-SK497 楕 円 120 中世土師器

SK1304 B2-SK504 不整 784 086 須恵器,中世土師器,珠洲(pο 」2～

筋σ効 ,中国製白磁 (髭め,越中瀬戸

(%の

>SD1292・ SD1305

SK1316 B2-SP516 楕円 033 024 中世土師器,珠洲

SK1320 B2-SP520 精円 082 058 022 中世土師器伽ω),中国製青磁,板材 103

SK1347 B2-SK547 円 072 中世土師器(,2∂密),上錘 (θ721 102

SK1356 B2-SP556 楕円 032 022 珠洲 徹7)

SK1365 B2-SP565 楕 円 020 中世土師器

SK1443 B2-SP643 円 020 008 中世土師器

SK1445 B2-SK645 円 019 中せ土師器 (♂Z∂7Fl,珠洲

SK1446 B2-SK646 方 352 344 中世土師器 ,珠洲 (∂か くSP1586(SB12) 43・ 103

SK1447 B2-SK647

B3-SK322

方 420 015 弼・103

SK1449 B2-SK649 楕円 076 052 中世土師器

SK160 B2-SP650 楕円 048 032 008 中世土師器

SK1460 B2-SP660 楕円 046 036 042 中世土師器

SK1478 B2-SK678 円 072 022 中世土師器(97al,珠 洲(ンの

SK1479 B2-SP679 円 026 中世土師器

SK1482 B2-SK682 精 円 056 034 板材

SK1484 B2-SK684 精円 070 032 中世土師器,珠洲

SK1492 B2-SK692 隅丸 346 328 072 須恵器,中世土師器(∂78-あり,珠洲

●
"),中
国製白磁,上錘,紡錘車 ?

SK1506 B2-SK706 隅丸 204 044 土師器,須恵器,中世土師器●%～

翻め,珠洲 (′ク テ9θ卜を0′),中国製青

磁,板材

SK1507 B2-SK707 楕円 120 中世土師器

SK1510 B2-SK710 楕 円 434 320 土師器,須恵器,中世土師器 (をク・効め ,

珠洲骸能),下駄 (′防め,円形板(フレ),

網粋 (お躍),斉串(電節),板材,棒材

(′幼

SK1581>SK1510>

SK1580

SK1526 B2-SP726 円 030 028 中世土師器

SK1540 B2-SK7411 不整 636 060 縄文土器,弥生土器,上師器,中世土師

器 (を■歩 鶴 ),珠洲177例 %劾 顕
,レ 47～独の ,中国製青磁骸%～るめ ,

中国製白磁,箸 (打ι7・′′ω ,抗,板材 ,

砥石 (ン露 ′℃め,銭 (′4ク)

107 44
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第24表  中尾新保谷内 5

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
長 さ 幅 深 さ

SK B2-SK763 楕 円 270 150 052 中世土師器 ,珠洲 104

SK B2-SP764 楕 円 082 040 026 104

SK1580 B2-SK780 方 (252) 中世土師器 ,珠洲 <SK1510'SK1581 106

SK158ユ B2-SK781 円 104 076 >SK1510・ SK1580 106

SK1612 B2-SK812 円 065 060 珠洲骸防),箸 (コω～′′々 ),山物

SK2004 B3-SK04 楕円 珠洲 <SD2002

SK2012 B8-SK12 不整 (620) 240 土師器

SK2028 B3-SK28 円 0乾 須恵器

SK2048 B3-SK48 精円 052 土師器

SK2050 B3-SK50 不整 (540) 土師器,須恵器 (ど豚),珠洲 (つ 刃 π

αツ″～47・密′)

SD2051>SK2050>

SD2430 SK2435

58・ 60

SK2064 B3-SK64 楕 円 61・ 62

SK2065 B3-SK65 楕 円 >SD2062 61  62

SK2074 B3-SP74 精円 080 020 >SD2091 61・ 62

SK2076 B8-SK76 楕円 042 034 土師器

SK2078 B3-SK78 円 142 064 土師器,珠洲 (ぜり ,柱 >SD2091

SK2093 B3-SK93 精円 092 068 034 土師器 >SD2091

SK2102 B3-SK102 円 028 珠洲 (D‐9) 108

SK2105 B3-SK105 楕円 046 土師器

SK2111 B3-SKlll 円 148 土師器,須恵器(塑の,珠洲(π どθの リン分析 108 46

SK2127 B3-SK127 楕 円 024 土師器

SK2133 B3-SK133 惰 円 060 048 土師器

SK2157 B3-SK157 不整 070 050 土師器

SK2158 B3-SK158 楕円 土師器

SK2165 B3-SK165 楕 円 040 土師器 リン努ヽ析

SK2166 B3-SK166 楕円 土師器

SK2167 B3-SK167 楕円 土師器

SK2170 B3-SK169

B3-SK170

楕 円 076 土師器留密～Z密),須恵器,珠洲 (例 ),

種実

,ン分析 108 46

SK217ユ B3-SP171 楕 円 110 土師器

SK2172 B3-SP172 楕 円 006 中国製青磁

SK2180 B3-SK180 楕 円 土師器

SK2189 B3-SK189 円 182 164 土師器はつ),棒材 リン分析 108 47

SK2197 B3-SK197 円 須恵器,珠洲骸
")

SK2200 B3-SK200 楕 円 164 (140) 056 SK2203>SK2200>

SK2201

SK220] B3-SK201 楕 円 046 <SK2200

SK2202 B3-SK202 楕 円 (154) 038 SK2203>SK2202>

SK2204

SK2203 B3-SK203 楕 円 282 040 土師器,須恵器 >SK2200'SK2202 109

SK2204 B3-SK204 楕 円 028 <SK2202

SK2208 B3-SK208 楕円 042 土師器 ,珠洲

SK2212 B3-SK212 精円 042 土師器 >SK2213

SK2213 83-SK213 不整 くSK2212 109

SK2215 B3-SK215 円 土師器

SK2217 B3-SK217 方 428 SD2475'SK2232>

SK2217>SK2255

SK2218 B3-SK218 楕 円 082 012 土師器,板材

SK2225 B3-SK225 円 土師器

SK2228 B3-SK228 楕 円 (230) 珠洲 11]

SK2229 B3-SK229 円 (154) 土師器 ,珠洲 (θ〃ツタ ) ,ン分析

SK2230 B3-SK230 rRE円 (152) 062 土師器,中世土師器,珠洲 (変の ,ン分析 1

SK2231 B3-SK231 円 (180) 090 土師器,中世土師器(石の,珠洲 リン分析 2

SK2232 B3-SK232 円 (162) 中世土師器 >SK2217 リン究ド和F

SK2235 B3-SK235 楕円 040 土師器

SK2238 B3-SK238 隅丸 052 (036) 022 珠洲

SK2255 B3-SK255 不 整 (254) 042 土師器,箸 P <SK2217'SK2455

SK2257 B3-SK257 楕 円 204 170 066 土師器

3δδ



中尾新保谷内遺跡 一覧 (6)

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
長 さ 幅 深 さ

SK2258 B3-SK258 楕 円 土師器,須恵器

SK2260 B3-SK260 楕円 026 土師器,珠洲

SK2265 B3-SK265 楕円 24 (094) 中世土師器 ,珠洲 <SD326ユ

SK2266 B3-SK266 楕円 94 (114) 土師器 骸M),珠 洲 ,杭 (′認♪ <SG2501 82

SK2269 B3-SK269 円 038 034 土師器

SK2271 B3-SK271 楕円 100 096 052 土師器 リン分析

SK2273 B3-SK273 楕 円 184 178 036 土師器 リン分析

SK2275 B3-SK275 楕 円 124 須恵器

SK2277 B3-SK277 不整 252 026 土師器,須恵器,中国製青磁 <SG2501

SK2280 B3-SK280 楕 円 052 土師器,珠洲

SK2283 B3-SK283 円 022 珠洲は%)

SK2290 B3-SK290 楕 円 (412) 058 中世土師器 (否7わめ,珠洲 (′訂。あの ,

中国製青磁

くSC250]

SK2299 B3-SP299 楕円 020 006 土師器

SK2307 B3-SK307 方 (274) 232 土師器

SK2312 B3-SK312 隅九 176 170 040 土師器,中世土師器 (るの,珠洲
SK2313 B3-SK313 楕円 282 058 土師器,須恵器,珠洲,中国製青磁,古

瀬戸 (′夕),越中瀬戸,瓦質土器(花の
SK2315 B3-SK315 不整 332 026 土師器,須恵器(覧め,珠洲

SK2316 B3-SK316 楕 円 110 須恵器 ,中世上師器 (綱ツα ),珠洲 (巧7

SK2330 B3-SK380 不整 842 土師器 <SP3325(遇 12) 43  115

SK2339 B8-SP339 円 046 038 土師器

SK2346 B3-SK346 楕 円 086 中世土師器 (をaFr)

SK2348 B3-SP348 楕円 078 070 土師器

SK2365 B3-SK365 円 006 珠洲

SK2374 B3-SK374 円 022 中国製青磁

SK2384 B3-SK384 楕 円 102 珠洲

SK2387 B3-SK387 円 008 土師器

SK2397 B3-SK397 楕 円 022 珠洲 (イσD
SK2400 B3-SK400 楕 円 040 土師器 (を窪ツ/~21,須恵器(η),珠洲,

杭 (胃力)

SK2403 B3-SK403 楕 円 (110) 土師器,珠洲 (rdBl <SD2448 58・ 59

SK2410 B3-SK410 楕円 078 022 土師器

SK2484 B3-SK434 楕円 252 土師器 >SK2435

SK2435 B3-SK435 楕円 (222) 124 <SK2050・ SK2434

SK2439 B3-SK439 楕円 078 058 珠洲

SK2445 B3-SK445 不整 096 >SD247
SK2449 B3-SK449 楕 円 ユ10 064 珠洲

SK2451 B3-SK451 楕 円 096 064 022 >SD2467 58・ 59

SK2454 B3-SK454 楕円 (124) 080 020 珠洲

SK2455 B3-SK455 楕円 390 052 中世土師器 ,上錘 .杭 (ゴ
“

め >SK2255

SK2466 B3-SK466 円 030 中世土師器

SK2470 B3-SK470 楕 円 珠洲 (をあ )

SK2480 B3-SK480 楕 円 058 026 珠洲 (を

“

) >SD2411 近代
SK2481 B3-SK481 不整 (320) <SD2325 61・ 62

SK3277 B3-SK1277 円 034 土師器

SK3312 B3-SK1312 円 028 006 土師器

SK3354 B3-SK1354 円 006 土師器,須恵器

SK4101 B4-SKOユ 円 023 022 土師器,須恵器,砥石 (汚膨 )

SK4102 B4-SK02 円 020 鉄津 >SK4103

SK4103 B4-SK03 円 072 020 土師器,須恵器,土製暖房具 ?(をひの <SK4102

SK4111 B4-SKユユ 精円 012 越中瀬戸 (を窓 )

SK4114 B4-SK14 楕 円 076 用途不明鉄製品 (ツあ ) 近代

SK4128 B4-SK28 円 須恵器,珠洲,伊万里

SK4136 B4-SK36 楕 円 土師器

SK4 B4-SK46 円 土師器,須恵器 >SD4106

SK4155 B4-SK55 楕 円 180 須恵器,中世土師器 (イ密),粘土塊 <SD4107・ SD4148

SE4154

第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡
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第24表  中尾新保谷内遺跡 中近世 土坑一覧 (7)
遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m)
出土遺物 特記 挿図番号 写真図b

長 さ 幅 深 さ

SK4158 B4-SK58 円 032 028 須恵器

SK4165 B4-SK65 円

SK4188 B4-SK88 楕 円 340 土師器 ●るツ絡),須恵器 ,中世土師器 SK4189>SK4188>

SK4204

SK4189 B4-SK89 円 032 >SK4188

SK4190 B4-SK90 円 032 028 土師器

SK4197 B4-SK97 円 土師器

SK4204 B4-SK104 円 172 土師器 (を/~71,須 恵器,中世土師器,磁器 くSK4188

SK4216 B4-SKl16 円 中世土師器

SK4217 B4-SKl17 円 土師器

SK5006 C― SK06 楕 円 珠淋

SK5013 C― SK13 円 土師器 ,珠洲,骨

SK5015 C― SK15 楕 円 118 008 珠洲 骸%) <SD5011

SK5022 C― SK22 円 (104) 珠洲 (′%) <SD5011

SK5023 C― SK23 円 020 珠洲

SK5025 C― SK25 円 148 土錘,棒材 <SK5026

SK5026 C― SK26 楕円 090 珠洲 ,種実 >SK5025 117

SK5027 C― SK27 不整 292 050 中世土師器 117

SK5029 C― SK29 円 306 (022) 076 珠洲 (をで ) <SD5030 117

SK5036 C― SK86 円 034 須恵器 >SD5021

SK5037 C― SK37 隅九 中世土師器,珠」H確認 墾D

中国製青磁

SD5021>SK5037>

SD5092

SK5040 C― SK40 円 030 土師器 は諺 )

SK5060 C― SK60 円 030 >SD5087

SK5064 C― SK64 円 144 124 034 珠洲

SK5067 C― SK67 楕円 146 縄文土器,土師器,珠」H鬱雰 483)

SK5079 C― SK79 円 024 >SP5078(SB19) 49

SK5082 C― SK82 円 204 土師器

SK5099 C― SK99 不整 398 200 058 板材

SK5114 C― SKl14 楕 円 142 080 046 中世土師器 >SD5021

SK5122 C― SK122 楕 円 (414) 須恵器 <SK5124

SK5123 C― SK123 円 190 珠洲 >SP5613(SB21)

SD5132

SK5124 C― SK124 円 122 (072) 須恵器,珠洲 >SK5122

SK5137 C― SK137 円 144 134 須恵器 >SD5n6

SK5145 C― SK145 楕円 145 032 珠 洲 >SP5146(SB21)

SP5156(SB22)

SD5116

SK5152 C― SK152 不整 076 052 022 珠洲 >SD5154

SK5157 C― SK157 方 160 130 中世土師器

SK5171 C― SK171 楕 円 022 須恵器

SK5187 C― SK187 円 174 076 中世土師器 ,柄杓 (ガ訂 ) T

SK5195 C― SK195 円 中世土師器

SK5225 C― SK225 円 中世土師器

SK5231 C― SK231 円 中世土師器は%)

SK5258 C― SK258 円 (018) 土師器 <SK5314

SK5272 C― SK272 楕 円 008 中世土師器 SP5273(SB18)>

SK5272>SD5318

47

SK5314 C― SK314 円 026 023 >SK5258

SK5317 C― SK317 楕円 082 土師器,珠洲(密な墾め,中国製青磁 <SG5701

SK5320 C― SK320 楕円 058 土師器はη～つの,須恵器 (どθめ,黒色

土器,珠洲倣銘),棒材

>SP5607(SB16)

SP5608(SB18)

リン分析

SK5331 C― SK331 円 080 須恵器 ,珠洲

SK5353 C― SK353 惰円 048 土師器 <SK5355

SK5355 C― SK355 不整 180 >SK5353・ SK5363

SK5357 C― SK357 楕円 040 土師器

SK5363 C― SK363 円 028 (010) <SK5355

」δ∂



第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

第24表 中尾新保谷内遺跡 中近世 土坑一覧 (3)
遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m)
出土遺物 特記 挿図番号 写真図瘍

長 さ 幅 深 さ

SK5369 C― SK369 不整 102 (096) <SP5370(SB16)

SK5371

SK5371 C― SK371 精 円 070 (020) SD5321>SK5371>

SK5369

SK5372 C― SK372 円 150 052 土師器,須恵器,中世土師器 (FrB/~l,珠

洲,棒材

リン分析

SK5375 C― SK375 不整 260 050 中世土師器,珠洲,伊万里,唐津,釘 >SD5294

SK5383 C― SK383 円 130 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲

SK5391 C― SK391 楕 円 122 023

SK5394 C― SK394 楕 円 040 028 >SE5100 79

SK5399 C― SK399 不整 182 (100) 036 <SD5321

SK5400 C― SK400 楕 円 OM 土師器

SK5404 C― SK404 円 052 050 023 土師器

SK5413 C― SK413 楕円 040 土師器,中世土師器は露),輪状金属製

品(′おの

SK5415 C― SK415 楕円 土師器 <SD5321

SK5419 C― SK419 楕円 244 022 土師器,中世土師器 >SP5630(こ遇17)

SK5424 C― SK424 楕 円 土師器

SK5425 C― SK425 楕 円 0% 中世土師器

SK5426 C― SK426 円 062 土師器,珠洲 リン分析

SK5433 C― SK483 円 038 土師器

SK5も3 C― SK453 円 土師器 T

SK5457 C― SK457 楕円 036 土師器 >SD5420

SK5467 C― SK467 円 116 042

SK5475 C― SK475 不整 (058) 050 024 くSP5474(SB16) 46

SK5476 C― SK476 円 042 036 030 珠洲 79

SK5501 C― SK50ユ 不整 (242) 土師器は%),中世土師器 >SK5503

SK5503 C― SK503 楕円 282 土師器 <SK5501

SK5505 C― SK505 楕 円 (170) 050 中世土師器 SD5321>SK5505>

SD5420

SK5508 C― SK508 円 164 038 土師器 <SD5321

SK5511 C― SD51ユ 楕 円 304 074 022 SK5514>SK5511>

SK5512

SK5512 C― SD512 楕 円 294 100 032 土師器 <SK5511

SK5514 C― SK514 楕円 154 100 中世土師器 >SK5511

SK5515 C― SK515 不整 188 122 028 土師器,須恵器,瀬戸美濃

SK5520 C― SK520 精円 (228) 土師器 ,須恵器 ,瀬戸 ,伊万里

SK5521 C― SK521 不整 186 (120)

SK5522 C― SK522 楕 円 068 056 020 土師器,中世土師器 (つ),珠洲,伊万

里,陶器

SK5523 C― SK523 楕円 164 >SK5524

SK5524 C― SK524 不整 286 <SK5523

SK5530 C― SK530 円 (049) 土師器

SK5537 C― SK537 円 070 (056) 須恵器 >SD2055

SK5538 C― SK538 不整 540 (334) 030 土師器,須恵器,中世土師器 (奄め ,

珠洲

SD2467・ SD5321>

SK5538>SK5101

59' 121

SK5552 C― SK552 楕 円 028 土師器,中国製白磁

SK5595 C― SK595 円 026 020 018 珠洲

SK5635 C― SK635 不整 820 珠洲 ,越中瀬戸 ,伊万里,硯 (′∂絡 ) <SD2467

SK7242 E― SK42 円 052 044 円形板 (′zb)

SK7244 E― SE44 円 068 054 中世土師器 (呼71r98),珠 洲,円形板

(′′の ,曲物,板財,種実

守

SK7256 E― SE56 円 080 (044) 076 曲物,板材 (′認の

369



(1)

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m

出土遺物 特記 挿図番号 写真図肪
長 さ 幅 深 さ

SN3 SDl108 B2-SD308 040 中世土師器 123

SDl128 B2-SD328 040 <SD929

SDl133 B2-SD333 060

SD 36 B2-SD336 055 006 中世土師器

SDl137 B2-SD337 040 008 <SD929

SDl139 B2-SD339 040

SDl144 B2-SD344 028 008

SD1351 B2-SD551 036 022

SD1352 B2-SD552 026

SD B2-SD665 035 <SP1466(S届 8)

SD1474 B2-SD674 024 009

SD1475 B2-SD675 022 004

SN4 SD2503 B3-SD503 052 006 >SD1292

SK3222 B3-SK1222 円 004

SK3223 B3-SK1223 円 018 006

SK3224 B3-SK1224 円 008

SK3225 B3-SK1225 円 012 006

SK3226 B3-SK1226 楕 円

SK3227 B3-SK1227 楕 円 036 024 008 殊洲

SK3228 B3-SK1228 円 026 022 006

SK3229 B3-SK1229 円 006

SK3230 B3-SK1230 円 004

SK3231 B3-SK1231 楕 円 1086)

SK3232 B3-SK1232 不整 020 008

SK3283 B3-SK1233 楕円 020 016 006

SK3234 B3-SK1234 楕円 1026) 016 008

SK3235 B3-SK1235 楕円 012 004

SK3236 B3-SK1286 円 024 >SD1292

SK3237 B3-SK1237 円 012 002 >SD1292

SK3238 B3-SK1238 円 006

SK3239 B3-SK1239 円 010 006

SK3240 B3-SK1240 楕円 032 020

SK3241 B3-SK1241 楕円 022

SK3242 B3-SK1242 円

SK3285 B3-SK1285 不整 062

SK3286 B3-SK1286 楕円 028 020 008

SK3288 B3-SK1288 楕 円 020 006

SK3289 B3-SK1289 精 円

SK3290 B3-SK1290 円 032

SK3291 B3-SK1291 精 円

SK3292 B3-SK1292 楕 円 022

SK3298 B8-SK1293 円 008

SK3294 B3-SK1294 楕 円 028 022

SK3295 B3-SK1295 楕 円 002

SD3296 B3-SD1296 020 006

SK8297 B3-SK1297 楕 円 044 006 珠洲

SK3298 B3-SK 298 楕 円 042 028

SK3299 B3-SK 299 楕円 036 024

SK3300 B3-SK1300 不整 066 048 008

SD3329 B3-SD1329 040 006 >SD1292

SD3380 B3-SD1330 040 >SD1292

SD338ユ B3-SD1331 028 >SD1292

SD3332 B3-SD1332 045 伊万里 >SD1292

SK3333 B3-SK1333 円 002

∂刀



第25表  中尾新保谷内遺跡 中近世 畑一覧 (2)
遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m)
出土遺物 特記 挿図番号 写真図版

長 さ 幅 深 さ

酬 4 SK3335 B3-SK1385 楕円 006

SD3336 B3-SD1336 >SD1292

SK3337 B3-SK1337 円 020

SK3338 B3-SK1338 円

SK3339 B3-SK1339 楕円 042

SK3340 B3-SK1340 楕円 >SD1292

SD3341 B3-SK1341 >SD1292

SD3342 B3-SK1342 024

SD3343 B3-SK1343 028

SK3344 B3-SK13襲 円 032 030 006

SK3345 B3-SK1345 円 022 004

SK3346 B3-SK1346 楕円 l172 044 珠洲

SK3347 B3-SK1347 円 028 020 004 >SD1292

SK3348 B3-SK1348 楕円 038 028

SD3349 B3-SD1349 026

SK3350 B3-SK1350 円 020 020

SK3351 B3-SK1351 楕円 004

SK3355 B3-SK1355 糟 円 032

SK3356 B3-SK1356 楕円 012 >SD1292

SK3357 B3-SK1357 精 円 022 >SD1292

SK3358 B3-SK1358 精円 022 土師器 ,陶器 >SD1292

SK3359 B3-SK1359 楕 円 038 006 >SD1292

SK3360 B3-SK1360 円 038 032 008

SK3361 B3-SK1361 不整 040 002 >SD1292

SK3362 B3-SK1362 円 018 004 >SD1292

SK3864 B3-SK1364 円 020 020

SK3365 83-SK1365 楕 円 042

SK3866 B3-SK1366 円

SK3867 B3-SK1367 楕 円 020 004 >SD1292

SK3368 B3-SK1368 楕 円 012 004

SK3369 B3-SK1369 円 024 024

SD3370 B3-SK1370 0坐

SD3371 B3-SK1371 032

SK3372 B3-SK1372 円 024 020

SK3373 B3-SK1373 円 006

SK3374 B3-SK1374 円 020

SK3375 B3-SK1375 楕円 022

SK3376 B3-SK1376 楕円 022 016

SK3377 B3-SK1377 楕円 022 022 006

SK3378 B3-SK1378 円 018 008 >SD1292

SK3379 B3-SK1379 楕円 020

SK3380 B3-SK1380 円 032 024 古瀬戸 >SD1292

SK3882 B3-SK1382 円 030 026

SD3383 B3-SK1383 046 珠洲

SD3384 B3-SK1384 026

SK3385 B3-SK1885 楕円 024 020

SK3386 B3-SK1386 精円

SK3387 B8-SK1387 楕円 020

SK3888 B8-SK1388 楕円

SK3389 B3-SK1389 楕円

SK3390 B3-SK1390 円 004 >SD2055

SK3392 B3-SK1392 円 006 >SD2055

SK3393 B3-SK1393 円 012 004 >SD2055

SK3394 B3-SK1394 楕 円 016 012 004

第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡
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第25表 近世 畑一覧 (3)
遺構 旧還格番号 平面形

規模 (m
出土遺物 特記 挿図番号 写真図瘍

長 さ 幅 深 さ

SN4 SK3395 B3-SK 395 楕円 028

SK3396 B3-SK 楕円 024 008

SK3398 B3-SK 楕円 028 008

SK3399 B3-SK 楕 円 002

SK3400 B3-SK 楕 円 028 022

SK3401 B8-SK 401 楕 円 046 024

SK3402 B3-SK1402 円 022 020

SK3403 B3-SK1403 円 006

SK3404 B3-SK1404 楕 円 038 030 >SD1292

SK3405 B3-SK1405 不整 04 026

SK3406 B3-SK1406 円 >SD1292

SK3407 B3-SK1407 楕 円 008 土師器,珠洲 >SD1292

SK3408 B3-SK1408 円 002

SK3409 B3-SK1409 楕 円 040 020 004 >SD1292

SK3410 B8-SK1410 円 006

SK34 1 88-SK1411 円 006

SK34 2 B3-SK 2 楕 円 084 048 伊万里

SK34 3 B3-SK 3 楕 円 048 020 006

SK34 4 B3-SK 4 楕 円 064 006 須恵器

SK3415 B3-SK 楕 円 034 022 004

SK3416 B3-SK 楕 円 048 022 004

SK3417 B3-SK 楕円 040 002 >SD2055

SK3418 B3-SK 円 020 004 >SD2055

SK3419 B3-SK 楕 円 032 020 >SD2055

SK3420 B3-SK 420 円 中国製染付 >SD2055

SK8421 B3-SK 42ユ 楕 円

SK3422 B3-SK 422 楕円 054

SK3423 B3-SK 不整 052 030

SK3424 B3-SK 424 楕円 040

SK3425 B3-SK1425 円

SK3426 B3-SK1426 円 020 004

SK3427 B3-SK1427 円 020 006

SK3428 B3-SK1428 円 022 018 >SD1292

SK3429 B8-SK1429 円 012

SK3430 B8-SK1430 楕円 022 006

SK3431 B3-SK1431 円 032 016 006

SK3432 B3-SK1432 円 022 004

SK3433 B3-SK1433 円 028 022 006

SD3434 B3-SD1434 016 004

SK3435 B3-SK1435 円 018

SK3436 B3-SK1486 楕円 024 016

SK3437 B3-SK1437 楕円 038 026 008

SK3438 B3-SK1438 不整 092 056

SK3439 B3-SK1439 楕 円 052 042 008

SK3440 B3-SK1440 楕 円 034 022 006

SK3441 B3-SK1441 円 026 022

SK3442 B3-SK1442 円 006

SK3443 B3-SK1443 円 024 022 006

SK3444 B3-SK1444 円 026

SK3445 B3-SK1445 楕 円 020

SK3447 B3-SK1447 円

♂″
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②
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Ⅱ
層

珠
洲

橋
鉢

I期
N5
/0

灰
色

骨
針

初
SD
20
51

SK
tt
Э
50

(S
D2
05
1)
X4
9Y
76
廼
(旧
①
)層
 X
46
Y7
8⑭

(十
日
①
)擢

X2
6Y
69
Ⅱ
層
 X
45
Y7
9Ⅱ
層
 X
48
Y7
8Ⅱ
層
 X
51
Y8
0

X5
7Y
93
Ⅱ
層

珠
洲

悟
鉢

10
6
11
6
12
期

N5
/0

灰
色

自
色
粒
骨
針

タ
SD
20
51
X5
0Y
78
0り
(旧
②
)層

珠
洲

橘
鉢

I～
Ⅱ
期

25
Y4
/1
貢
灰
色

板
状
圧
痕

ν
SD
20
51

SK
〕
97
8

(S
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末

珠
洲

信
鉢

Ⅳ
～
V期

Nν
0

灰
色

白
色
泣
骨
釘

とΠ
目
2 
9c
m1
0目

"
SD
20
55

鉄
洲

篇
鉄

10
BG
4/
1
晴
青
灰
色

白
色
粒
骨
針

卸
日
2 
1c
m7
目

′
θ
0

SD
20
55
X5
8Y
75
1層

珠
洲

稽
鉢

Ⅱ
期

N4
/0

灰
色

骨
針

徊
1日
22
£
ml
l日

′
0′

SD
20
55
X5
3Y
Й
(1
)層

珠
洲

橋
鉢

I～
Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

日
色
粒

′と
遊タ

SD
20
55
K5
0Y
77
1・
Ⅱ
層

珠
洲

信
鉢

Ⅱ
～
皿
期

25
Y7
/1
灰
自
色

自
色
粒
・
骨
針

″
Π目
1 
6c
tr
19
日

′
θ
θ

SD
20
55
X6
7Y
69

珠
洲

橘
鉢

75
Y6
/1

灰
色

FJ
/N
粒
骨
fH

メ
θ
Z
密

SG
25
01

X5
9Y
77
皿
bt
t 
X5
4Y
85
 X
56
Y7
6

古
瀬
戸

瓶
子

中
期
様
式
I期

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色

10
Y6
/2
オ
リ
ー
プ
灰
色
鉄
釉

唐
革
文
 
瓶
子
Ⅱ
類

73
RD
20
55
X6
3V
7o

中
国
製
青
磁
皿

12
C中
頃
～
後
半
75
Y7
/]
灰
白
色

10
Y6
/2
オ
リ
ー
ブ
灰
色
青
磁
釉
龍
泉
窯
系
皿
■
c類
 
欄
描
文
 
花
文

′
θ
δ

SD
20
55
X6
3Y
70

中
国
製
音
穂
移
荘
Ⅲ

12
7

15
C

灰
白
角

5C
Y6
/1
オ
リ
ー
ブ
灰
色
青
磁
紬
着
嵐
泉
窒
系
 
ス
ス
用
着

′
07

SD
20
55
X5
6Y
76
肩

瀬
戸
美
没

丸
皿

大
窯
Ⅲ
期
前
半

灰
白
伍

5V
6/
3
オ
リ
ー
ブ
昔
魯
反
釉

輪
ド
チ
痛
 
印
芹

′
OB

SD
20
55
X5
4Y
74
⑦
(旧
③
)虐
(床
面
直
上
)X
40
Y7
41
層

珠
rl
l

指
鉢

Ⅱ
射

N6
/0

灰
色

を「
目
2 
0c
m1
0日

12
9
ユθ
9

SD
20
59
X4
0Y
79
 X
43
Y7
2 
1t
t 
X5
5Y
98
 1
tt
 X
38
Y8
1 
Ⅱ
層
珠
洲

播
鉢

I期
N6
/0

灰
色

骨
針

SD
22
63
K5
3Y
83
 X
37
Y4
0 
X2
0Y
40
 
Ⅱ
bt
t 
X2
0Y
35
 
Ⅱ
a層
珠
洲

橋
鉢

28
8

Π
AR

N6
狛
Э

反
角

骨
針

を
Π目
1 
6c
m9
日

SD
22
64
K6
5Y
90
Ⅱ
層
 X
53
Y8
3 
X5
5Y
73
Ⅱ
層
 X
65
Y9
0Ⅱ
層

X全
と
VA
n■
層

珠
洲

墾
ll
期

N5
/0

灰
色

日
色
種
曾
針

布
目
痕

RD
22
64
X5
3Y
79

珠
il
l

籍
鉢

25
Y7
/]
灰
白
色

骨
針

12
9

SD
22
89
No
5

中
国
無
吉
磁
硫

5Y
Я
/1

灰
白
色

5Y
7/
2
灰
白
色

青
磁
釉
寵
泉
窯
系
続
I類

12
9

SD
24
05
X5
7Y
70
 X
75
Y9
7 
Ⅱ
a層

珠
・ /
11

稽
鉢

32
0

～
Ⅱ
期

N5
//
0

灰
伍

12
9

SD
24
11
K4
3Y
72

珠
洲

播
鉢

Ⅱ
期

N5
狛
Э

灰
色

骨
針

と
P目
1 
5c
m5
目

12
9

SD
24
42
N6
]X
45
Y8
4Ⅱ
層

珠
洲

梧
鉢

N6
狛
Э

灰
色

骨
fI

″
〕 日
2 
6c
a1
12
」

12
9

SD
24
44
X3
5Y
67
 1
tt
 X
43
Y7
0 
1層

痴
煮
器

梓
瓶

N6
/0

灰
色

白
色
粒

12
9

SD
24
48
X5
8Y
69

珠
洲

弩
I期

N5
/0

灰
伍

骨
41

12
9

SD
24
48
X6
0Y
71

珠
洲

播
鉢

Ⅳ
期

N6
/0

灰
色

12
9
′2
,

SD
24
48
X5
9Y
69

瓦
暫
土
器

火
鉢

24
2

25
Y7
/2
灰
貢
色

赤
色
粒

菊
牙
[文
の
ス
タ
ン
ブ
文

12
9
Zツ
ク

SD
24
69
X5
7Y
72
 X
45
Y6
8丁
層

珠
JI

一 節
I～
Ⅱ
期

N4
/0

灰
色

骨
針

波
ガ大
文

12
9
/ν

X6
6Y
6R

中
国
製
音
磁
Rn

12
C後
半

N8
/0

灰
白
伍

75
Y7
/2
灰
白
色

青
磁
釉
同
釜
窯
系
皿
12
b類
 
穂
点
枯
文

淋 貿 糾 　 暑 嗣 導 蒲 ¢ Σ 肺 郵
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第
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表
 
中
尾
新
保
谷
内
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(4
)

挿
図
遺
物
写
真
同
肺
遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

日
径

器
高
底
径

13
0
′2
♂

SD
50
08
X4
2Y
60
Ⅱ
層
 X
48
Y6
5 
ma
層

珠
洲

楷
然

Ⅳ
期

N6
/0

灰
色

骨
針
刀ヽ
石
粒

士「
目
2 
2c
H1
8目

13
0
Z′
翠

SD
50
11
X3
9Y
62
Ⅱ
層
 X
49
Y6
5Ⅱ
層
 X
41
Y6
0

珠
洲

憾
鉢

Ⅳ
l期

10
Y5
/

灰
徹

″
‖目
2 
8c
nl
l目

13
0
′2
D‐

SD
50
11
X4
3Y
56
 X
48
Y6
6Ⅱ
層
 X
44
Y6
5Ⅱ
層
 X
67
Y6
71
層
珠
洲

鷹
鉢

Ⅳ
l期

N6
/0

灰
色

13
0
′
%

SD
50
11

SK
50
22
X4
1Y
63
 X
48
Y6
7 
1t
t 
X4
5Y
64
 
Ⅱ
層
 X
40
Y6
2■
層

X4
2Y
50
Ⅱ
層
 X
37
Y6
3Ⅱ
層
 X
48
Yt
t 
X4
9Y
66
 
Ⅱ
層

K4
0Y
81
Ⅱ
層

珠
洲

橋
鉢

12
1
Iヌ
月

N6
/0

灰
色

砂
粒

打フ
/‐

SD
50
11
X4
0Y
64
 X
46
Y6
0 
1t
t 
X4
1Y
79
 1
tt
 X
43
Y7
2 
1層

珠
洲

括
鉢

33
13
～
Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

紗
粒

工
Π目
1 
7c
m1
0目

′
2写

SD
50
11
X4
3Y
52
 X
40
Y6
0Ⅱ
層
 X
49
Y6
5Ⅱ
層
 X
50
Y畠
]T
層
茨
洲

格
鉄

N5
/0

灰
色

自
色
粒
管
針

争
Π
目
1 
4c
m1
5日

SD
50
11
X5
8Y
73
 1
tt
 X
40
Y4
9 
Ⅱ
層
 X
43
Y4
6

珠
洲

積
鉢

12
5

N6
狛
Э

灰
色

骨
針
月ヽ
石
粒

多
Π
目
1 
2c
m8
目

I認
騨
SD
50
11
X4
2Y
55

土
製
品

土
錘

(4
7
43
孔
径

75
YR
7/
2
明
褐
灰
色

赤
色
粒

重
量
56
9g

′
′
ダ

SD
50
54
X4
6Y
48
Ⅱ
層

珠
洲

四
耳
帝

～
Ⅱ
期

5Y
6/
ユ

灰
色

波
状
文

′
32

SD
53
21
X4
6Y
80

越
中
瀬
戸
乗
燭

75
YR
ン
3
浅
貢
橙
色

75
YR
4/
1
褐
灰
色

錆
釉

灯
庶
立
径
1 
7c
m 
灯
】く
油
痕
 
李
剤

ダ3
3
89
SD
71
42
X2
ユ
Y3
3

土
製
品

土
錘

直
径
唯 ・５

75
YR
8/
3
浅
貢
橙
色

赤
色
粒

重
量
71
6g

′
J密

SD
71
02
X2
0Y
47

珠
il
ll

括
鉢

Ⅳ
期

N6
/0

灰
缶

′a
ダ

SE
81
5
X6
9Y
87
Ⅱ
層
 X
81
Y1
05
Ⅱ
層

珠
洲

|
繕
欲

Ⅳ
期

N7
/0

灰
自
色

自
色
粒

仔
Π
目
2 
8c
n1
4目

SE
99
2

中
世
土
BR
l器

I 
ll

17
10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色
赤
色
粒
砂
粒
骨
針

メ
Jπ

SE
99
2

中
世
土
師
器
皿

l■
0

25
Y7
/3
漫
責
色

赤
色
対
骨
併

′
38

SE
99
2

中
国
製
白
磁
皿

2C
中
噴

75
V7
/1
灰
白
色

75
Y6
/2

自
磁
粕
蛇
の
目
釉
景
」
ぎ
 
太
宰
府
皿
Ⅲ
l頬

13
1
′
39

SE
12
84

中
世
十
七而
器
Ⅲ

14
10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色
赤
色
粒
・
骨
針

ス
ス
付
着

RE
12
R4

中
世
土
師
器
Il

90
10
YR
8/
3
浅
賛
橙
色

赤
色
粒
・
骨
針

SE
12
84

中
世
土
師
器
皿

94
17

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
琶
給
色
骨
針

′
″

SE
12
84

中
世
土
師
器
皿

25
Y7
/2
灰
苦
色

/4
3
58
SE
12
84

中
世
十
召而
器

ll
l

25
Y7
/2
炊
貢
色

管
針

SE
12
84

珠
洲

一 軍
I～
Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

櫛
目
波
状
支

SE
ユ
28
4

殊
研

籍
鉢

I～
Ⅱ
期

N5
0

灰
色

針

アを
σ

SE
12
84

中
国
製
青
磁
碗

12
C中
頃
～
後
半
5Y
7/
1
灰
白
負

5V
6/
3
オ
1,
―
ブ
昔
伍
吉
磁
/4
1
龍
泉
窯
系
碗
14
類
 
飛
雲
文

SE
12
85

中
世
土
師
器
皿

OV
RA
/4

赤
色
粒
骨
針

′4
8
58
SE
12
85
No
2

中
世
十
肺
器
皿

75
YR
7/
4
に
が
い
橙
色

SE
12
85

ht
oユ

中
世
土
師
器
皿

と O
YR
8/
3
浅
貢
橙
色

骨
針

13
1
′ 5
θ

SE
12
85

中
世
土
師
器
皿

15
C後
半
～
16
C
25
Y7
/3
浅
黄
色

灯
芯
油
痕

,σ
′
69
SE
12
85

SE
13
06

X5
8Y
84
Ⅱ
層
 X
67
Y3
6Ⅱ
層
 X
71
Y9
7Ш
a層

X1
07
Y9
31
層

珠
洲

墾
I期

N5
/0

灰
色

RE
i 
21
15

土
RR
l質
土
器
宿
鉢

27
8

16
C前
半

75
YR
7/
6
橙
色

τ打
目
3c
m9
目

13
1
′ 9
‐
9

SE
12
85

hl
o〕

土
師
質
土
器
活
鉢

11
2

16
C前
半

10
YR
8/
2
灰
白
色

赤
色
粒

′j
`
70
SE
12
85

hl
o 
l

土
師
質
土
器
ga
ヽ

16
C前
半

OY
RA
/3
浅
昔
給
缶

′5
5

SE
10
87

須
烹
器

杯
12
9

N5
/0

灰
色

肯
針

ス
ス
付
落

′5
6

SE
10
87

ミ
K9
61
X7
1Y
80
■
層

須
恵
器

有
台
杯

10
8

75
Y6
/1
灰
色

自
色
粒

′,
7

SE
10
87

SK
23
16
X7
7Y
78
Ⅱ
層
 X
50
Y7
5Ⅱ
層

(S
K2
31
6)
X5
6Y
84
No
5 
hl
o3

珠
l・
ll
l

層
鉢

12
7
Ⅱ
期

N8
/0

灰
白
色

ス
ス
付
着
 
卸
目
2 
3c
m1
8目

′と
及9

SE
10
87

SK
l1
54

SK
12
71

X7
9Y
84
Ⅱ
層
 X
78
Y9
1 
11
1a
tt
 X
45
Y7
1 
Ⅱ
層

(S
Kl
15
4)
bl
o4

珠
洲

揺
鉢

Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

仔
日
目
2 
6c
m1
2目

13
2
′ 5
9

SE
10
87
・

SK
l1
54
(S
E1
08
7)
N0
12
 (
SK
l1
54
)N
o2
  
X7
1Y
79
 
Ⅱ
層

珠
洲

奏
Ⅲ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

′δ
0

SE
10
87

SK
12
71

X6
6Y
74
Ⅱ
層
 X
75
Y8
6Ⅱ
層
 (
SK
12
71
)h
lo
26
 2
7

珠
洲

鍵
Ⅳ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

格
子
状
の
刻
印

/σ
望

SE
13
06
No
3

中
世
土
師
器
皿

80
25
Y7
/2
灰
音
t・

/`
罷
ワ

SE
13
06
No
2

中
世
十
肺
器
皿

5V
8/
2
灰
白
缶

骨
制
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第
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表
 
中
尾
新
保
谷
内
遺
跡
 
土
器
。
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(6
)

挿
図
遺
物
真 版
写 図

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

日
経

器
高
底
径

13
4
ク
アメ

SE
71
41
X2
5Y
38
 
Ⅱa
tt
 X
21
Y3
6 
Ⅱa
tt
 X
18
Y3
7 
Ⅱa
tt
 X
21
Y8
6 
1a
尼
珠
洲

痣
鉄

T要
Л

25
Y7
/3
茂
貢
色

砂
粒

13
4
″
′″

SE
71
41
X2
3Y
40
Ⅱ
層
 X
21
Y8
6 
Ⅱ
at
t 
X1
8Y
34
 1
a層

珠
il
l

信
鉄

30
0

I期
N6
/0

灰
色

″
ノ
,

SG
24
2
X9
0Y
ll
l 
X9
1Y
l

須
恵
器

杯
蓋

N7
/0

灰
自
色

砂
粒

重
ね
焼
き

13
5
夕
′
を

SC
24
2
X9
1Y
10
7

機
器

N8
狛
Э
灰
白
色

75
CV
8/
明
緑
灰
色
青
徹
和

13
5
ク
ダj

SG
24
2
X9
1Y
10
6

越
中
瀬
戸
灯
明
受
皿
睡 ４６

19
C

10
YR
6/
2
灰
黄
褐
色

5Y
R3
/1
黒
褐
色

鉄
釉

13
5
フ
′
σ

SG
24
6
X1
05
Y1
29

伊
万
里

碗
18
C前
半

N8
/0

灰
自
色

透
明
釉
染
付
25
PB
4/
4く
す
ん
だ
青
色

二
重
網
目
文

13
5
ク
'7

SG
24
7
X1
00
Y1
22

瀬
戸
美
濃

丸
皿

10
0

夫
窯
Ⅳ
期
前
半
25
Y8
/2
灰
白
色

25
Y7
/4
茂
貢
色

灰
粕

円
錘
ビ
ン
痕

ソ
フ ∂

SG
39
4
X7
7Y
10
6

中
世
土
師
器
皿

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
苦
ru
R伍

ス
ス
付
着

″
′θ

SG
16
15
X7
8Y
94

珠
洲

帯
N6
/0

灰
色

骨
針

板
】夫
序
痕

2多
,

SG
16
15
X8
2Y
96

珠
洲

橋
鉢

I～
Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

骨
f‐
I

″
′

SG
16
15
X7
7Y
95

越
中
瀬
戸

丸
椀

18
C～
19
C?

25
Y7
/]
灰
白
包

25
Y2
/1
黒
色

欽
和

蒻
SG
25
01
X5
8Y
83

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
昔
給
缶
骨
針

",
SG
25
0ユ
X5
5Y
90
下
層

珠
洲

Fm
F鉢

I期
Nν
0

灰
色

波
状
文

ク
を

SG
25
0
X5
6Y
92

珠
洲

婚
鉢

I～
Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

ク
25

SC
25
0
X5
4Y
84
上
層

珠
洲

糟
鉢

Ⅱ
期

25
Y8
/1
灰
白
色

骨
針

″
σ

SG
25
0ユ
X5
5Y
91
下
層

珠
洲

悟
鉢

ll
期

N4
/0

反
任

自
色
粒
骨
針

22
7

SG
25
0ユ
X5
6Y
93

珠
洲

梧
鉢

I期
N5
/0

灰
色

宏
∂

SG
25
01
・
X5
5Y
85
 X
58
Yt
t 
lt
t 
X4
9Y
65
 
Ⅱ
層
 X
57
Y6
61
層

X4
1Y
58
Ⅱ
層
 X
44
Y6
2Ⅱ
層

珠
洲

士 空
N7
/0

灰
自
色

砂
粒

13
5
29

SC
25
01
X5
1Y
75

珠
洲

型
10
BG
5/
1
青
灰
色

13
5
23
0

SG
25
01
X5
3Y
84

珠
洲

薯
V期

N5
/0

灰
色

骨
針

13
5
23
■

SG
25
01
X5
6Y
87
 X
20
Y5
0

茨
洲

率
55
ユ

I則
N5
/0

灰
色

自
色
粒
・
骨
針

13
5
跡
2

SG
25
01
X5
5Y
89
③
層

伊
力
里

青
薇
皿

17
C後
半

NV
0

灰
白
色

明
緑
反
伍
青
磁
荊
蛇
の
目
釉
剥
ぎ
 
波
佐
見
窯

1■
6
%θ

SC
42
21
X1
05
Y9
2

珠
洲

甕
I期

N5
/0

灰
色

骨
針

2,
望

SC
42
21
X1
01
Y9
3

珠
洲

墾
Ⅳ
期

N6
/0

灰
任

ラ
テ
う

SG
42
21
X1
01
Y9
7Ⅱ
層

珠
洲

精
欲

I期
N6
/0

灰
色

必
6

SG
乾
21
X1
05
Y9
2

珠
洲

構
欲

N5
/0

灰
色

自
色
粒
・
骨
針

29
7

SG
42
21
X1
05
Y9
2

殊
洲

箔
鉢

10
Y5
/1

灰
色

白
色
粒

板
状
圧
痕

N8
/0

灰
白
色

6ヽY
8/
1
明
緑
灰
符

7,
9

SG
42
21
X1
05
Y9
2

伊
万
里

皿
17
C後
半

N7
/0

灰
白
色

10
GY
y]
明
緑
灰
色
青
磁
釉
波
佐
見
窯
 
蛇
の
日
釉
剥
ぎ

歯
浮
舌
わ
IF
蛍
 
朴
4■
善

″
Z0

SC
42
22
X9
2Y
91

越
中
瀬
戸
髪
皿

14
0

75
YR
6/
3
に
ぶ
い
褐
色

5Y
R2
/4
灰
褐
色

鉄
釉
 
灰

釉

灰
釉
5P
B7
/1
明
青
灰
色

直
接
重
ね
焼
き
 
灰
釉
流
し
か
け

フ
イ
メ
71
SC
57
01
X5
5Y
64

中
国
製
白
磁
碗

1l
C後
半
～
12
C前
半
N8
/0

灰
白
角

75
Y8
/ユ
灰
自
色

自
磁
/1
4
太
宰
府
碗
Ⅳ
類

ク
″

SC
57
01
X5
6Y
64
 X
68
Y6
8 
1t
t 
X4
8Y
74
 1
tt
 X
47
Y6
9 
1層

珠
掛

|
四
耳
乖

TI
IH

灰
白
色

渡
状
文

ワ
奪
75

X5
5Y
63

瀬
戸
華
鴻

苛
配

大
窯
Ⅱ
期

25
Y8
/1
灰
自
色

75
Y7
/3
浅
責
色

灰
釉

24
を

SC
57
02
X5
6Y
60

笈
恵
器

杯
孟

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色
砂
粒

SG
5m
Э
2
X5
5Y
62
 X
53
Y5
6 
Ⅲ
bt
t 
X5
3Y
66
 m
a層

笈
恵
器

杯
霊

N7
/0

灰
白
色

重
ね
焼
き

タ
イ
び

SG
57
02
X5
5Y
59

須
恵
器

杯
蓋

75
VR
7/
3
に
ぶ
い
給
伍

転
用
硯
 
重
ね
焼
き

修
室
タ

SG
57
02
X5
5Y
60
床
面
直
上

須
煮
界

右
台
杯

5Y
7/
2
灰
貢
色

骨
針

24
8

SG
57
02
X5
5Y
55

痴
煮
器

一 軍
5Y
5/
1

灰
色

%9
SC
57
02
X5
5Y
62

粂
忍
器

瓶
N7
/0

灰
白
色

砂
粒

参
50

SG
57
02
X5
7Y
56

珠
洲

墾
Ⅱ
期

75
Y6
/1

灰
仁

砂
対

あ
ユ

X5
6Y
62
 X
26
Y6
4Ⅱ
層
 X
50
Y6
31
a層

珠
洲

括
鉢

7「
3Y
6/
1
灰
色

ツ
フ

SG
57
02
X5
5Y
54
～
58
下
層
 X
52
Y6
11
層

珠
洲

精
欲

N6
/0

灰
色

骨
針

参
露

SG
5招
Э2
X5
6Y
56

唐
津

皿
17
C末
～
18
C初
頭
10
YR
8/
1
灰
自
色

25
Y8
/2
灰
白
色

灰
釉
 
銅
銅
緑
釉
5G
Y5
/1
オ
リ
ー
ブ
灰
色

内
野
山
窯
 
蛇
の
目
釉
剥
ぎ

あ
4

SG
57
02
X5
5Y
56
③
層

越
中
瀬
戸

向
付

17
C前
半

N7
/0

灰
白
色

白
色
粒

25
Y3
/3
暗
オ
リ
ー
プ
褐

色

鉄
釉

13
6
ク

"
SG
57
02
X5
4Y
57
下
層

土
製
品

土
錘

15

10
YR
8/
3
茂
貢
種
色

赤
色
粒

重
量
10
88
g
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表
 
中
尾
新
保
谷
内
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(8
)

挿
図
遺
物
真 版
写 図

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

口
径

器
嵩
腐
律

13
8
筋

SK
l1
00

珠
洲

籍
鉢

5Y
6/
1

灰
色

自
色
粒
骨
針

板
状
圧
痕

夕
,Z

S
中
世
土
師
器
皿

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

灯
芯
油
痕

3θ
J

SK
ll
19

中
世
土
師
器
II
L

25
Y7
/2
灰
責
色

鉤
6

SK
ll
19

中
世
土
師
器
皿

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
給
色

30
7

S
Kl
l1
9

中
世
土
師
器
皿

21
10
VR
8/
3
浅
黄
栓
色

θ
鉢

SK
l1
48

中
社
十
師
器
皿

75
YR
6/
3
に
ぶ
い
褐
色
赤
色
粒
・
骨
針

9p
9

S
(1
14
8
X6
5Y
88
1層

珠
洲

稽
鉢

22
0

Ⅱ
～
Ⅳ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

J′
θ

SK
l1
48
X6
1Y
90
Ⅱ
層

珠
洲

播
鉢

13
～
Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

∂
′
′

SK
l1
54

中
世
土
師
器
皿

20
10
VR
7/
3
に
ぶ
い
苦
捨
缶
赤
色
粒

3■
2

SK
l1
54
X7
3Y
87
■
層

珠
洲

華
I期

N5
/0

灰
色

骨
針

S(
11
54
血
1・
5 
X6
8Y
87
Ⅱ
層
 X
73
Y8
6Ⅱ
層
 X
tt
Y8
5 
Ⅱ
層

珠
洲

橋
鉢

20
0

I瀾
明

N6
/0

灰
色

′
′を

SK
ユ

SK
15
40

珠
洲

種
鉢

I期
N7
0

灰
色

骨
針

13
8
♂
′
j

SK
(S
Kl
15
4)
No
2

珠
洲

幡
鉢

Ⅱ
～
Ⅲ
期

N6
/0

灰
色

肯
針

13
8
′
′
σ

15
4

30
4

X6
8Y
65
 X
71
Y9
4Ⅱ
層

殊
洲

篭
62
0

I要
】

N5
Ю

灰
色

白
色
粒
・
骨
針

13
8
′
'7

SK
l1
54

土
製
品

土
錘

長

２
９

直
径 09
孔
径 04

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
赤
色
粒
・
管
針

重
量
20
g

S(
1

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
骨
針

θ
′
9

SK
12
15

中
世
土
師
器
皿

と4
5

13
C前
半

10
YR
8/
2
灰
白
色

骨
針

勁
SK
12
15

珠
洲

冨
♂
本

N7
/0

灰
白
色

骨
針

レ
′

SK
l1
79

減
中
滴
戸

苛
Ⅲ

17
C前
半

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色
白
色
粒

75
YR
3/
2
黒
褐
色

鉄
釉

32
2

SK
12
18

越
甲
巌
戸

橋
鉢

16
C末
～
17
C前
半
25
Y7
/2
灰
責
色

白
色
池

10
YR
4/
/1
褐
灰
仁

舘
釉

フ
♂

SK
12
37

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
音
冷
色

諺
F

SK
12
45
・

SK
13
56

珠
洲

発
I期

N5
/0

灰
色

砂
粒

諺
5

SK
12
64

中
世
十
tH
j器
皿

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色
骨
針

9%
Sk
12
64

中
世
土
RR
l器
皿

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
橙
色

13
9
ν
7

SK
12
64

中
世
土
師
器
皿

25
Y7
/2
灰
蓄
色

13
9
認
∂

SK
12
64

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
A
に
ぶ
い
昔
浴

13
9
諺
9

SK
12
64

中
世
十
節
器
皿

75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色

13
9
aタ
ク

SK
12
64

中
世
土
F耐
器
皿

25
Y7
/2
灰
責
色

赤
色
粒
骨
針

13
9
33
■

SK
12
64

中
世
土
師
器
皿

10
YR
8/
3

給
色

13
9
33
2

SK
12
64

SK
15
40
(S
K1
54
0)
No
5

珠
洲

信
鉢

Ⅱ
期

N7
0

灰
色

骨
針

倒
!」
1 
lc
m8
日

13
9
33
3

SK
12
64
X7
5Y
86
Ⅱ
層

珠
洲

甕
48
2

Iヌ
死

N5
/0

灰
色

自
色
粒
'骨
針

13
9

SK
12
71

中
世
土
師
器
皿

25
Y7
/2
灰
責
色

赤
色
粒
・
骨
針
・
雲
母

33
5

SK
12
71
No
9

中
世
土
師
器
皿

5
25
Y7
/2
灰
昔
色

認
σ

SK
12
71
No
ll

中
世
土
師
器
皿

70
25
Y3
/3
淡
黄
色

認
7

SK
12
71

中
世
十
師
界
皿

25
Y8
/3
淡
貢
色

a9
9

SK
12
71

中
世
土
師
器
uL

80
25
Y8
/3
淡
貢
色

SK
12
71

中
世
土
師
器
皿

82
25
Y8
/3
淡
責
色

∂
イ
0

SK
27
1

中
世
土
師
器
皿

14
25
Y8
/3
淡
苦
角

34
■

SK
中
世
土
肺
器
皿

23
25
Yy
3
淡
黄
色

骨
針

=ワ
SK

中
世
土
師
器
皿

25
Y7
/2
灰
貢
色

RK
中
世
土
師
器
皿

15
25
Y8
/3
淡
責
色

骨
針
・
雲
母

解
4

SK
中
世
土
RT
器
皿

■
6

25
Y8
/3
淡
苦
色

骨
針
・
雲
畳

Jな
SK

中
世
十
師
器
皿

に
ぶ
い
給
行

ス
ス
付
着

∂
を
ひ

SK
No
18
・
24

中
世
十
師
器
皿

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色
雲
母

9イ
7

S(
甲
世
土
印
器
皿

25
Y7
/2
灰
貢
色

赤
色
粒
骨
針
雲
母

′
密

SK
12
71

中
世
土
師
器
皿

25
Y8
/3
淡
責
色

赤
色
粒
・
骨
針

′
η

SK
12
71
No
20

中
世
土
師
器
皿

反
昔
任
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表
 
中
尾
新
保
谷
内
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(1
0)

挿
図
遺
物
真 版
写 図

遺
脩

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

日
径

99
,

SK
15
06

珠
洲

層
鎌

Ⅱ
～
Ⅲ
期

N7
0

灰
色

骨
針

を
00

SK
15
06
No
3

珠
洲

精
鉄

5Y
7/
1
灰
白
色

白
色
粒
骨
f‐
l

1
を
0′

SK
15
06
(S
K1
50
6)
Nは
15
6 
X7
1Y
73
 X
71
Y7
5

珠
洲

積
鉢

12
2
Ⅲ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

争
Π
目
2 
8c
m1
8日

SK
15
10

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
苦
潜
角
骨
針

整

"
SK
15
10

中
世
土
師
器
皿

12
3

13
C前
半

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色
骨
針

Zθ
整

SK
15
10
X7
4Y
84
Ⅱ
層
 X
72
Y8
3Ⅱ
層
 X
57
Y9
31
層

疎
洲

事
N6
/0

灰
色

板
状
圧
反

ZO
σ

SK
16
12
No
l・
5'
7

珠
洲

事
26
0

N4
/0

灰
色

骨
針

砂
伺
着

を
,お

SK
21
11
①
層

須
恵
器

杯
N6
/0

灰
れ

白
角
対

SK
2

珠
洲

霙
I期

N4
/0

灰
色

白
色
粒
骨
針

を
0∂

SK
20
50
(4
8Y
75
④
(旧
①
)層

須
煮
器

有
台
杯

N6
/0

灰
色

″
Oθ

SK
20
50
X4
8Y
75
ζ
)(
1日
③
)層

珠
洲

構
鉄

N5
/0

灰
色

骨
針

SK
20
50
X4
6Y
75

珠
洲

積
鉢

Ⅲ
期

N4
狛
a

反
角

白
角
対
骨
f‐
I

ユ
Π
tt
 X
50
Y7
2 
1層

珠
洲

壷
N6
/0

灰
色

骨
針

1鬱
室
′
ク

SK
15
40

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色

14
2
Z′
θ

SK
15
40

中
世
十
師
器
皿

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
澄
色
骨
針

ス
ス
付
堵

1鬱
SK
15
40

中
世
土
帥
器
皿

5Y
R7
/2
明
褐
反
色

SK
15
40

中
世
上
師
器
皿

2
10
YR
7/
2
に
ぶ
い
昔
緒
伍

S(
15
40

中
世
土
師
器
皿

4
10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色

を
′
7

SK
15
40

中
世
十
師
器
皿

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色
骨
針

を
′』

SK
15
40

中
世
土
師
器
皿

灰
白
色

骨
針

SK
15
40

中
世
上
師
器
皿

6
10
VR
7/
3
に
ぶ
い
昔
給
価

14
2
勿

S【
15
40

中
世
土
師
器
皿

8
13
C前
半

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色
骨
針

14
2
″
y

SK
15
40
X7
1Y
91

中
世
十
aT
器
皿

25
Y7
/2
灰
責
色

14
2
″

SK
15
40

中
世
土
師
器
皿

0
9

75
YR
7/
2
明
褐
灰
色

骨
針

14
2
″
♂

SK
15
40
No
2

中
世
土
師
器
皿

3
23

75
VR
6/
3
に
ぶ
い
褐
色

″
Z

SK
15
40
No
l

中
世
土
師
器
皿

2
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
橙
色

ワ
5

SK
15
40

中
世
土
師
器
皿

75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色

14
2
勿

SK
15
40

中
世
十
師
器
皿

5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色

14
2
″
7

SK
15
40

中
世
土
師
器
m

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
構
色
骨
針

灯
芯
・ r
d痕

塚
写

SK
15
40

中
世
土
師
器
皿

8
10
VR
7/
3
に
ぶ
い
音
給
角

14
E2

SK
15
40

中
世
土
師
器
皿

I
13
C前
半

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
種
色

窃
0

SK
15
40

中
世
土
師
器
皿

13
C前
半

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色
骨
針

奪
′

SK
15
40

中
世
十
師
器
Ⅲ

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色

υ
SK
15
40

中
世
土
RR
l器
4u

OY
R7
/3
に
ぶ
い
斎
給
色
赤
色
粒
・
骨
針

4a
9

SK
15
40

中
世
土
師
器
皿

25
Y6
/1
黄
灰
色

宿
針

ス
ス
付
着

な
と
72
RK
15
4〕

中
国
製
青
穆
碗

13
C中
頃
～
14
C初
頭
N8
/0

灰
日
色

75
GY
6/
1
緑
灰
色

吉
穂
焔
龍
泉
窒
系
統
■
2c
箱
 
編
穂
牟
笠

Fr
9b

SK
15
40

中
国
製
青
磁
続

12
C中
頃
～
後
半
5Y
7/
1
灰
自
色

5Y
ν
3
オ
リ
ー
ブ
貢
色
青
磁
/1
H
龍
泉
察
系
碗
I類

奪
ひ

SK
15
40

中
国
製
青
磁
続

13
C前
半

N8
/0

灰
白
色

5Y
ν
2
灰
オ
リ
ー
ブ
色
青
磁
釉
龍
泉
窯
系
碗
Ⅱ
b類
 
銅
蓮
弁
文

4タ
タ

SK
15
40

殊
洲

発
I期

N5
掬
0

反
角

骨
針

SK
15
40

珠
洲

型
I期

N5
/0

灰
色

骨
針

奪
9

SK
15
40

珠
洲

種
鎌

I期
N5
/0

灰
色

14
2
44
θ

SK
15
40
X6
5Y
93
Ⅱ
層
 X
73
Y8
6Ⅱ
層

決
洲

橘
鉄

Ⅲ
期

N5
/0

灰
色

倒
1日
2 
8c
l1
12
日

44
′

SK
15
40
(S
K2
05
0,
X4
7Y
74
⑫
(旧
⑫
)層
 X
59
Y9
41
層

X4
6Y
75
 X
iO
Y9
0 
Ⅱ
層

殊
洲

斐
N6
/0

灰
色

骨
針

砂
付
着

ど
″

SK
15
40
X7
1V
91
■
層
 X
71
Y9
7 
Ⅲ
a層

珠
洲

一 望
1■
8

N6
/0

灰
色

渡
状
支

14
2
Z密

SK
15
40
X6
6Y
86
 X
72
Y8
4Ⅱ
層
 X
65
Y8
8Ⅱ
層
 X
83
Y8
21
層

X7
8Y
85
Ⅱ
層

殊
洲

橋
鉢

N7
/0

灰
自
色

骨
針

例
'日

1 
6c
n9
日

ど
を
を

SK
15
4Э

珠
洲

悟
鉢

N6
/0

反
色

骨
針

S(
15
40
X8
3Y
82
Ⅱ
層

珠
洲

霜
鎌

90
N6
/0

灰
色

漆
付
着

密
ι
57
SK
21
7Э
⑦
層
No
4 
④
(旧
③
)層
No
3

十
師
器

椀
11
6

75
YR
8/
3
浅
貢
橙
色

赤
色
粒
骨
針

灯
煮
7前
増

と4
3
4F
7

SK
21
mЭ

(1
日
⑥
)層
No
2

十
琶耐
器

椀
5Y
R7
/6

橙
色

赤
色
粒
骨
針

〃
恋

SK
21
mЭ

(旧
①
)層
No
5

土
HR
l器

椀
14
9

OY
R7
/2
に
ぶ
い
責
給
色
赤
色
粒
・
骨
針

43
SK
21
89

土
師
器

椀
OV
P6
/A
に
ぶ
い
苦
捨
行
ホ
往
対
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中
尾
新
保
谷
内
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(1
1)

挿
図
遺
物
真 肺
写 回

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
葉

備
考

口
径

器
高
底
径

巧
θ

SK
21
97

珠
洲

構
鉢

I～
工
期

N6
/0

灰
色

骨
針

14
3
密
ダ

SG
25
01

SK
22
29
(S
G2
50
1)
X5
6Y
87
 (
SK
22
9)
①
層

珠
洲

悟
鉢

N7
/0

灰
自
色

骨
針

倒
1日
1 
6c
I1
 8
日

SK
22
30

珠
洲

播
鉢

Ⅱ
別

N5
/0

灰
色

骨
針

45
3

SK
22
31
∪
層

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色
督
針

灯
庶
油
痕

あ
と

SK
22
66

土
師
器

椀
12
6

5Y
R7
/3
に
ぶ
い
裕
色

巧
5

SK
22
83
(1
)層

珠
洲

事
I期

N5
/0

灰
色

白
色
粒
・
骨
針

45
δ

SK
22
90

珠
洲

薯
I期

N4
/0

灰
色

14
3

SK
22
90
X5
7Y
93

中
世
土
R酢
器
皿

13
C前
半

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色
骨
針

14
3
イ 5
∂

SK
22
90
X5
7Y
93

中
世
土
師
器
皿

10
YR
6/
1
褐
灰
色

骨
針

14
3
を
う
,

SK
23
12
②
層

中
世
土
師
器
皿

10
YR
6/
8
に
ぶ
い
音
褐
色
骨
針

ス
ス
付
着

14
3
を
60

SK
23
16

中
世
十
師
器
皿

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
苦
赤
骨
針

14
8

SK
23
16
X5
67
84
 N
o4

中
世
十
師
器
皿

13
CH
l半

10
YR
6/
2
灰
貢
褐
色

14
3
を
ν

SK
23
13
X5
7Y
81
 N
ol
～
3

比
質
土
器

鉢
25
8

N7
/0

灰
白
色

赤
色
粒
骨
針

黒
変

を
δ
θ

SK
23
15
嗜
 N
o 
l

須
恵
器

一 霊
25
Y7
/]
灰
白
色

重
ね
焼
き

14
3
ソ
ひ
Z

SK
23
46

)層
中
世
土
師
器
皿

25
YR
6/
4

赤
色
粒
・
骨
針

SK
24
70

珠
洲

一 笠
N6
/0

灰
色

Zδ
0

SK
24
80
No
l

珠
洲

一 空
N6
/0

灰
色

骨
針

板
状
序
痕

14
3
を
ひ
タ

SK
23
97

珠
r/
11

霙
I期

N6
/0

灰
色

骨
針

14
3
〃
び
∂

SK
24
03

珠
洲

悟
鉢

Ⅱ
～
Ⅱ
期

N4
/0

灰
債

′ ξ
針

を
δ
9

SK
41
03

土
製
品

暖
房
兵
?

長 55
幅 40

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色
骨
針

黒
変

を
70

SK
24
00
X5
5Y
70
 N
ol

須
恵
器

杯
蓋

25
Y7
/1
灰
自
色

骨
針

重
ね
炸
き

14
4
を
π
′

SK
24
00
X5
5Y
70
 N
o2

土
師
器

高
杯

5Y
R7
/8

裕
色

秒
粒
・
骨
針

を
7″

SK
24
00
No
3～
9

土
師
器

鍋
8C

25
V6
/3
に
ぶ
い
音
付
砂
対

14
4
を
Z?

裁
中
瀬
戸

17
C´
-1
8C

10
YR
7/
]
灰
自
色

10
YR
4/
1
褐
灰
色

錆
粕

RK
41
55

中
世
土
帥
器
4L

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
橙
色
赤
色
粒
・
骨
針

14
4
を
7,

SK
41
88

土
師
器

椀
10
YR
8/
2
灰
自
色

赤
色
粒

灯
煮
油
蕉

4r
冤

'

SK
41
88

土
師
器

椀
75
YR
8/
3
浅
登
給
色

赤
色
約

rユ
7

SK
42
04

十
師
器

続
10
VR
7/
3
に
ぶ
い
昔
搭
缶
骨
針

灯
芯
樹
根

を
%9

SK
50
15
X4
8Y
66
1層

珠
淵

I期
N7
/0

灰
自
色

砂
泣

を
夕θ

SK
50
29
X4
5Y
65
Ⅱ
層
 X
19
Y4
0 
Ⅱ
b層

珠
洲

指
鉢

V期
以
降

N7
/0

灰
自
色

砂
粒
増
針

密
0

SK
50
37
X4
8Y
57
 X
46
Y5
1 
Ⅲ
at
t 
X4
0Y
60
 
Ⅱ
層
 X
46
Y6
4Ⅱ
層

X5
0Y
66
Ⅱ
層
 X
80
Y9
7Ⅱ
層

珠
洲

一 霊
I～
Ⅲ
期

N7
/0

灰
自
色

砂
粒
・
骨
針

波
状
文

全
8■

SK
50
37
X4
4Y
63

珠
淵

精
鉄

圧
期

N6
/0

灰
色

砂
粒

倒
1日
2 
4c
m1
5目

4鬱
57
S(
50
40

土
師
器

杭
15
6

81
75
YR
7/
6
橙
色

赤
色
粒
・
砂
粒

48
3

SK
50
67
X4
8Y
59
 
Ⅲ
at
t 
X5
6Y
64
 X
41
Y7
6 
Ⅱ
層

珠
洲

橘
鉢

36
2
12
8

I期
N7
/0

灰
白
色

砂
粒
・
骨
針

密

“

SK
53
17
X5
5Y
64

珠
洲

搭
鉢

21
2

I期
N6
/0

灰
任

4駐
5

SK
53
17
X5
5Y
64

珠
ll
l

籍
鉄

29
R

I期
25
Y7
/2
灰
貢
色

S(
52
3
X5
5Y
65

中
世
土
月 “

器
皿

24
75
YR
8/
4
浅
貢
橙
色

赤
色
粒
'骨
針

48
7

SK
53
72
①
層

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
希
色

里
恋

14
4
を
謬

SK
54
13
X6
2Y
75

中
世
土
師
器
皿

17
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
昔
給
色
赤
色
対
骨
針

ハ
ケ
状
工
具
痕

14
5
48
9

SK
53
20

十
師
器

率
18
2

75
YR
6/
4
に
ぶ
い
橙
色

14
5
49
9

SK
53
20

十
日而
器

率
75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

14
5
49
ユ

SK
53
20
(』
D(
日
∪
)層

土
師
器

霙
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
橙
色
砂
粒
骨
針

ス
ス
付
着

Fν
SK
53
20
X5
7Y
62

須
恵
器

杯
蓋
つ
ま
み
径
37

N7
/0

灰
白
色

秒
粒

14
5
を
θ
θ

SK
53
20

珠
洲

糖
鎌

14
N4
/0

灰
任

14
5
⇔
4

SK
55
0
X6
4Y
61

十
冑市
器

続
12
0

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色
赤
色
粒
骨
針

Fθ
う

SK
55
22

中
世
土
師
器
皿

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色
赤
色
粒
・
骨
針

イ
9σ

SK
55
38
X6
7Y
66

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
責
裕
色

灯
煮
油
痕

49
7

SK
72
44
bl
o3
-1

中
世
土
師
器
皿

88
18

5Y
7/
2
灰
白
色

骨
針

初
SK
72
44
X6
Y5
0②
層

中
世
十
師
器

ll
 l

aC
前
半

25
V3
/2
灰
白
角

糾 宝 糾 　 Ｉ 嗣 翠 蒲 ¢ Σ 面 事

』 鶴
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中
尾
新
保
谷
内
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
。
土
製
品
一
覧
(1
2)

挿
図
遺
物
真 版
写 同

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

TI
H色
調

釉
薬

備
考

口
径

器
高
底
径

を
9

X9
Y4
4 
落
ち
込
み
卜
層

組
支
十
器

深
鉢

30
7

前
期
前
葉
～
中
葉
10
YR
5/
2
灰
責
褐
色

砂
粒

ス
ス
付
着
 
羽
状
縄
文

14
6
5ω

X9
Y4
4 
落
ち
込
み
下
層

縄
文
土
器

深
継

10
YR
6/
ユ
褐
灰
色

砂
対
骨
針

ス
ス
付
着

50
′

X9
Y4
4 
落
ち
込
み
下
層

縄
文
土
器

深
鉢

25
Y7
/2
灰
苦
缶

砂
対

14
6
σ
修

X2
0Y
38
 
Ⅱ
dt
t 
X2
0Y
39
 
Ⅱ
dt
t 
X1
8Y
40
 
Ⅱ
d層

土
師
器

鍋
8C

75
YR
8/
3
浅
貢
橙
色

5"
X9
Y5
0灰
色
粘
土

十
師
器

長
嗣
率

77
8C

5Y
R8
/3
淡
橙
色

秒
粒

14
6
ε
防

Xl
lY
43
 
Ⅲ
a層

土
師
器

長
月 同
養

fI
C

10
YR
8/
3
浅
蓄
給
色

赤
色
対
砂
締
骨
針

う
0テ

X6
7Y
93
Ⅱ
目

土
師
器

長
月同
疑

9C
25
YR
7/
6
橙
色

赤
色
粒
骨
針

14
6
税
%

X6
3Y
61
 
Ⅲ
b層

土
師
器

鉄
鉢

15
6

5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
骨
針

5θ
7

Xl
lY
50
皿
b層

十
協而
器

右
台
椛

71
25
Y8
/2
灰
自
色

赤
色
粒

14
6
jθ
∂

X9
10
Y4
4 
Ⅲ
a-
2層

黒
伍
十
器
右
台
続

25
Y7
/2
灰
責
色

骨
針

jO
θ

Xl
lY
43
 
Ⅱ
a層

黒
色
土
器
石
台
椀

10
VR
8/
2
灰
白
伍

骨
針

X1
8Y
46
 
Ⅲ
a層

黒
色
土
器
有
台
椀

25
YR
7/
6
橙
色

赤
色
粒

X1
0Y
44
Ⅲ
2-
2層

黒
色
土
器
右
台
椀

25
Y5
/1
責
灰
色

骨
針

5■
2

X8
1Y
l1
8 
Ⅱ
層

須
烹
器

杯
等

N5
/0

灰
色

砂
粒

14
7

D‐
7′

X3
2Y
77
Ⅱ
層

須
恵
器

杯
蓋

lI
1 
4

5Y
6/
1

灰
徹

骨
針

D‐
7を

X3
Y4
0]
ct
t 
X4
Y4
2 
Ⅱ
層

須
思
器

杯
蓋

18
0

25
Y6
/1
黄
灰
色

砂
汁

内
面
黒
雇
(転
用
績
)

14
7

X3
5Y
47
1層

須
恵
器

杯
蓋

17
6

N6
/0

灰
色

砂
粒

j′
σ

X8
4Y
83
1層

須
烹
器

杯
書

N6
/0

灰
色

j′
/‐

X6
9Y
10
0Ⅱ
層

須
恵
器

杯
等

15
4

N5
/0

反
色

j′
』

X1
06
Yl
14
 
Ⅱ
層

須
恵
器

杯
蓋

N5
/0

反
缶

秒
対

14
7

X1
08
Y9
7Ⅱ
層

須
恵
器

杯
蓋

N7
/0

灰
自
色

砂
粒

初
X5
1Y
52
■
狗
層

須
薫
器

杯
等

N7
0

灰
色

砂
粒

ν
ヱ

X5
Y3
8 
Ⅲ
a層

箔
東
器

杯
奉

5Y
6/
1

灰
色

ヘ
ラ
記
号
|―
|か

レ
X6
5Y
88
Ⅱ
層

須
悪
器

IT
N孟

14
8

N6
/0

灰
任

秒
締

弦
,

X6
3Y
98
Ⅱ
層

須
思
器

杯
蓋

N6
/0

灰
色

砂
粒

14
7
ワ
イ

X7
ヽ
10
0Ⅱ
層

須
恵
器

杯
蓋

N5
/0

灰
色

砂
粒

DB
D‐

X6
5V
92
'層

須
煮
器

杯
琴

N6
/0

灰
色

,滲
σ

X7
4Y
73
Ⅱ
層

密
烹
器

杯
等

N7
/0

灰
白
色

5彦
7

X6
1Y
99
Ⅱ
層

須
思
器

杯
孟

N7
/0

灰
白
伍

14
7
骸
写

X7
9Y
98
Ⅱ
層

須
恵
器

杯
蓋

N6
/0

灰
色

砂
紅

X2
57
75
1層

須
恵
器

杯
蓋

N6
狛
Э

灰
色

砂
粒

53
0

X9
5Y
l1
8 
Ⅱ
層

須
東
器

杯
等

13
5

N6
/0

灰
色

"′

X5
Y4
31
層

須
恵
器

杯
等

25
Y7
/ユ

灰
白
色

砂
J 
IP

53
2

X6
4Y
98
Ⅱ
層

須
恵
器

杯
蓋

N6
/0

灰
任

14
7
,9
9

X7
3Y
93
Ⅱ
層

須
恵
器

蓋
12
6

N6
/0

灰
色

59
4

須
薫
器

〔
素

12
7

N6
/0

灰
色

14
7
ja
5

X3
7Y
67
1層

痴
煮
器

N6
/0

灰
色

砂
粒

14
7
53
σ

X9
8Y
12
0Ⅱ
層

須
恵
器

杯
蓋

灰
色

14
7

D‐
97

X6
5Y
81
Ⅱ
層

須
恵
器

杯
蓋

9
N5
/0

灰
色

i9
9

X7
7Y
98
Ⅱ
層

須
恵
器

蓋
8

N7
0

灰
色

j,
9

X4
3Y
6島
イ
層

須
煎
器

ミ
季

9
N6
/0

灰
色

砂
粒

jを
0

X3
7Y
80
1層

密
煮
器

7
N7
0

灰
色

砂
粒

64
X5
2Y
90
1層

須
思
器

10
9

5Y
5/
1

灰
a

白
色
対

14
7
j″

X1
01
Yl
18
 
Ⅱ
層

須
恵
器

杯
蓋

10
7

N6
/0

灰
色

σ
奪

Ⅲ
n層

須
煎
器

つ
ま
み
径
22

N6
/0

灰
色

砂
泣

14
7

D‐
Zイ

X9
4Y
99
Ⅱ
層

須
東
器

杯
奉
つ
ま
み
径
27

N7
/0

灰
自
色

砂
粒

54
5

X8
4Y
89
Ⅱ
層

須
恵
器

10
2

N5
/0

灰
角

秒
粒

14
7
jど
ι

X5
0Y
83
1層

須
恵
器

N6
/0

灰
竹

秒
対

5Y
12
2 
Ⅲ
a層

須
恵
器

有
台
杯

N6
/0

灰
色

j密
X9
0Y
12
1■
層

須
東
器

右
台
杯

N6
/0

灰
色

砂
粒

jっ
X6
4Y
10
7Ⅱ
層

須
恵
器

有
合
杯

N7
0

灰
色

j5
0

X7
2Y
10
6Ⅱ
層

N6
/0

灰
徹

脅
針
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表
 
中
尾
新
保
谷
内
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
。
土
製
品
一
覧
(1
3)

挿
図
遺
物
写
真
図
版
遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

日
径

器
高
底
径

″
′

Xl
lY
51
 
Ⅱ
a層

須
煮
器

右
台
杯

N6
/0

灰
色

5ν
X1
07
Yl
13
 
Ⅱ
眉

須
恵
器

有
台
杯

84
N7
/0

灰
自
色

55
3

須
恵
器

石
台
杯

Nν
0

反
待

55
盗

X8
2Y
79
Ⅱ
層

須
恵
器

右
台
杯

N5
/0

灰
色

砂
粒

55
5

X6
5Y
94
]層

須
恵
器

石
台
杯

N5
/0

灰
色

砂
粒

jJ
σ

X7
4Y
10
0

須
煎
器

有
台
杯

25
Y8
/ユ
灰
白
色

砂
粒

5,
7

X4
0Y
88
1層

須
恵
器

有
台
杯

N7
0

灰
色

55
8

X1
07
Y1
20
 
Ⅲ
a層

須
恵
器

有
台
杯

N6
/0

灰
a

j5
θ

X1
09
Y1
32
Ⅱ
層

須
煮
器

有
台
杯

N5
/0

灰
色

5δ
θ

X8
5Y
l1
7 
Ⅲ
a遷

須
恵
器

有
台
杯

Nワ
0

灰
色

砂
粒

j,
7

Xt
tY
92
 
Ⅱ
層

須
恵
器

有
台
杯

N5
/0

灰
色

j諺
X7
1Y
91
Ⅱ
層

須
恵
器

右
台
林

N5
/0

灰
色

14
8
σ
傷

X8
4Y
l1
9 
Ⅱ
層

(恵
器

石
台
杯

N6
/0

灰
色

56
4

X7
7Y
86
Ⅱ
層

須
烹
器

有
台
杯

N7
/0

灰
自
色

j″
Xl
ll
Y1
09
 1
層

須
恵
器

有
台
杯

25
Y7
/1
灰
自
色

56
6

Kl
15
Yl
10
 
Ⅱ
層

須
恵
器

石
台
杯

N6
/0

灰
色

`ι

7
X1
01
Yl
15
 
Ⅲ
a層

須
恵
器

有
台
杯

N6
/0

灰
色

σ
謬

X3
2Y
52
Ⅱ
層

須
恵
器

石
台
杯

75
Y6
/1

灰
色

砂
粒

56
9

X8
5Y
10
0Ⅱ
層
 X
83
Y9
9Ⅱ
層

須
烹
器

有
台
杯

N7
/0

灰
白
色

砂
粒

j7
9

X3
9Y
51
 
Ⅱ
a層

須
恵
器

有
台
杯

75
Y6
/]

灰
色

j/
‐
Z

K1
06
Y1
31
Ⅱ
層

須
恵
器

有
台
杯

10
2

N7
掬
Э

灰
白
色

骨
針

14
8
j″

X9
4Y
10
5Ⅱ
層

須
蕉
器

右
台
杯

N4
/0

灰
色

14
8
j宥

X8
7Y
90
Ⅱ
層

須
悪
器

有
台
杯

N7
/0

灰
自
色

14
8
,7
イ

X3
5Y
65

須
恵
器

有
台
杯

10
Y6
/

灰
色

j疹
X6
3Y
94
Ⅱ
層

須
恵
器

有
台
tT

67
N7
/0

灰
自
色

砂
粒

14
8
j絡

X3
2Y
62
 
Ⅲ
at
t 
X3
4Y
63
 
Ⅲ
a層

須
恵
器

有
台
rT
N

5P
B6
/1
青
灰
色

ヘ
ラ
記
号
「
―
Jか

14
8
j〃

X6
1Y
87
Ⅱ
層

須
蕉
器

有
台
杯

N6
/0

灰
色

砂
粒

14
8
う
え
9

X9
9Y
12
1Ⅱ
層

須
恵
器

有
台
杯

64
N6
/0

灰
色

14
8
j婢

X4
6Y
89
1層

須
恵
器

有
台
杯

N7
/0

灰
白
色

5∂
0

X7
2Y
10
3Ⅱ
層

須
東
器

有
台
杯

N5
/0

灰
色

露
′

X8
4Y
98
Ⅱ
遷

須
悪
器

有
台
杯

N6
/0

灰
色

賜
X5
0Y
83
1層

須
恵
器

杯
N7
/0

灰
白
角

砂
粒

5認
50

X8
2Y
83
Ⅱ
層

須
恵
器

杯
N7
/0

灰
自
色

砂
粒
・
骨
針

58
4
50

X1
01
Y1
30
 
Ⅲ
a層

須
恵
器

杯
N7
/0

灰
白
色

58
5
50

X9
3Y
99
Ⅱ
層

須
恵
器

杯
N7
0

灰
色

砂
粒

5路
50

X8
6Y
10
8Ⅱ
層

須
恵
器

杯
10
Y5
/1
褐
灰
色

5∂
7
50

X8
0Y
56
]層

須
恵
器

杯
10
YR
6/
1
灰
色

53
8

Xl
12
Y9
9 
Ⅱ
,旨

須
烹
器

杯
N7
/0

灰
自
色

露
θ
50

Xl
13
Y1
20
 
Ⅱ
層

須
恵
器

杯
0

N6
/0

灰
色

砂
粒

5%
X8
9Y
95
Ⅱ
層

須
恵
器

杯
12
7

N7
/0

灰
白
色

49
″
′
50

X4
7Y
82
1層

須
恵
器

杯
25
Y7
/1
灰
日
色

14
9
59
″
50

X5
3Y
65
1層

須
思
器

fT
N

75
Y7
/1
灰
自
色

骨
針

14
9

"θ
50

X3
7Y
79
 
Ⅲ
a層

須
烹
器

杯
Wん

灰
白
色

白
色
粒

,9
4

X8
5Y
10
1皿
a層

須
恵
器

林
25
Y7
/1
灰
自
色

砂
江

墨
痕

59
う

X1
0Y
46
 
Ⅲ
a-
2層

須
恵
器

杯
N6
/0

灰
色

14
9
5%

X9
9Y
13
1Ⅱ
層

須
薫
器

杯
14
0

N7
/0

灰
白
色

砂
粒
・
骨
針

5,
7

X8
9Y
12
1 
Ⅲ
a層

須
恵
器

杯
14
0

10
YR
5/
1
褐
灰
色

骨
針

5%
X6
2Y
59
 
Ⅲ
b層

須
恵
器

杯
25
Y7
/2
灰
苦
色

秒
粒

う
99

Xl
16
Yl
13
 
Ⅱ
層

須
恵
器

杯
N7
/0

灰
自
色

骨
針

Oω
X8
8Y
99
Ⅱ
層

須
恵
器

杯
N7
/0

灰
白
色

砂
粒
骨
針

σ
O′

X1
03
Yl
13
 
Ⅱ
層

須
烹
器

杯
N7
/0

灰
自
色

砂
粒

a″
X1
02
Yl
ll
 
Ⅱ
層

須
京
栞

帝
75
Y6
/1

炊
色

韻 宝 糾 　 Ｉ 嗣 淋 蒲 ¢ 呂 面 撃
鶴 ∞ 嚇
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表
 
中
尾
新
保
谷
内
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(1
4)

挿
図
遺
物
真 肺

写 同
遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
畳

(

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

器
恵
底
径

14
9
ε
θ
θ

X8
9Y
l1
6工
層

須
恵
器

重
N7
/0

灰
自
色

14
9
ひ
OZ

X1
01
Yl
12
 
Ⅱ
層

須
恵
器

一 堕
N7
/0

灰
白
色

骨
針

46
段
夕
5

X3
1Y
70
1層

須
東
器

一 暉
N7
/0

灰
白
色

ひ
θ
σ

X1
00
Yl
16
 
Ⅲ
a層

須
恵
器

一 亜
25
Y6
/1
貢
灰
色

骨
針

ひ
07
52

X7
1Y
91
Ⅱ
層
 X
74
Y9
1Ⅱ
層

須
恵
器

一 笠
10
Y5
/1

灰
色

骨
針

σ
θ
∂

X9
0Y
l1
4 
Ⅱ
層

須
恵
器

瓶
N6
狛
Э
灰
色

砂
粒

ひ
Oθ

X5
4Y
94
1サ
曽

須
恵
器

瓶
75
Y4
/1
灰
色

ひ
′
0

X4
8Y
51
1層

須
烹
器

瓶
N6
/0

灰
色

砂
粒

σ
ク
ノ
49

Xl
14
Y1
03
皿
a贈

須
思
器

赦
N6
Ю

灰
色

σ
アク

X9
9Y
99
■
a層

須
恵
器

一 空
10
YR
6/
1
褐
灰
色

X1
06
V9
6Ⅱ
層

須
恵
器

重
5B
5/
1
青
灰
色

σ
ア
を

X1
05
Yl
10
■
層

須
思
器

一 更
5Y
6/
1

灰
色

15
0
ひ
ノ
σ

X7
6Y
98
Ⅱ
層

須
薫
器

覇
5B
6/
1
青
灰
角

15
0
σ
′
σ

Xl
ll
Y1
20
 
Ⅱ
a層

須
恵
器

長
顕
瓶

N6
/0

灰
色

砂
粒

15
0
σ
′
7

X1
02
Y9
9Ⅱ
層

須
恵
器

長
頌
瀬

5Y
4/
1

灰
色

15
0
σ
′
』

X1
9Y
54
■
層

須
薫
器

水
瓶

41
N4
/0

灰
色

15
0
0′
θ

X1
07
Y9
11
,詈

須
忍
器

魅
25
Y7
/3
浅
貢
色

自
色
粒

多
二
子
し

初
49

Xl
lY
44
 
Ⅲ
Δt
t 
X1
2Y
42
 
Ⅲ
a層

須
恵
器

小
型
重

65
N7
/0

灰
自
色

白
&対
・
秒
対

15
0
ν
′

X7
8Y
81
Ⅱ
層

須
恵
器

双
耳
瓶

9C
前
半

5Y
6/
ユ

炊
色

15
0
修

X6
1Y
86
Ⅱ
層

須
恵
器

渓
耳
瓶

9C
前
半

N5
狛
Э

灰
色

15
0
2′

K7
1Y
91
Ⅱ
層

須
煮
器

双
耳
瓶

9C
前
半

75
Y4
/]
灰
色

15
0
協

X1
04
Y1
06
Ⅱ
層

須
思
器

狭
斗
瀬

N6
/0

灰
色

砂
粒

¢
,

Xl
18
Yl
19
 
Ⅱ
層

須
恵
器

双
耳
瓶

N7
/0

灰
白
色

秒
対

傷
X9
8Y
l1
4 
Ⅱ
層

須
恵
器

双
耳
瓶

N7
/0

灰
占
色

少
紅

ν
7

X1
03
Y1
04
Ⅱ
層
 X
10
1Y
10
2Ⅱ
層

須
思
器

狭
斗
ll
X

N6
/0

灰
色

協
∂

X1
01
Y9
7 
Ⅲ
b層

須
恵
器

壷
5Y
5/
1

灰
色

ワ
θ

X6
1Y
74
Ⅱ
層

須
恵
器

一 堕
5Y
4/
ユ

灰
色

σ
a0

X8
3Y
10
81
1層

須
恵
器

一 更
10
Y7
/1
灰
自
色

自
色
粒

δ
′
′

X8
6Y
l1
7 
Ⅱ
層

須
蕉
器

希
N3
/0

暗
灰
色

ι
θ
″

X5
9Y
85
1層

須
忌
器

一 霊
5Y
5/
1

灰
色

δ
認

X4
9Y
90
1層

須
恵
器

一 霊
75
Y4
/ユ

灰
色

63
4

X4
9Y
65
Ⅱ
層

須
薫
祭

一 Ｔ
75
Y7
/1
灰
自
色

ι
θ
σ

X7
6Y
81
Ⅱ
層
 X
79
Y8
2Ⅱ
層

須
悪
器

一 豆
75
Y5
/1

灰
色

δ
′
σ

X6
5Y
10
51
層

須
恵
器

一 笠
5Y
6/
1

灰
色

δ
,7

X2
6Y
69
Ⅱ
層

須
恵
器

甕
20
0

75
Y6
/1
灰
色

骨
4f

ι
テ
∂

X5
0Y
83
1層

須
恵
器

墾
22
0

Nν
0

灰
色

″
θ

Xl
ll
Y1
02
 
Ⅱ
層

須
煎
器

薯
N7
/0

灰
自
色

σ
〃
θ

Xl
14
Yl
13
■
,旨

須
思
器

鍵
24
2

Nγ
0

灰
色

砂
粒

64
ダ

X9
4Y
10
3Ⅱ
層

須
恵
器

甕
29
3

N7
0

灰
色

砂
粒

σ
″

X7
3Y
84
Ⅱ
層

須
恵
器

鎌
30
9

N5
/0

灰
色

自
色
粒

64
3

X8
9Y
l1
0 
Ⅱ
層

須
思
器

発
16
5

N7
0

灰
色

砂
粒

64
4

X4
2Y
83
1層

須
恵
器

墾
N6
/0

灰
色

波
状
文

ε
4ケ

X1
00
Y1
29
 
Ⅱ
a層

須
恵
器

発
75
Y6
/〕

灰
色

波
状
文

64
ひ

X6
0Y
82
1層

須
恵
器

発
N7
/0

灰
自
色

砂
粒

OZ
/‐

X2
8Y
68
Ⅱ
層

須
東
器

顎
N7
/0

灰
自
色

δ
ど∂

X9
5Y
l1
6

須
忌
器

墾
N6
/0

灰
色

砂
粒

OZ
θ

X8
2Y
76
Ⅱ
層

須
恵
器

型
N6
/0

灰
色

aЯ
,

X5
5Y
10
3 
X5
5Y
10
2 
Ⅲ
at
t 
X5
7Y
10
3 
Ⅱ
層
 X
57
Y9
8
須
恵
器

率
N6
/0

灰
色

体
ノ

須
思
器

発
40
0

N7
/0

灰
自
色

砂
粒

諺
X9
3Y
99
Ⅱ
層

須
恵
器

型
25
Y7
/1
灰
白
色

砂
統

15
2
δ
露

X1
03
Y9
11
層

土
師
器

皿
75
YR
7/
4

15
2
ι
う
望

X1
31
Y9
4

土
師
器

皿
10
YR
8/
3
浅
責
橙
色

入
ス
付
着
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表
 
中
尾
新
保
谷
内
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(1
5)

挿
図
遺
物
真 版
写 図

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

日
径
そ争
F
底
径

15
2
ι
節
57

X1
03
Y9
11
層

土
師
器

皿
5Y
R7
/6
橙
色

赤
色
粒

灯
芯
油
痕

δ
5σ

XH
Y4
8 
Ⅲ
a層

土
師
器

皿
4

OY
R8
/2
灰
白
色

赤
色
粒
・
骨
針

傷
タ

X1
0Y
46
 
Ⅲ
a層

十
師
器

皿
75
YR
7/
2
明
褐
灰
色
赤
色
粒
骨
針

δ
露

X8
0Y
76
Ⅱ
思

土
師
器

椀
25
YR
6/
6
橙
色

赤
色
粒
・
骨
針

術
9

XH
Y4
2 
Ⅲ
a-
1層
 X
12
Y4
1 
Ⅱ
at
t 
X1
2Y
42
 
Ⅲ
a層

土
師
器

椀
5Y
R6
/6
栓
色

赤
色
粒
・
骨
針

ι
δ
0

Xl
lY
43
 
Ⅲ
at
t 
Xl
lY
40
 
Ⅲ
a-
1層

土
師
器

杭
12
3

25
Y8
/3
淡
貢
色

骨
針

δ
6ユ

X7
3Y
10
2

中
世
土
師
器
44

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
裕
色
赤
色
粒
・
骨
針

ε
ν

X1
01
Y8
8

中
世
土
師
器
皿

79
75
YR
7/
6
橙
色

赤
色
粒
・
骨
針

66
3

中
世
土
師
器
皿

85
75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色
管
針

15
2
Oδ
摯

X1
05
Y1
07

中
世
土
師
器
皿

83
14

75
YR
8/
3
浅
黄
栓
色

骨
針

灯
芯
油
反

15
2
δ
σ
う

X1
0Y
51

中
世
上
肺
器
皿

89
10
YR
7/
4
に
ぶ
い
貢
種
色
管
針

15
2
66
6

X7
1Y
10
6Ⅱ
層

中
世
土
RR
l器

ll
 l

25
Y7
/2
灰
養
色

骨
針

灯
悉
瓶
反

15
2
δ
σ
7

X6
2Y
94
 
Ⅱ
b層

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色
骨
針

15
2
ひ
銘

X3
2Y
79
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

87
25
YR
6/
3
に
ぶ
い
橙
色
骨
針

灯
芯
油
痕

15
2
δ
δ
9

X7
9Y
l1
9 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

98
75
YR
6/
3
に
ぶ
い
褐
色
骨
針

灯
芯
油
痕

15
2
σ
Zθ

X4
0Y
49
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

75
YR
y3
茂
貢
橙
色

灯
芯
油
痕

15
2
δ
7′

X8
0Y
10
8 
Ⅲ
a層

中
世
土
師
器
IU

78
25
Y6
/2
灰
責
色

15
2
σ
7参

X9
7Y
l1
7 
Ⅲ
a層

中
世
土
師
器
皿

78
10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
赤
色
粒

灯
芯
油
痕

15
2
ひ
7♂

X8
2Y
92
1層

中
世
土
師
器
皿

75
YR
7/
2
明
褐
灰
色

骨
針

15
2
σ
解

X3
5Y
64
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
給
色
赤
色
粒
骨
針

灯
芯
油
痕

15
2
σ
わ

X1
01
Yl
15
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
3
に
が
い
貢
種
色

灯
末
油
痕

ι
tt
σ

X8
9Y
79
1層

甲
世
上
帥
器
皿

75
YR
7/
2
明
褐
灰
色

砂
粒

灯
芯
油
痕

15
2
σ
/7

X6
1Y
10
61
層

中
世
土
師
器
皿

25
Y6
/1
黄
灰
色

骨
針

灯
芯
油
痕

15
2
0夕
ι

X6
0Y
61
1層

中
世
土
師
器
皿

10
2
15

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
種
色

穿
子
1

15
2
07
9

X9
6Y
89
1層

中
世
土
RR
l器
皿

28
75
YR
7/
8
責
澄
色

灯
芯
油
痕

ι
∂
0

X2
8Y
52
1層

中
世
土
師
器
皿

20
5Y
R7
/6
橙
色

赤
色
粒
・
骨
針

謬
′

X4
5Y
64
皿
a層

中
世
土
師
器
皿

10
75
YR
8/
4
浅
貢
橙
色

灯
芯
油
痕

骸
X2
1Y
41
1b
層

中
世
土
師
器
皿

21
1

に
ぶ
い
精
色

餌
X9
4Y
ll
l 
Ⅱ
層

中
世
十
師
器
皿

10
YR
7/
2

aB
Fr

X7
1Y
87
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色

ε
師

I層
中
世
土
師
器
皿

75
YR
8/
3
浅
黄
橙
色

謬
σ

X6
0Y
61
 1
tt
 X
60
Y6
0 
Ⅱ
b層

中
世
土
師
器
皿

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
貢
橙
色

灯
芯
油
痕

ι
∂
7

X7
6Y
81
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

75
YR
7/
2
明
褐
反
色

赤
色
粒
・
骨
針

δ
露

X2
2Y
32
 
Ⅲ
a層

中
世
土
師
器
皿

75
YR
4/
1
掲
灰
色

砂
粒
,骨
針

灯
芯
油
痕

ι
∂
θ

X1
08
Y1
01
Ⅱ
層
 X
85
Y7
8Ⅱ
層

珠
洲

椀
?

16
8

N6
/0

灰
色

σ
鉤

K1
06
Yl
19
■
層

珠
洲

稽
鉢

18
0

I期
N7
/0

灰
白
色

骨
針

とつ
′

珠
洲

梧
鉢

19
0

I期
N7
/0

灰
自
色

骨
針

凸
2

X4
4Y
82
 X
43
Y8
3Ⅱ
層

珠
洲

橋
鉢

I要
】

Nν
0

灰
色

骨
針

15
3
69
3

X7
9Y
86
Ⅱ
層
 X
77
Y8
6Ⅱ
層
 X
80
Y8
9Ⅱ
層
 X
68
Y8
6Ⅱ

珠
洲

梧
鉢

19
0

I期
N5
/0

灰
色

白
色
粒
骨
針

15
3
ι
ツ

X5
4Y
97
1層

珠
洲

指
鉢

20
0

13
～
Ⅱ
期

N7
0

灰
色

砂
粒

渡
状
支

15
3
δ
9,

X2
3Y
43
Ⅱ
層

珠
洲

橋
鉢

22
1

I期
N6
/0

灰
色

骨
針

15
3
δ
%

珠
洲

悟
鎌

18
0

I～
Ⅱ
期

N7
/0

灰
自
色

砂
粒

15
3
a9
/‐

X9
Y4
8 
Ⅲ
a層

珠
洲

悟
鉢

19
0

N5
/0

灰
色

漆
継
ぎ

15
3
σ
9∂

X8
0Y
87
Ⅱ
層

珠
洲

膳
鉢

Nν
0

反
色

15
3
69
9

X1
05
Yl
14
■
層

珠
洲

篇
鉢

21
2

I～
Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

15
3
綱

Xl
ll
Yl
14
 
Ⅱ
層

珠
洲

積
鉢

26
0

I～
Ⅱ
期

N7
/0

灰
自
色

骨
針

15
3
知
′

X2
7Y
63
1a
層

珠
rj
ll

:鉢
26
6

I期
N4
狛
Э
灰
色

砂
粒
骨
針

15
3
Я
O″

X7
0Y
94
Ⅱ
層

珠
洲

播
鉢

I要
月

75
Y6
/1
灰
色

骨
針

15
3
29
′

X2
1Y
41
 
Ⅱ
bt
t 
X1
9Y
40
 
Ⅱ
b層

珠
洲

唐
鉢

I期
N6
/0

灰
色

15
3
Й
%

X6
3Y
89
Ⅱ
層

珠
洲

g鋲
I期

N5
/0

灰
色

Я
%

X9
9Y
11
0Ⅱ
冠

珠
洲

篇
鉢

I期
N7
狛
Э

灰
自
色

骨
針

%O
ι

10
0Y
12
5Ⅱ
層

珠
洲

種
鉢

＼
7掬
Э

灰
白
負

骨
針

糾 宝 糾 　 暑 嗣 導 弟 ヴ 呂 肺 事
鶴 ∞ Ｎ
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第
26
表
 
中
尾
新
保
谷
内
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(1
6)

挿
図
遺
物
写
真
団
ll
F
遺
椿

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

口
径

器
高
底
径

Z0
7

X8
5Y
91
Ⅱ
層

珠
洲

穏
鉢

Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

密
XЮ
Y9
9 
1層
 X
96
Y1
00
 
Ⅲ
a層

珠
洲

層
鉢

Ⅱ
期

5Y
7/
ユ
灰
白
色

波
状
支

%O
θ

X7
4Y
89
Ⅱ
層
 X
32
Y7
9Ⅱ
層

珠
洲

幡
鉢

Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

波
状
文
 
卸
日
1 
2c
ll
19
目

15
4
7′
0

X6
9Y
88
Ⅱ
層

珠
洲

信
鉢

Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

白
色
粒
・
骨
針

争
‖目
2 
1c
ml
l目

15
4
r7
7ア

X8
2Y
86
Ⅱ
層
 X
83
Y8
7Ⅱ
層

珠
洲

庸
銚

Ⅱ
期

N7
/0

灰
自
色

15
4
7′
″

K4
2Y
49
1層

珠
洲

稽
鉢

Ⅱ
期

N7
/0

灰
自
色

骨
針

15
4

/‐
7J

X5
6Y
93
Ⅱ
層

珠
洲

括
鉢

32
0

Ⅱ
期

N7
/0

灰
白
色

骨
針

と
Π目
2 
0c
ml
l日

15
4
7Z
`

X7
2Y
93
Ⅱ
層

珠
洲

橋
鉢

28
9

N5
/0

灰
色

砂
粒

Z′
j

X4
6Y
68
1層

珠
洲

藉
鉢

26
0

I～
Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

7/
ε

X″
Y巧
Ⅱ
層

珠
i4
1

擢
鉢

Ⅱ
期

75
Y6
/]

灰
色

7/
7

X1
08
Y1
01
Ⅱ
層

殊
洲

|
積
鉢

Ⅱ
期

N7
/0

灰
白
色

秒
粒

と
P日
1 
9c
m8
目

Z′
じ

X4
1Y
56
Ⅱ
層

珠
洲

悟
鉢

28
0

Ⅱ
期

10
Y6
/1

灰
色

仔 「
目
2 
4c
lo
ll
目

/‐
yθ

X8
9Y
85
1層

殊
洲

橋
鉢

30
3

Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

自
色
粒
・
骨
針

″
9

X7
3Y
87
Ⅱ
層

珠
洲

稽
鉢

Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

″
ダ

X9
5Y
13
1Ⅱ
層

珠
洲

括
鉢

32
8

Ⅱ
期

5Y
7/
1
灰
白
色

管
針

仔
Π
目
2 
1c
D1
11
目

15
4
″

X9
8Y
12
5Ⅱ
層

珠
洲

播
鉢

40
6

Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

15
4
密

Xl
10
Yl
14
 
Ⅱ
層

殊
洲

橋
鉢

46
0

Ⅱ
期

ふ
VЮ

灰
白
色

骨
針

15
4
″
Z

SK
l1
54
X8
3Y
約
1層

珠
洲

|
橋
鉢

47
0

Ⅱ
期

5Y
6/
1

灰
色

骨
針

15
5
25

X3
8Y
43
 X
47
Y6
7

殊
洲

宿
鉢

23
1

Ⅲ
期

N5
/0

灰
色

秒
粒
・
骨
針

漆
継
ぎ

15
5
笏

X6
3Y
87
1層

珠
洲

rB
F鉢

25
7

Ⅲ
期

N7
0

灰
色

砂
粒

15
5
Z多
7

X4
4Y
82
■
層

珠
洲

橋
鉢

28
0

Ⅲ
期

N4
/0

灰
色

霧
∂

X7
8Y
83
Ⅱ
層

殊
洲

播
鉢

28
4

Ⅲ
期

10
Y6
/1
灰
色

骨
針

″
θ

X1
01
Y9
11
層

珠
洲

精
鉢

30
0

Ⅲ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

多
Π
目
2 
0c
Ш
9目

矧
9

X7
5Y
89
Ⅱ
層

殊
lI
A

循
鉢

28
0

Ⅲ
期

5Y
yl

灰
白
色

骨
針

宥
′

X1
02
Y9
01
層

珠
洲

信
鉢

Ⅲ
期

N5
狛
a

灰
色

73
2

X5
1Y
68
1層

珠
洲

橋
外

34
0

Ⅲ
別

5Y
6/
1

灰
色

と
Π目
2 
7c
m1
2日

73
3

X1
01
Yl
10
 
Ⅱ
a層

珠
洲

構
鉢

Ⅲ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

宥
F

X9
8Y
l1
2 
Ⅲ
a層

珠
洲

g。
|

Ⅲ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

絡
J

X4
1Y
48
Ⅱ
層
 X
42
Y5
5Ⅱ
層

珠
洲

橋
鉢

Ⅲ
期

10
Y7
1
灰
色

骨
針

密
σ

X4
4Y
58

珠
洲

層
鉢

28
0

Ⅳ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

ア 3
7

X3
7Y
56
Ⅱ
眉

珠
洲

lg
鉢

Ⅳ
期

N5
/0

灰
色

自
色
粒

7隻
写

X6
7Y
96
Ⅱ
層
 X
72
Y9
6Ⅱ
層
 X
73
Y9
2Ⅱ
層

珠
洲

稽
鉢

25
5

Ⅳ
2期

N7
0

灰
色

砂
粒

宕
9

X8
2Y
93
1層

珠
洲

信
鉢

26
2

Ⅳ
2要
□

N5
/0

灰
色

砂
粒

15
5
密
0

X7
叫
83
Ⅱ
眉

珠
洲

橋
鉢

Ⅳ
～
2期

75
Y6
/1
灰
色

自
色
粒
骨
ff

争 「
目
2 
5c
m8
日

7イ
メ

X7
6Y
78
■
層

珠
洲

|
稽
鉢

Ⅳ
2期

5Y
6/
1

灰
色

骨
針

15
5
72

X2
1Y
36
 
Ⅱ
a層

珠
・j
ll

g鉢
Ⅳ
期

N5
/0

灰
色

15
5
7な

X4
9Y
61
 
Ⅲ
a層

珠
洲

稲
鉢

Ⅳ
3期

N6
/0

灰
色

卸
目
2 
5c
t1
9目

15
5
7密

X9
0Y
92

層
鎌

28
0

N5
/0

灰
色

白
色
粒
・
砂
粒

倒
1日
2 
3c
n1
9日

15
6
7空

X8
9Y
16
Ⅱ
層

珠
洲

盾
鉢

33
6

V期
N6
狛
Э

灰
色

波
状
支

15
6
7坐
0

X5
5Y
81
1層

珠
洲

構
鉢

V期
N6
/0

灰
色

砂
粒

波
状
文

15
6
π
室
7

X8
6Y
l1
2 
Ⅱ
層

珠
洲

IB
7鎌

V期
N6
/0

灰
色

白
色
粒
・
砂
粒
・
骨
針

波
状
文

15
6
7密

Xl
16
Y1
05
 
Ⅲ
a層

珠
洲

悟
鉢

V別
N6
/0

灰
色

砂
紅

波
】丈
支

15
6
π
tt
θ

X9
3Y
12
6Ⅱ
層

珠
洲

稽
鉢

V期
N7
/0

灰
白
色

砂
粒

波
状
文

15
6
疹
0

X2
5Y
38
1層

珠
洲

V期
N5
/0

灰
色

日
色
ll
管
針

卸
目
2 
7c
m9
目
 
波
状
文

7D
‐
7

X9
1Y
98

珠
洲

楯
鉢

V期
75
Y5
/1
灰
色

波
状
文

ワ
X3
5Y
密
Ⅱ
層

珠
洲

悟
鉢

40
0

V期
75
Y6
/1

灰
色

骨
針

波
状
文

筋
X9
0Y
l1
7

珠
洲

指
鉢

Ⅳ
3^
'V
期

5Y
6/
ユ

灰
色

砂
粒

波
】大
文

わ
整

X1
02
Y1
05

珠
洲

稽
鉢

Ⅵ
期

N7
/0

灰
白
色

砂
粒
・
骨
41

わ
X9
6Y
10
8Ⅱ
層

珠
洲

摺
鉢

Ⅵ
期

75
Y7
/1
灰
白
色

砂
粒
骨
針

75
6

X6
9Y
71
■
層

珠
洲

擢
鉢

Ⅵ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

被
】大
文

75
7

X6
6Y
90
 
Ⅲ
a層

珠
洲

信
鉢

Ⅵ
期

75
Y6
/]

灰
色

張
状
更

る
∂

X7
5Y
84
Ⅱ
層

珠
洲

TH
P鉢

Ⅵ
期
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Ⅲ
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∂
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∂
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∂
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Ⅲ
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Ⅱ
層
 X
82
Y8
1Ⅱ
層

珠
洲

一 箆
N5
/0

灰
色

砂
粒

櫛
目
袈
裟
欅
文

16
0
∂
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Ⅱ
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Ⅱ
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Ⅱ
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅱ
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Ⅱ
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目
文
 
太
宰
府
碗
Vか
Ⅵ
類

潔
θ
7

X7
4Y
V 
Ⅱ
層

中
国
製
白
磁
皿

10
4

13
C後
半
～
14
C前
半
N8
灼

灰
白
色

75
Y7
/1
灰
日
色

日
磁
71
H
太
宰
府
皿
Ⅸ
lb
類
 
日
禿

あ
0

X3
2Y
54
Ⅱ
層

中
国
製
自
磁

ll
 l

13
C後
半
～
14
C前
半
N8
狛
Э
灰
自
色

25
GY
8/
1
灰
自
色

白
磁
釉
太
宰
府
皿
Ⅸ
c類
 
口
禿

∂
,ア

X9
7Y
10
7Ⅱ
遷

中
国
製
白
磁
皿

12
13
C後
半
～
14
C前
半
N8
狛
Э

灰
白
色

75
Y7
/1
灰
白
色

自
磁
釉
太
宰
府
皿
Ⅸ
,類
 
口
禿

Bν
X3
1Y
49
Ⅱ
層

中
国
製
白
磁
皿

13
C後
半
～
14
C前
半
N8
/0

灰
自
色

10
Y7
/1
灰
日
色

日
磁
釉
太
宰
府
皿
Ⅸ
c類
 
日
禿

85
3

Xl
15
Y1
25
 
Ⅱ
層

中
国
製
自
磁
皿

13
C後
半
～
14
C前
半
N8
/0

灰
白
色

5Y
7/
1
灰
白
色

白
磁
釉
太
宰
府
皿
Ⅸ
d類
 
口
茶

85
4

X1
06
Y1
31
Ⅱ
層

/1
ヽ
杯

N8
/0

灰
白
色

75
Y7
/1
灰
白
色
日
籟
44
H

8昴
X1
00
Y9
6Ⅱ
層

中
国
製
自
磁
多
角
杯

14
C後
半
-́1
5C
5Y
8/
1
灰
自
色

75
Yy
l
灰
自
色

自
磁
釉
重
ね
焼
き
 
森
田
D群

8%
X8
0Y
83
Ⅱ
層

中
回
製
青
白
磁
合
子
蓋

1l
C後
半
～
12
C後
半
NV
0

灰
白
色

5G
Y8
/1
灰
白
角

白
磁
釉

85
7

X7
5Y
86
Ⅱ
層

中
国
製
青
白
磁
合
子
蓋

]
1l
C後
キ
～
12
C後
半
N8
/0

灰
日
色

75
CY
5/
]
明
緑
灰
色
自
確
/1
1H
測
蓮
弁
文
 
銅
蓮
弁
文

あ
8

X6
5Y
88
■
層

中
国
製
青
日
磁
合
子
蓋

1l
C後
半
～
12
C後
半
NV
0

灰
自
色

5B
G7
/1
明
青
灰
色
白
磁
釉
細
蓮
弁
文

8"
X8
5Y
l1
3 
Ⅱ
層

中
回
製
青
白
磁
合
子

5Y
8/
1
灰
自
色

75
Y7
/1
灰
白
色

白
磁
釉
細
蓮
弁
文

Bσ
0
70

X1
9Y
40
■
b,
旨

中
国
製
膏
日
磁
壼
蓋

12
C中
頃
～
後
半
P
25
Y8
/2
灰
自
色

5Y
8/
ユ
灰
自
色

自
磁
粕
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嗚 駕
第
26
表
 
中
尾
新
保
谷
内
遺
跡
 
土
器
。
陶
磁
器
。
土
製
品
一
覧
(2
0)

挿
図
遺
物
真 版
写 図

遺
橋

出
土
地
点

種
類

器
種

法
畳
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

口
俸

器
嵩
底
径

ω
〃

X3
8Y
63
■
層

古
瀬
戸

天
目
茶
椀

後
翔
様
式
Ⅳ
剰
古
段
階
75
YR
8/
1
灰
白
色

5Y
R2
/1
黒
褐
色

鉄
釉

切
σ

X8
7Y
97
 
Ⅲ
a層

百
瀬
戸

天
日
茶
椀

後
期
様
式
Ⅳ
期
新
段
階
10
YR
7/
1
灰
白
色

10
YR
3/
1
黒
褐
色

鉄
釉

錆
釉

錆
Td
IN
70
灰
色

筋
X1
08
Y1
26
Ⅱ
層

瀬
戸
美
濃
天
目
茶
椀

大
窯
I期

5Y
8/
ユ

灰
自
色

75
YR
2ノ
黒
褐
色

粕 釉

鉄 缶

錆
釉
75
YR
2/
2黒
褐
色

θ
07

X8
2Y
終
Ⅱ
層

瀬
戸
美
濃
平
椀
?

太
禦
I期

10
YR
8/
2
灰
自
色

5Y
R4
/3
に
ぶ
い
赤
褐

色

糊 釉

鉄 錆

錆
XI
15
RP
4/
1明
紫
灰
色

16
4
賜

X8
8Y
81
Ⅱ
層

古
瀬
戸

卸
皿

後
期
様
式
Ⅳ
期
古
段
階
25
Y7
/1
灰
日
色

5Y
5/
4
オ
リ
ー
ブ
色
灰
釉

16
4
理

X2
7Y
50
Ⅱ
層

吉
瀬
戸

卸
皿

後
期
様
式
Ⅳ
剰
古
段
階
N7
/0

灰
白
色

5Y
7/
ユ
灰
自
色

灰
釉

16
4
θ
′
0

X6
3Y
94
Ⅱ
層
 X
tt
Y9
2■
層
 X
51
Y6
8 
1t
t 
X3
0Y
39
Ⅱ
層
吉
瀬
戸

倒
!皿

17
6

後
期
様
式
Ⅳ
期
古
段
階
N6
/0

灰
色

25
Y7
/4
浅
責
色

灰
釉

ス
ス
付
着

16
4
θ
ゴ
′

X6
5Y
86

瀬
戸
美
没
折
綴
皿

大
窯
Ⅳ
期
前
半
75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色

25
Y7
/2
灰
黄
色

灰
釉

印
花

16
4
θ
ゴ〃

X8
5Y
88
Ⅱ
眉

瀬
戸
美
濃
折
縁
皿

10
8

大
窯
Ⅳ
期
前
半
25
Y8
/2
灰
自
色

5Y
7/
4
浅
責
色

灰
釉

輪
ド
チ
痕

0′
′

X4
3Y
51
1層

瀬
戸
美
濃
祈
縁
皿

大
窯
Ⅳ
期
前
半

Y8
/1

灰
自
色

5Y
6/
4
オ
リ
ー
ブ
竜
色
灰
釉

9′
′

X4
2Y
60
Ⅱ
層

瀬
戸
美
港
折
縁
皿

大
窯
Ⅳ
期
前
半
25
Y8
/1
灰
白
色

25
Y7
/3
浅
黄
色

灰
釉

輪
ド
チ
痕

θ
メ
σ
留

X7
8Y
77
Ⅱ
層

瀬
戸
美
濃
志
野
菊
Ⅱ

夫
窯
Ⅳ
期
後
半
10
YR
ン
1
灰
自
色

10
YR
7/
ユ
灰
自
色

長
石
釉
灯
芯
油
痕
 
円
錐
ピ
ン
痕

θ
′
0

X8
8Y
97
Ⅱ
層

瀬
戸
美
漫

丸
皿

大
窯
Ⅲ
期
前
半
N8
/0

灰
自
色

75
Y7
/2
灰
自
色

灰
釉

輪
ド
チ
反

ク
ア
7

X1
03
Y9
81
麿

瀬
戸
美
濃
丸
皿

夫
窯
Ⅱ
期
後
半

5Y
8/
1
灰
白
色

75
Y7
/2
灰
自
色

灰
粕

輪
ド
チ
痕
 
印
花
 
漆
継
ぎ

16
4
θ
′
∂

Xl
12
Y1
05
 
Ⅱ
層

百
瀬
戸

折
縁
深
Ⅲ

32
2

後
期
様
式
Ⅳ
期
古
段
階
N8
/0

灰
白
色

5Y
7/
3
浅
責
色

灰
釉

16
4
θ
′
θ

X2
1Y
55
Ⅱ
層

古
瀬
戸

卸
日
付

大
皿

27
6

後
剰
様
式
Ⅳ
別
古
段
階
5Y
8/
1
灰
自
色

5Y
7/
3
浅
黄
色

灰
釉

16
4
θ
″
θ

X4
6Y
64
1層

古
瀬
戸

盤
類

14
0
後
期
様
式
Ⅲ
期
～

Ⅳ
期
古
段
階

25
Y8
/2
灰
自
色

10
Yy
2
灰
自
色

灰
釉

漆
継
き

ν
′
Й

Xl
12
Y1
05
 
Ⅱ
層

古
瀬
戸

合
子

中
期
様
式
I期

N8
/0

灰
日
色

5Y
73
オ
リ
ー
ブ
責
色
灰
釉

貼
花
文
 
鎧
手

賜
X1
09
Yl
19
 1
tt
 X
10
5Y
l1
8 
Ⅱ
層

瀬
戸
美
濃
筒
形
香
炉

大
窯
I～
Ⅲ
期

5Y
8/
1
灰
自
色

5Y
7/
2
灰
白
色

灰
/1
1H

θ
雰

X8
5Y
94
Ⅱ
層
 X
26
Y7
61
層

越
甲
瀬
戸
メ
L椀

5Y
7/
1
灰
自
色

75
YR
4/
4
褐
色

欽
IP
I

灰
釉

灰
釉
N1
5/
0黒
色

灰
釉
流
し
力
Ч
)

9″
ど

X5
0Y
93
 1
tt
 X
50
Y9
4 
1層

越
中
瀬
戸
丸
皿

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
袴
色

10
YR
4/
1
褐
灰
色

鉄
粕

直
接
重
ね
焼
き

財
σ
80

X9
3Y
10
0H
層

越
中
瀬
戸

丸
皿

16
C末
～
17
C前
半
75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色

5Y
R4
/3
に
ぶ
い
赤
褐

缶

蜘

9%
X8
6Y
l1
3 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸
丸
皿

16
C末
～
17
C前
半
5Y
R7
/3
に
ぶ
い
給
色

5Y
ン
1
灰
自
色

灰
BJ
H

16
5
,多
7

X6
1Y
90
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

丸
皿

16
C末
～
17
C前
半
10
YR
8/
3
浅
黄
橙
色

日
色
粒

10
YR
2/
1
黒
色

鉄
釉
直
接
重
ね
焼
き
 
高
台
内
に
墨
書

「
十
」

16
5
,多
,

Xl
16
Y1
09
 
Ⅱ
層

越
甲
lT
A戸

丸
皿

17
C

25
Yン
2
灰
自
色

75
YR
73
掲
色

鉄
X4
L
高
台
内
に
墨
書
「
十
か

16
5
9_
29

X7
5Y
88
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

丸
皿

17
C前
半

75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色

25
Y7
/2
灰
責
色

灰
釉

高
台
内
に
墨
書
「
や
」

16
5
9,
θ

X9
0Y
12
6Ⅱ
層

越
中
瀬
戸
九
皿

16
C末
～
17
C前
半
10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色

10
YR
4/
3
に
ぶ
い
黄
褐

色

和 釉
琢 灰

灰
粕
5Y
6/
1灰
色
 
高
台
内
に
墨
書

釉
掛
け
分
け
 
直
接
重
ね
焼
き

9,
ア

X9
5Y
96
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

丸
皿

12
0

44
17
C

25
Y7
/1
灰
自
色

75
YR
4/
f
褐
色

鉄
釉

9諺
X1
61
Y1
31
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

丸
皿

17
C

5Y
R7
/3
に
ぶ
い
裕
色

25
Y8
/2
灰
自
色

灰
粕

θ
認
80

X7
12
Y9
71
層

越
中
瀬
戸

丸
皿

75
YR
7/
3

自
色
粒

75
YR
4/
3
褐
色

鉄
釉

〕3
4

X8
1Y
82
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

丸
皿

6C
末
7C
前
半
75
YR
7/
6
橙
色

白
色
粒

5Y
ン
2
灰
白
色
仄
BI
H

θ
θ
5
77

X7
6Y
76
Ⅱ
層

越
甲
瀬
戸

丸
皿

10
7

6C
末
7C
前
半
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色

5Y
R4
/ユ
偶
灰
色

鉄
釉

灯
芯
油
痕

,?
お
80

X8
3Y
75
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

丸
皿

6C
末
～
7C
前
半
5Y
R8
/1
灰
日
色

5Y
R3
/4
暗
赤
褐
色

鉄
釉

9θ
7
80

X7
5Y
74
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸
丸
ll
l

16
C束
～
17
C前
半
25
YR
6/
6
橙
色

自
色
粒

5Y
R4
/3
に
ぶ
い
赤
褐

色

帥
直
接
重
ね
焼
き

ひ3
8
80

X6
6Y
96
Ⅱ
層

抵
中
瀬
戸

丸
皿

16
C末
～
17
C前
半
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
自
色
粒

5Y
8/
2
灰
自
色

灰
釉

θ
,9
巧

X6
7Y
74
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

丸
皿

10
5
28

17
C

浅
責
橙
色
赤
色
粒
・
自
色
粒
75
YR
3/
(
暗
褐
色

鉄
釉

16
5
9F
rD

X3
8Y
83
1層

越
中
瀬
戸

丸
皿

17
C

橙
色

骨
針

10
YR
72
灰
責
褐
色

鉄
釉

16
5
ν
′

X7
7Y
76
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

丸
皿

12
5

17
C前
半

25
Y7
/1
灰
自
色

白
色
粒
・
黒
任
対
5Y
R3
/3
暗
赤
褐
色

鉄
糊

直
接
重
ね
焼
き
 
真
黒
牧
窯
か

16
5
%

X2
5Y
64
1層

越
中
瀬
戸

丸
皿

54
ユ
6C
末
～
17
C前
半
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色

10
R3
/3
暗
赤
褐
色

鋤
印
花

16
5
94
3

X1
02
Y9
8Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

丸
皿

10
7

44
N7
/0

灰
自
色

25
Y8
/1
灰
白
色

灰
釉

印
花

16
5
勉

X8
4Y
85
1層

越
中
瀬
戸

凡
皿

60
17
C前
半

25
YR
7/
6
橙
色

10
YR
3/
1
黒
褐
色

鉄
粕

直
接
重
ね
焼
き
 
戻
黒
牧
窯
か

「
‖
1押
印
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第
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表
 
中
尾
新
保
谷
内
遺
跡
 
土
器
。
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(2
2)

挿
図
遺
物
写
真
図
版
遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

日
径

器
高
底
径

16
9
θ
%

唐
澤

Im
15
90
-1
61
0

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

10
YR
7/
1
灰
自
色

灰
釉
高
台
肉
に
墨
書
1松
助
」

「
終
回
ヵ
 
胎
土
目

16
9
99
/‐

X8
8Y
98
Ⅱ
層

唐
津

溝
縁
皿

16
00
^-
16
30

N8
/0

灰
自
色

10
YR
7/
1
灰
白
色

灰
釉

θ
露

XЮ
Y9
0 
Ⅱ
層

唐
澤

薦
縁
皿

13
8

16
00
-1
63
0

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
精
色

5Y
7/
2
灰
白
色

灰
糊

99
9

Xt
tY
90
 
Ⅱ
層

唐
津

溝
縁
皿

16
6

16
00
～
16
30

5Y
6/
2
灰
オ
リ
ー
ブ
色

25
Y6
/2
灰
貢
色

灰
釉

′
肋

X3
0Y
69
1層

唐
津

皿
16
00
-1
63
0

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
貢
橙
色
赤
色
粒

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
音
給
符
灰
Th

砂
日

′
ω
′

X6
7Y
98
Ⅱ
層

唐
澤

皿
16
00
- 
16
30

25
YR
7/
4
淡
赤
橙
色

5Y
6/
1
灰
色

灰
粕

砂
目
 
灯
芯
油
痕

′
ν

X4
1Y
69
1層

庸
津

皿
16
10
´
-1
63
0

75
Y8
/1
灰
自
色

75
Y7
/ユ
灰
白
色

灰
紬

砂
日

′ω
θ

唐
津

皿
17
C後
半

10
YR
8/
2
灰
自
色

75
BG
5/
3
青
灰
色

和
緑 釉

制 灰

灰
/1
tH
10
YR
7/
2に
ぶ
い
貢
種
色

内
野
山
窯
 
蛇
の
目
釉
剥
ぎ
 
砂
目

′a
夕
整

X5
0Y
87
1層

唐
津

皿
17
C後
半

5Y
8/
1
灰
自
色

5G
5/
1
緑
灰
色

青
緑
釉

灰
務

灰
釉
5Y
6/
3オ
リ
ー
ブ
黄
色

内
野
山
窯
 
蛇
の
目
釉
剥
ぎ
 
秒
目

′ω
う

X3
0Y
41
Ⅱ
層

唐
津

皿
18
C前
半

10
YR
7/
1
灰
自
色

10
GY
5/
1
緑
灰
色

銅
緑
釉

灰
釉

灰
釉
25
Y7
/2
灰
黄
色
 
内
野
山
窯

蛇
の
目
釉
剥
ざ
 
直
接
重
ね
焼
き

16
9
′a
Я
び

X7
4Y
87
Ⅱ
層

唐
津

皿
18
C前
半

5Y
7/
ユ
灰
白
色

5P
B4
/4
(す
ん
だ
青
色
」
ll
枢
和

灰
釉

灰
粕
5Y
6/
2灰
オ
リ
ー
テ
色
 
内
野
山

窯
蛇
の
目
釉
剥
ぎ
 
直
接
重
ね
焼
き

16
9
/ω
タ

X5
Y5
21
b層

唐
津

皿
18
C前
半

10
YR
5/
2
灰
黄
褐
色

75
GY
4/
1
暗
い
灰
黄
緑

色

釧
緑
和

灰
釉

釉
剥
ぎ
 
直
接
重
ね
焼
き
 
内
野
山
窯

16
9
′
醒

唐
津

皿
17
9

17
C後
半
～
18
C前
半
25
Y8
/1
灰
自
色

75
C5
/2
緑
灰
色

飼
緑
釉

灰
釉

仄
粕
25
Y8
/2
灰
日
色
 
内
野
山

窯

′
θ
θ
9

X9
1Y
10
0Ⅱ
層
 X
93
Y9
9Ⅱ
層

唐
津

皿
15
90
～
16
10

5Y
R6
/2
灰
褐
色

25
Y6
/1
責
灰
色

灰
釉

′
0フ
θ

X7
0Y
79
Ⅱ
層

唐
津

大
皿

17
C末
～
ユ
8C
前
半
25
YR
5/
3
に
ぶ
い
赤
褐
色

25
Y8
/1
灰
白
色

錆
釉

循
lJ
H7
 5
YR
4/
1褐
灰
色

三
島
手

′
0ノ
′

Xl
13
Y9
6 
1層

伊
万
里

碗
17
C後
半

N8
/0

灰
自
色

25
GY
8/
1
灰
白
色

透
明
釉
染
付
2 
5P
B6
/4
く
す
ん
だ
青
色

網
目
文

′
0′
″
85

X7
1Y
76
Ⅱ
層

伊
万
里

続
17
C後
半

N8
/0

灰
日
色

透
明
釉
染
付
10
BG
6/
1青
灰
色
 
網
目
文

′
θ
′ 9

X4
3Y
85
Ⅱ
層
 X
71
Y9
1Ⅱ
層

1)
力
里

硯
16
60
～
16
80

10
Y8
/1
灰
自
色

透
明
釉

矢
羽
文

17
0
′
θ
′
`
86

X8
1Y
8ユ
Ⅱ
層

伊
万
里

碗
16
90
^-
17
30

N8
/0

灰
自
色

透
明
釉
染
付
25
PB
5/
4く
す
ん
だ
青
色

草
花
文

17
0
′
θ
ク
j

X9
0Y
10
8Ⅱ
層

伊
万
里

碗
18
C前
半

N8
/0

灰
白
色

透
明
Xt
h
染
付
5G
Y5
/1
オ
リ
ー
ブ
灰
色

陶
胎
染
付

17
0
′
0′
σ

X5
5Y
90
 1
tt
 X
56
Y8
8 
1t
t 
X7
1Y
88
 
Ⅱ
層

伊
万
里

碗
18
C前
半

75
Y7
/1
灰
自
色

透
明
A4
H
染
付
25
PB
5/
4く
す
ん
だ
青
色

コ
ン
ニ
ャ
ク
印
半
J

17
0
′
0′
7

X8
1Y
94
Ⅱ
層

伊
力
塁

碗
59

18
C前
半

N8
/0

灰
自
色

透
明
釉
衆
付
5P
B5
/6
う
す
い
累
み
の
青
色

高
台
内
に
銘
 
コ
ン
ニ
ャ
ク
印
判

17
0
ダ
θ
ダ
∂

X7
6Y
86
Ⅱ
層

伊
万
里

碗
18
C爾
半

N8
/0

灰
自
色

透
明
釉
染
付
25
PB
6/
4く
す
ん
だ
青
色

高
台
内
に
銘
 
コ
ン
ニ
ャ
ク
E口
判

′
0′
9

X8
1Y
88
Ⅱ
層

伊
万
里

皿
12
5

17
C後
半

N8
/0

灰
日
色

75
GY
7/
1
引
緑
灰
色
青
磁
釉
蛇
の
目
油
剥
ぎ
 
砂
目
 
波
佐
見
塞

17
0
′
物

X6
4Y
65
1層

伊
万
里

Il
18
C前
半

N8
/0

灰
自
色

透
明
釉
染
付
2 
5P
B5
/3
く
す
ん
だ
青
色

草
花
文
 
格
子
文
 
唐
草
文

′
ν
′

X6
9Y
76

伊
万
里

Il
18
CH
lキ

N8
/0

灰
自
色

透
明
釉
衆
付
5B
7/
1灰
色
 
コ
ン
ニ
ャ
ク
Ep
判

lm
Э
′
賜

X7
8Y
10
0

伊
力
里

筒
'レ

例
18
C後
半

N8
/0

灰
自
色

75
GY
7/
1
明
緑
灰
色
青
磁
釉

透
明
釉

衆
付
2 
5P
B5
/4
く
す
ん
だ
青
色

′
θ
9,
86

X4
1Y
84
1層

伊
万
里

仏
飯
器
P

78
17
C後
半
～
18
C初
頭
10
Y8
/1
灰
自
色

透
明
釉
染
付
25
PB
4/
2暗
い
灰
青
色

草
花
文

17
0
′ ν
望
86

X4
3Y
82
Ⅱ
層

伊
万
里

仏
飯
器

17
C後
半

75
Y8
/1
仄
日
色

透
明
釉
衆
付
5C
4/
1暗
緑
灰
色

17
0
アレ
δ

Xt
tY
Ю
 
Ⅱ
層

伊
万
里

仏
破
器

17
C後
半
～
18
C前
半
N8
/0

灰
自
色

透
明
釉
染
付
10
BG
6/
1青
灰
色

86
X2
6Y
32
Ⅱ
層

伊
万
里

小
杯

17
C後
半

75
Y8
/1
灰
白
色

透
明
粕
染
付
5P
B3
/6
く
す
ん
だ
青
色

フθ
27

X9
4Y
11
0m
 a
層

伊
万
里

香
癖

17
C後
半

N8
/0

灰
自
色

25
GY
7/
1
明
オ
リ
ー
ブ

灰
色

自
磁
釉

17
1
′
`Z
J

X1
00
Y9
7Ⅱ
層

土
師
質
土
器
ga
本

32
8

25
V8
/2
灰
白
色
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木製品一覧 (1)

挿図 遺物
写真

図版
遺構 出土地点 種類

法量 (cm)
材質 備考

長 さ 幅 厚 さ

172 ′352 SK801 櫛 (27) (42) イスノキ

172 どbをえ7 X71Y86 Ⅱ層 下駄 (156) (58) ニ ヨウマツ類

172 ユひ54 SD5011 X42Y58 下駄 (64) スギ

,355 SC5703 X41Y51 下 駄 モ ミ属

172 ′θ5, SG5703 X41Y51 下駄 ス ギ

′θ57 SK1510 下駄 (93) (54) ス ギ

′0認 X38Y68 1層 下 駄 (37) ス ギ 裏面一部赤色漆

172 ′θ,9 SE5044 Nol 下駄 17 ス ギ

173 ′θ60 SK1271 No32 下駄 (182) モクレン属・スギ

′06ユ X79Y96 下駄 229 ケンポナシ属

′θぢ″ X39Y69 1層 下駄 (147) モクレン属

′θσ」 92 SG5704 X28Y57 木錘 42 サクラ属 放射性炭素年代NIo43

′θ秘 SK1271 hlo35 糸巻 275 ス ギ

′θιう 92 SK1271 hTo31 台脚 ス ギ

ダ
"σ

SE5100 X61Y62 井戸枠内 漆器椀 ケヤキ 内外面黒色漆 漆器分析No5
174 ′%/~ 93 SE5100 No4 漆器椀 ケヤキ 内外面黒色漆 漆器分析N04
174 ′θぢ∂ 93 X21Y35 Ⅱ a層 漆器杭 ケヤキ 内外面黒色漆 漆器分析No7
′θεθ SK1271 No18 漆器椀 ケヤキ 内外面黒色漆

174 ′0筋 SE1496 漆器椀 ケヤキ 内外面黒色漆

174 ′θ7ヱ SG242 X91Y108 漆器椀 ブナ属 内面赤色漆 外面黒色漆
174 ′θ7ワ SG1615 X80Y93 漆器椀 ブナ属 内外面赤色漆

174 ′θ7, SD3261 X51Y87 漆器椀 ブナ属 内面赤色漆 外面黒色漆
赤色絵 漆器分析No3

′θ7ど SK1271 hlo37 漆器椀 ケヤキ 内外面黒色漆 赤色絵
漆器分析NQ2

174 ′θ7DF SC5702 X56Y58 漆器椀 ブナ属 底部に「む」 内外両赤色漆

高台内黒色漆 漆器分析N06
′θZδ SK1271 漆器皿 14 ケヤキ 内外面黒色漆

ダθ〃 X28Y61 Ⅱ層 漆器根付 広棄樹 外面赤色漆

′θ/~B SK1271 N023 杓子 ? (192)

′θ/~9 SE1610 No13 杓子 (262) ス ギ

/θ∂θ SE1522 箸 (91) ス ギ

′露′ SE1522 箸

′θ湯″ SE1522 箸 (135)

イ露∂ SE1087 箸

′0縦 SE1087 箸 ス ギ

′ひ絲 SE1087 箸

/露∂ SE1496 箸 206 065 ス ギ 放射性炭素年代No7

′θε7 SE5100 X61Y62 井戸枠内 箸 (193)

′鵬 SE4192 箸 タニウツギ属

′089 SK801 箸 (101) ス ギ

′θ9θ SK1264 箸 171 07 ス ギ

′θθ′ SK127 箸

′θ92 SK127 箸 (224) 12

175 アθ9θ SK127 No18 箸 05

′0銘 SK127 箸

′095 SK127 箸 229

175 ′θ96 SK127 No26 箸

′θθ7 SK1271 No32 箸 07

175 ′ひ98 SK127 No25 箸

175 ア099 SK127 No31 箸

175 ′′

"
SK1271 No24 箸

175 μθ′ SK127 N。24 箸

175 ど′ν SK127 箸

175 ′′θ, SK1271 Nα 18 箸

175 F′ν SK127 No25 箸 (155)

176 /′θう SK127 箸

176 ′′防 SK1271 No24 箸

176
`′

07 箸

176 /′冴 No21 箸

′′θθ No24 箸

176 ど′′θ 27 箸

176 SK 27] No32 箸

176 ′プ′2 27] No24 箸

7′′θ 100 271 箸

176 Z′′を 100 SK 27] N018 箸 (184)

99δ



a岳27 木製品一覧 (2)

挿図 遺物
写真

図版
遺構 出土地点 種類

法量 (cm
材質 備考

長 さ 幅 厚 さ

176 ′′ノj SK127 I¶α32 箸 (184)

′′′σ SK127 箸

f′′7 SK1271 No24 箸

ユ′′∂ SK1271 箸

′′′θ SK127 N018 箸 177)

″ 刀 SK1271 No18 箸 ス ギ

′′_27 SK1271 箸

′′22 SK127 No18 箸 (170) 07

ゴ′2♂ 271 箸

′′% No32 箸 (170)

′′,5 SK 27 箸 (172)

ヱ■26 100 SK 27] 箸 (166)

F′77 100 SK 271 No18 箸 (164)

′■28 100 SK 27ユ 箸

ゴ■29 SK 箸 (167)

176 ′′初 100 SK Nα18 箸 (160)

176 ′ど,′ SK No37 箸 (157)

176 ′′ν SK No37 箸

176 ′′33 SK No26 箸

176 」′∂を SK 箸

177 ′′,ε SK 箸

l写
″
7 ′′∂ひ SK No18 箸

′ゴ,7 SK No32 箸

イア3∂ SK No3ユ 箸

′′,9 SK No31 箸

′′Zθ SK No31 箸

′′を」 SK 271 No31 箸

′′η SK No25 箸

ア′
`θ

SK127 No31 箸

′′ZrF SK127 No31 箸

η フノ45 100 SK127 箸 (144)

77 ′ダイσ SK127 箸

77 ′」を7 100 SK127 箸 (139)

′ノ密 SK127 No25 箸 (138)

77 ′′つ SK1271 箸 (134)

77 ′′50 SK127 No18 箸 137

77 Z′σ望 SK127 箸

77 r′ヮ SK127 箸 129)

77 ′′5θ SK127 箸

77 μjy SK1271 N018 箸

′′D‐5 SK127 No37 箸

′′5ひ SK127 No25 箸

′」J7 SK1271 箸

′ノ謬 SK127 箸

′′59 箸 17

′′δθ No18 箸

′′∂′ 審

′′ι〃 No26 箸 105)

′′ぢθ 箸

ゴ′ι密 SK 箸 Ю3)

′′ιう SK 箸 (98)

177 ′′σσ SK No37 箸 (100)

ヱ′ひ7 SK 箸 (217)

177 ′ヱσB SK 箸 (212) ス ギ

177 ′′69 SK 箸 223

177 ′′7θ SK1612 箸 ス ギ

177 ′′7′ SK1612 箸

178 ′′72 94 SE1284 No5 折敷 (58) 11 ス ギ

178 ′′π3 94 SE1306 折敷 (133) ス ギ

178 ′ゴ密 94 SE1306 箱物 223 l] ス ギ

178 ′′る 94 SE1306 折敷 (24)

」ゴИδ SE1306 折敷 (288) アスナロ

プ′77 SE1495 折敷 265 ス ギ

179 ゴ′Z∂ SE1610 Nol 折敷 (134) ス ギ

ノ′79 SE1610 hlo3 折敷 (471) (85) ス ギ

ア′Bθ SE1610 No9 折敷 (73) ス ギ

第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡
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尾 遺跡 3)

挿 図 遺物
写真

図版
遺構 出土地点 種類

法量 (cm
材 質 備考

長 さ 幅 厚 さ

′′∂′ SE1610 N06 折敷 (278) ス ギ

′′膨 SG250ユ X54Y86 舟形 ? 332 ス ギ

ゴゴ

“

SK5187 柄杓 ス ギ 柄長(30 8cln)内外面畢色漆

ダノ84 SE5100 No39 柄杓 ス ギ 内外面黒色漆

180 ′′』う SE1306 円形板 (270) (115) ス ギ

180 ′′』ε SK801 円形板 ス ギ

180 ′′∂7 SE815 No4-2 漆器霊 (150) (132) ス ギ 内外面黒色漆

ヱ′88 SD5011 X43Y53 円形板 スギ

′′Bθ SE1522 No23 円形板 ス ギ

′′θθ 97 SE4192 円形板 ヒノキ科

′′θ′ SE1306 蓋 (53) (38) ケヤキ

′′ν SE5044 円形板 (229) (94) ス ギ

ゴダθθ SE5100 No40 円形板 (156) (64)

′′妥 SE5100 No38 円形板 (217) (114) ス ギ

l ′′9, SE5374 円形板 (100) ス ギ

ヱヱ9δ SK7244 Nα3-5 円形板 155 ス ギ

′′θ7 SG1615 X83Y94 円形板 アスナロ 片面黒色漆

′′θ∂ SG2501 X53Y88 円形板 (82) サワラ

′ゴ99 SG5703 X41Y49 円形板 (28) ス ギ

/2ω SC5704 X28Y56 円形板 ス ギ

′滲θ′ SG5704 X25Y27 円形板 (73) アスナロ

′フレ SG5704 X25Y57 円形板 (272) ス ギ

′ワθθ SK1271 No23 円形板 (151) ス ギ

′刀ど SK1510 円形板 (238)

ゴジθσ SK7242 No4 円形板 (191) ス ギ 放射性炭素年代No50

7効 X41Y71 Ⅱ層 円形板 ス ギ

7クθ7 X41Y61 1層 円形板 (35) ス ギ

′劾 X89Y79 Ⅱ層 円形板 (79) スギ

′″θθ SE815 No5・ 6 曲物 スギ

′2′θ SE815 blo7 8・ 9 曲物 278 スギ

アクアプ SE1052 曲物 スギ・ヒノキ

′″ノク SE1087 No60 曲物 320 スギ

′フゴ, SE1260 曲物 とノキ

184 アクダイ SE1491 N073 曲物 スギ ,ヒ ノキ・広葉樹樹皮

アク′5 SE1495 No7 曲物 320 ス ギ

′_27ι SE1496 曲物 スギ 広葉樹樹皮

プ2′ 7 98 SE4192 N09 曲物 スギ 放射性炭素年代No34

′〃/ε 99 SE5197 曲物 ヒノキ 放射性炭素年代No35

′2′θ 98 SE7101 山物 372 07 ス ギ

′″θ SE5374 南側 曲物 ス ギ

ダセ残タイ SE5374 北側 曲物 380 とノキ

186 ′勁 SE5450 曲物 ス ギ 放射性炭素年代No38

186 ゴ223 SE7141 Nol 曲物 ス ギ 放射性炭素年代No46

186 ゴク〃イ SE714] No2 曲物 598 ス ギ

187 ゴ
"う

SK949 No 桶側板 346 ス ギ

187 ′ν 0 SK949 No 稲側板

187 ′プワ7 SK949 No 輛側板

187 ′2' SK949 No 桶側板 350

187 ′29 SK949 No 桶側板

ゴ2テθ SK949 No l 桶側板

′レλЯ′ SK949 NO l 桶側板 356

ゴ芝え免タ SK949 Noユ 桶側板

′233 SE992 Nol 桶側板 398 ス ギ 放射性炭素年代NIo3

′2認 SE992 hlo5 稲側板

′235 SE992 hlo 12 桶側板

′236 SE992 No15 棉狽j板 7

87 2237 SE992 No18 桶側板 407

87 Zワ岳∂ SE992 No21 桶側板 401

87 ′239 SG2501 X54Y87 中層 桶側板 (149) スギ

87 ′ク率θ X40Y70 1層 栓 ス ギ

87 ′クをプ X53Y85 下匿 栓 ? (124) (26) スギ

′フ
`2

SE1087 No57 井戸側横桟 (南面下段 ) 824 スギ

:2奪 SE1087 N059 井戸側横桟 (北面下段 )

クフ坐ど SE1087 No56 井戸側横桟 東面下段

′245 SE1087 No58 井戸側横桟 西面下段 820

/塚イσ ] SE1087 Nα17 井戸側横桟 東面上段

θ9∂



第27表  中尾 品一覧 (4

挿図 遺物
写真

図版
遺構 出土地点 種類

法量 (cm)
材質 備考

長 さ 幅 厚 さ

189 ′ク″ SE1087 井戸側横桟 (西面上段) 820 60 スギ

′夕密 SE1087 N031 井戸側横桟 (南面上段 ) 822

189 ′郷 SE1087 N032 井戸側横桟 (北面上段)

190 1250 SE1306 No7 井戸側縦板 (910) ス ギ

7ワ;ゴ SE1306 No8 井戸狽j縦板 (640)

Zワν SE1306 No4 井戸狽I縦板 (692) ス ギ

′2露 SE1087 NIO] 井戸側縦板 (北東隅) (1035) スギ

′254 SE1491 N062 井戸側縦板 (目 盛板転用 ) (896) 11 ス ギ

ゴ25, SE1610 No7 井戸側縦板 (目 盛板転用) (428) ス ギ 放射性λ素年代No9

■256 102 SE1491 No71 井戸側横桟 (北面下段 ) 800 40

′ブ57 102 SE1491 Nα70 井戸側横桟 (東面下段)

′2露 102 SE1491 No22 井戸側横桟 (南面下段 ) 808

′259 SE1491 Nα30 井戸側横桟 (西面上段) 802

′フひθ SE1491 井戸側横桟 (上段) (400) ス ギ

′彦σ′ SE1491 No68 井戸側横桟 (西面下段 ) (乾 4) ス ギ

′クν SE1491 No65 井戸狽」横桟 (東面上段) (245)

′Z露 SE1284 Nol 井戸側横桟 ス ギ

′路4 102 SE1495 N03 井戸側横桟 (北面 ) ス ギ

′劾 SE1495 N04 井戸側横桟 (南面 )

′%ひ SE1495 Nol 井戸側横桟 (東面) 806 ス ギ 放射性炭素年代No6

ヱフσ7 102 SE1495 No5 井戸側横桟 西面 ) 802

ヱ268 103 SE1522 No22 井戸側横桟 東面下段 ) 852

192 ′269 103 SE1522 No35 井戸側横桟 (西面下段) 860

193 ′フ筋 SE1522 No18 井戸側横桟 (西面上段) 856 スギ

193 7ク/~7 SE1522 N020 井戸側横桟 (南面下段 ) ス ギ

193 ツ ″ SE1522 No17 井戸側横桟 南面上段 ) スギ

193 ゴフZθ SE1522 No19 井戸側横桟 (北面上段 )

′ク7率 SE1522 N021 井戸側横桟 (北面下段 ) 860 ス ギ

′瀕患 SE1522 N024 井戸側横桟 ?

′″Zδ SE4192 No8 井戸側横桟 582 ス ギ

′フ77 SE4192 No6 井戸側横桟 594 ス ギ

′2絡 103 SE4192 N07 井戸側横桟 584 ス ギ

194 ツ 々 103 SE4192 No3 井戸側横桟 572 ス ギ

194
=2∂
θ 103 SE5374 井戸側横桟 (南側 ス ギ

194 ′路■ 103 SE5374 井戸側横桟 (東側 564 ス ギ 放射性炭素年代No36

194 ′2∂塚 SE5100 N037 井戸側隅柱 (南東 (490) ス ギ

194 ′霧 SE5100 No86 井戸側隅柱 (南西 ス ギ

194 ′雰 を SE5100 No49 井戸側隅柱 (北東 ス ギ

■285 SE5100 hlo64 井戸側隅柱 (北西 ) (471) ス ギ

ダ塚∂δ SE5100 hlo6ユ 井戸側横桟 (北面下段 ) ス ギ

′ワ∂7 SE5100 No3ユ 井戸側横桟 ス ギ

′288 SE5100 No30 井戸側横桟 (南面下段) (734)

′必 9 SE5100 N041 井戸側横桟 東面下段 ) 802 ス ギ

′2∽ 104 SE5100 No29 井戸側横桟 南面下段 ) ス ギ

′29■ 104 SE5100 No50 井戸側横桟 (北面下段) (344) ス ギ

/2ク 104 SE5100 hlol 井戸狽t横桟 (北面上段 P) (364)

ヱ29♂ 103 SE7101 blo4 井戸側横桟 (南面上段) 492 ヒノキ科

′始4 103 SE7101 LTo5 井戸側横桟 (東面上段) 針葉樹

196 ′,95 SE7101 N06 井戸側横桟 (東面下段 ) 40 モ ミ属

196 ′2% SE7101 No7 井戸側横桟 (南面下段) モ ミ属

196 ■297 SE5044 東側 井戸側 (●41抜 ) 939 786 スギ 放射性炭素年代No37

rめs SP5062 柱 ス ギ 放射性炭素年代N048

/跨9 SP5078 柱 (558) ス ギ

′3ω SP5214 柱 (142) (140) ス ギ 放射性民素年代No39

′識■ SP5345 柱 (355) (97) ク リ 放射性炭素年代 No40

′′θ2 SPl198 柱 (248) マツ属複維管東亜属 放射性炭素年代hlo 15

′∂θ9 SP1476 柱 (146) (148) (74) スギ 放射性炭素年代No21

ゴ3陸 SP1481 柱 (344) (88) ス ギ 放射性炭素年代Noll

F」θ, 105 SP426 柱 (272) ス ギ 放射性炭素年代No2

′筋 106 SD900 柱 (282)

F,θ7 106 SE992 住 (200)

′勤∂ SE1610 柱 (230) (1l o)

′∂θθ SG2501 X55Y91 上層 (肩 ) 柱 (416) マツ属複維管束亜属

198 ′∂′0 SK1055 柱 (324) 202 ミズキ属 放射性炭素年代血10

198 イθ′′ SP5614 柱 ス ギ 放射性炭素年代No42

198 ′∂′′ SP1318 礎 盤 スギ 放射性炭素年代No17
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遺跡 品― 5

挿 図 遺物
写真

図版
遺構 出土地点 種類

法量 (cm)
材 質 備 考

長 さ 幅 厚 さ

/J′」 106 SP700 礎盤 スギ

/Jアを 107 SD2052 X49Y78 杭 (457)

′′′う 107 SD2052 X50Y79 杭 (397) 広葉樹 (環孔材 )

ダ′ダひ 107 SD2052 X49Y79 杭 (326) ケ ンポナシ属

′J,7 107 SD2052 X49Y79 杭 329 クマシデ属 イヌンデ節

′∂望』 107 SD2052 X50Y79 杭 サクラ属

′′ゴθ 107 SD2052 X50Y82 杭 (246) ネムノキ

ダ勁 SD2052 X49Y79 杭 (263) ケンポナシ属

′膨 ′ 107 SD2052 X50Y79 抗 (300) ケヤキ

′,″ SD2055 X50Y76 杭 (339) マツ属複維管東亜属

200 ′謬 107 SD2055 X50Y76 杭 (334) ンノキ属ハンノキ亜属

200 ,324 107 SD2055 X50Y76 下層 杭 (293) マ ツ属複維管束亜属 放射性炭素年代N044

200 ′認 5 SD2055 X50Y76 杭 ハンノキ属ハンノキ亜属

200 ′諺 ι SD2055 X50Y76 下層 杭 (5■2) マツ属複維管束亜属

200 ′∂ワ7 SD2055 X50Y76 杭 (169) マツ属複維管束亜属

200 ′認 3 SK2266 杭 (448) ク リ 放射性炭素年代N023

200 ′認 9 SK2400 杭 (345) ス ギ

′330 SK2455 杭 (386) ク リ

′33■ SE1306 板材

′332 SE1306 板材 (2■5)

望333 SE1306 No lユ 板材 (64) ス ギ

′露イ SK1510 網枠 ヒノキ

ダ335 SK1510 斎串 ス ギ

201 ′認δ SK1510 棒材 ス ギ

′∂97 SE7141 X20Y34 棒材 (269)

イ338 SE7141 X20Y35 棒材 (283)

′認θ SK7256 板材 49 ス ギ

′34θ 108 SE5100 棒材 258

/′イプ SE5100 N011 棒 材

202 ′∂
`″

108 SE5100 No10 棒材 (125) ス ギ

′∂
`θ

109 SE5100 No7 板材 222

202 Z9`` 109 SE1285 棒材 (175) ス ギ

202 ZとセAグ SE992 板材 (317) ス ギ

202 ′認δ SKl154 鉤針 ス ギ

202 ど,`7 SK127] 板材

F348 SK1271 hlo26 角材 122

202 ′3S SK1271 No24 板材 (113) スギ

202 ′,うθ SK1271 No30 板材 (119) ス ギ

′35■ SK1271 棒材 ク リ

202 フ∂う″ SK1271 板材

′95θ SK1271 板材 ス ギ

尾新保谷内遺跡 1

挿 図 遺物
写真

図版
遺構 出土地点 種類

法量 (cn・ g
材 質 備考

長 さ 幅 厚 さ 重 さ

203 ′3譴 X7Y56 1層 石皿 227 314000 安山岩

203 ′35ε SK1271 No2 敲石 6500 砂岩

203 ダ∂5ひ SD1343 凹石・蔽石 875 5020 安山岩

203
'357

Ⅱd層 石鏃 (32) (14) 安山岩

203 望∂う∂ SD528 石鏃 めのう

203 ′359 X41Y84 Ⅲ a層 石鏃 133 流紋岩

203 ′∂ひθ X19Y43 1d層 石鏃 (27) 025 160 安山岩

′90ゴ X40Y82 Ⅳa層 石鏃 605 凝灰質泥岩

204 ′θδ″ XlllY130 Ⅱ層 麿製石斧 1264 流紋岩

′∂ひθ SKl154 磨製石斧 1510 蛇紋岩

204 ゴ′ひを X35Y41 1層 磨製石斧 (52) 10195 蛇紋岩

204 ノ∂りう 2 X108Y107 Ⅲb層 磨製石斧 205 1800 蛇紋岩

204 プ366 X43Y73 1層 磨製石斧 (61) 24010 砂質凝灰岩

204 」,∂7 2 X72Y84 Ⅱ層 磨製石斧 (835) 1396 蛇紋岩

′」ι∂ 2 X93Y122 Ⅱ層 小型磨製石斧 055 蛇紋岩

204 ′∂δθ X39Y71 Ⅱ層 石錘 565 29960 安山岩

204 ′J知 I層 石錘 ? 14080 凝灰岩

′∂/~7 2 Xl10YH4 Ⅱ層 管玉未製品 065 凝灰質泥岩 成分は流紋岩質

204 ど∂″ 1 Xl16Yl13 Ⅱ a層 紡錘車 泥岩

205 Z97」 SD2055 X50Y76 下層 オ尻石卑 435 222 2100 凝灰質砂岩 別の分類として微粒砂岩

(対・粗粒砂岩)ともいえる

をθθ



第28表  中尾新保谷内遺跡 石製品 (2

挿図 遺物
写真

図版
遺構 出土地点 種類

法量 (cm・ g
材質 備考

長 さ 幅 厚 さ 重 さ

′,解 3 SG2501 X53Y89 最下層 (④層) 相輪 (189) 1065 1065 229000 凝灰質砂岩

′」7D~ 3 X48Y74 1層 硯 (855) (27) 2021 泥岩 高島硯

プ′Zひ 3 X65Y72 ■層 硯 355 粘板岩 高鳥硯 ?

望′〃 3 X76Y106 硯 (755) (10) 599 粘板岩

ノθZ9 3 SK5635 X62Y69 硯 32488 凝灰質泥岩 高島硯か

ダθ々 Xl13Y126 Ⅱ層 硯 P (33) 粘板岩

′,かθ 3 SD2055 X67Y69 茶 臼 (91) 9092 安山岩

′38■ 4 X63Y106 1層 砥石 (37) (325) 凝灰質泥岩 鳴滝砥中山

′∂ε彦 4 SD5321 砥石 疑灰質泥岩

′テ∂θ 4 SKl154 砥石 (26) (13) 凝灰質泥岩 天草砥

Fa84 4 X108Y106 Ⅱ層 砥石 (32) (34) (15) 凝灰岩 伊与砥

206 ヱ3絡 4 X106Yl14 Ⅱ層 砥石 (345) (■45) 凝灰岩 伊与砥 P

′∂∂ι 4 X77Y76 Ⅱ層 砥石 (525) (275) (135) 300 凝灰岩 伊与砥

206 ′′∂7 4 SD2052 X50Y79 ③層 砥石 (44) (10) 4128 凝灰質泥岩 鳴滝砥中山

206 ′∂∂ε 4 X29Y44 Ⅱ層 砥石 (74) 5305 凝灰質泥岩 鳴滝砥中山

206 ゴ389 4 SK4101 中層 砥石 (665) 6072 凝灰岩 名倉砥 ?

206 ′9釦 4 X88Y87 Ⅱ層 砥石 (475) 145 336 凝灰岩 伊与砥 P

′99F 4 X101Yl15 Ⅱ層 砥 石 凝灰岩 上野砥か在地産

206 ′濁2 4 Xl16Y102 1層 砥石 (645) 凝灰岩 天草砥備水 ?

206 ′∂9′ 4 X57Y103 Ⅱ層 砥石 (44) 1346 凝灰岩 天草砥

206 ′詢4 4 X29Y55 Ⅱ層 砥石 375 7270 凝灰質砂岩 天草砥備水 ?

206 ′
=θ
う 4 X65Y88 Ⅱ層 砥石 (1035) 495 凝灰岩 伊与砥 ?

206 ′3% X24Y40 Ⅲ a層 砥石 (77) (52) ユ2499 砂岩 大村砥

206 ′397 4 SE1087 砥石 (66) (52) 2142 凝灰岩

207 ′99∂ 4 SK819 砥石 (58) (91) 19■ 4 凝灰岩 伊与砥

207 ′識g SE1522 砥石 (1005) (31) 1125 凝灰岩 天草砥

207 ′
`θ

θ 4 X52Y91 Ⅲ b層 砥石 7620 凝灰岩 信州産

207 ′4θI 4 X84Y85 Ⅱ層 砥石 ? (925) (78) (395) 2328 凝灰岩

207 ′どν X52Y87 1層 砥石 325 20383 凝灰岩

207 望403 4 SK1540 砥石 1610 砂岩 大村砥

207 ′
`θ

翠 4 SG5704 X23Y58 砥石 (69) (23) 5488 凝灰岩 天草砥備水 P

207 プをθ5 X6Y45 1層 砥石 (925) 14761 凝灰岩 天草砥 ?

207 ′
`θ

ι 4 X83Y75 1層 砥石 375 683 凝灰岩 伊与砥 ?

207 ヱをθ7 4 SP5212 砥石 (127) (615) 41755 凝灰岩 伊与砥 P

アイθじ SK1540 砥石 (55) (17) (17) 凝灰岩 天草砥備水 P

207 ′
`θ

θ X91Y102 王寿雪 砥石 42 732 災灰岩 伊与砥 P

第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

属製品一覧 (1

挿 図 遺物
真

版

写

図
遺構 出土地点 種類

法量 (cm・ g)
備 考

長さ cm 幅 厚 さ 重 さ 。宮

208 ノ
`′

θ X70Y106 Ⅱ層 銭 開元通費) 17

208 ′を′′ X71Y92 Ⅱ層 銭 開元通費 ■7

208 ′を′ク SK1540 X71Y89 銭 太平通費 14

208 ′を′θ X97YЮ 4 Ⅱ層 銭 天lTg通費

208 プを′を 銭 景祐元賓

208 ′Z′σ X52Y68 Ⅱ層 銭 皇宋通費

208 ′を′ひ X93Y103 Ⅱ層 銭 元豊通費

アイ′7 X29Y52 工層 銭 元豊通費

208 ′∠′∂ X72Y88 1層 銭 聖朱元賓

208 アを′θ X85Y124 Ⅱ層 銭 寛永通費

208 ′勿 X61Y72 Ⅱ層 銭 寛永通費

208 ′をダ I層 銭 寛永通費

208 望者宅力7 I層 銭 寛永通費

208 Fη∂ X75Y93 ■層 銭 寛永通費

208 ′穆 X83Y108 1層 銭 寛永通費

ダワう X50Y94 1層 銭 寛永通費

208 ′笏 銭 寛永通費

208 ′4″7 SD2052 X50Y79 1層 銭 寛永通費 0

208 ′宏∂ X37Y80 1層 銭 寛永通費 0

208 ′ク9 X37Y78 1層 銭 寛永通費

208 ′43θ X65Y80 1層 銭 寛永通費

209 ′43■ X65Y108 Ⅱ層 銭 4枚融着 121

′432 Xl10Y100 Ⅱ層 小柄

209 ′433 X69Y901層 小柄

209 ゴ密を X46Y89 1層 小柄 12 121

209 ′435 X38Y83 Ⅱ層 小柄

をθf



第29表  中尾新保谷内遺跡 日H (2

挿図 遺物
写真

図版
遺構 出土地点 種類

法量 (cn・
= 備考

長さ cm 幅 厚 さ 重 さ 。g

209 ′ど∂0 115 X92Y123 Ⅱ層 算

209 ′r,7 X74Y100 1層 飾 り金具 77

209 」438 X43Y65 Ⅱ層 引手金具 蛍光 X線 /mk41TNo3

′イ∂θ Xl髄Y121 Ⅱ層 煙管 (雁首 )

′Zどθ X108Y132 Ⅱ層 煙管 (雁首

′44■ X72Y84 Ⅱ層 煙管 (雁首 (57) 005

′442 X106Y96 煙管 (雁首)

′443 X34Y76 Ⅱ層 煙管 (雁首)

′444 117 SD2055 煙管 (雁首 11

′密5 X83Y120 1層 煙管 (雁首 0

′446 X98Y120 Ⅱ層 煙管 (雁首) (100) 11 005

/447 煙管 (雁首

′448 X30Y40 Ⅱ層 煙管 (雁首

′449 117 X65Y97 Ⅱ層 煙管 (雁首) 005

」づθ X87Y124 Ⅱ層 煙管 (吸回 005

′巧 ′ X75Y76 Ⅱ層 煙管 (吸口) ll 005

′タ SG5704 X36Y60 上面 煙管 (吸口 005

′窃 X25Y64 1層 煙管 (吸口

′巧蓼 X75Y104 Ⅱ層 煙管 (吸口 ll

′をうう 117 X67Y74 Ⅱ層 煙管 (吸口 005

′あσ X50Y88 1層 煙管 (吸口 ll

′ZD‐ 7 X■OYl14 Ⅱ層 煙管 (吸口) ll

′筋 X53Y96 1層 煙管 (吸口

′
`,9

SD2052 X50Y79 1層 煙管 (吸口 18 110

′をδθ 117 X69Y86 1層 煙管 (吸口 ll

′Zσア X109Y123 Ⅱ層 煙管 (吸口 11

′を02 X75Y76 1層 煙管 (吸口 12

」をσθ X91Y121 1層 煙管 (吸口 ll 005

′をひ翠 X30Y49 1層 煙管 (吸口 13 0

プをあ X38Y43 Ⅱ層 煙管 (吸口 0

ゴをひσ X85Yl14 Ⅱ層 煙管 (吸回 11 0

SG2502 X58Y98 下層 鉄鍋 289 22028

′をδB X29Y49 1層 鉄鍋

′をひθ SP4003 鉄鍋

′を70 X33Y46 Ⅱ層 鉄鍋把手 ? (45) 蛍光X線分析N04

′翠7ア X47Y64 1層 針

7を 7″ SD5011 釣針状鉄製品 蛍光 X線分析No7

」を宥 X40Y64 Ⅱ層 轡 輪径

52

輪言Б

05

1205 衡136/13/13

金属学的調査血3 放射性炭素年代血3

′
`7率

X55Y84 1層 轡 122 輪径

55

輪部

06

街7715/13

′を75 X42Y51 Ⅱ層 轡 420 蛍光X線分析No6

アイZσ X80Y76 1層 轡 蛍光X線分析Nol

′
`77

X13Y31 1層 馬鉄の歯 (207)

′をZ, X29Y43 Ⅱ層 馬鍬の歯 金属学的調査Nol 放射性炭素年代血1

′イ孵 X46Y64 Ⅱ層 馬鍬の歯 (178) 金属学的調査陥2 放射性炭素年代lfQ2

′FBθ X39Y70 1層 馬鍬の歯

′密′ X69Y65 1層 馬鍬の歯 (92) 14

′υ SG5702 X56Y60 ピート層(③層) 鉤状鉄製品 1863 輪部 径16cm 幅0 8cm 厚さ03cm
金属学的調査Xla4 放射性炭素年代M

ゴぢθ X42Y49 Ⅱ層 盤 (155) 1259

′484 X53Y65 1層 磐 140 ll とユ

′45 SK4114 用途不明鉄製品 (43)

ゴ486 SE4154 用途不明鉄製品 276

′487 X28Y68 1層 警子 P 蛍光X線分析No2

′4認 SK5413 輪状金属製品 01 蛍光 X線分析No5

′期 X106Y97 Ⅱ層 鉄津 2175

′490 SK1271 鉄津

Fθワ



第V章 神明北遺跡

1 遺跡 の概 要

(1)概 要

神明北遺跡は,当初NEJ-21と して大野江淵遺跡と同一遺跡と考えられていた。しかし確認調査

の結果,中央部分に遺構のない湿地帯の広がりを確認した為,大野江淵遺跡から南側を分離し,新た

に神明北遺跡を設けた。現況は主に水田として利用されており,標高は3.4～4.9mを 測る。調査地区

は中央に氷見スーパー農道を挟んで北側をAl・ A2地区,南側をBl・ B2地区と設定した。調査

区の地形は,B2地区の南に流れる上庄川支流の野手川に向かって緩やかに下つている。
遺構は微高地のAl・ A2地区に集中しており,弥生～古墳時代・古代・中世の溝,土坑等を同一

面で検出した。遺物を伴う遺構が少ないため,主に遺構の埋土に基づいて時期を弥生～古墳時代・古

代と中世に分離した。B地区は確認調査に際して行ったプラントオパール分析の結果,湿地堆積層中

から高密度のプラントオパールが検出された為,水田跡である可能性を推定していた。しかし今回の

調査では畦畔など水稲耕作の痕跡は確認できず,中世の溝 1条を検出するにとどまった。この湿地堆

積層は植物遺体を多く含む土層で,A2地区南端部からBl・ B2地区にかけて広がっていることを

確認している。またAl地区北側にも湿地堆積層が広がつていることが確認調査の結果明らかになっ

ており,南北を湿地帯に挟まれた微高地上に遺跡が立地していることが伺える。但し今回の調査区内

に建物等は確認しておらず,集落の縁辺部にあたると考えられる。集落の中心は,西側の丘陵に続く

台地上,或いは南接する中尾新保谷内遺跡にあったと推察できる。

(2)土 層 (第216図 )
基本層序は,土層中に包含する遺物の年代を基に設定した。A・ B地区を通じて, I層 :表土・盛

土,Ⅱ層 :遺物包含層 (B2地区遺構検出面),Ⅲ層 :無遺物層 (Al・ A2地区遺構検出面),Ⅳ層 :

無遺物層とした。

遺物包含層であるⅡ層は,大地区ではⅡa～ Ⅱc,B地区ではⅡa～ Ⅱeに細分される。Ⅱa～ Ⅱ

c層 は両地区に共通する土層であるが,B地区は湿地帯の範囲にはいるため,粘性の強い土質となる。

Ⅱa層は黄灰色シルトを基調とする土層で,B地区では粘性が増して同色の粘土質シルトとなる。中

近世の遺物包含層である。Ⅱb層は黒褐色シルトを基調とする土層で,B地区では植物遺体を多く含

む同色の粘土質シルトとなる。弥生～古墳時代・古代の遺物包含層であり,B地区ではこの上面が中

世の遺構検出面である。Ⅱc層以下はA2地区南端部からB地区にかけて存在する土層で,湿地堆積

層と考えられる。湿地堆積層における掘削は,A2地区ではⅡc層 ,B地区ではⅡd層で止め,Ⅱ d

層以下については部分的に深掘りをして確認した。Ic層は大2地区では炭混じりの黒色シルトであ

るが,B地区では植物遺体を多量に含む黒色粘土となる。Ⅱd層はⅡc層 と同じ黒色粘土を基調とす

るが, Ⅱc層 との間に黒色の薄い層が入り, Ⅱc層 より植物遺体の合有が少ないことで区別できる。

Ⅱd層以下は無遺物層である。Ⅱe層は暗灰責色粘土を基調とし,植物遺体の含有は少ない。

A地区のⅢ層は遺構検出面で,灰オリーブ色砂を基調とする。B地区のⅢ層は砂混じりの黒褐色粘

土,Ⅳ層は暗オリーブ灰色粗砂である。

`θ

θ



1 遺跡の概要

朋□
□

中。近世遺物包含層

弥生～古墳・古代遺物包含層 II H  '日  遺構検出面

〔表土〕Ia層 :A地 区 25Y4/2暗灰黄色シルト
B地区 25Y4/1黄 灰色シルト(10YR4/2灰黄禍色シルト混)

Ib層 :B地区 25Y4/1黄 灰色シルト,炭化物混
〔中 近世遺物包含層〕工a層 :A地区 25Y5/1黄灰色ンルト

B地区 25Y4/1黄 灰色粘土質シルト
〔弥生～古墳・古代遺物包含層〕Ⅱb層 :A地区 25Y3/1黒 褐色シルト,炭化物混

B地区 25Y3/2黒 褐色粘上質シルト,植物遺体混
〔無遺物層〕Ic層 :A地区 25Y2/1黒 色シルト,庚化物混

B地区 25Y2/1黒 色粘土,植物遺体混
Ⅱd層 :B地区 25Y2/1黒色粘土,植物遺体混
Ⅱe層 :B地区 25Y5/2暗灰黄色粘土,植物遺体混
Ⅱ層 : A地区 5Yν2灰オリープ色砂
B地区 25Y3/2黒 褐色粘土 (Ⅳ層の砂カ ック状に混,植物遺体混)

V層 : B地区 25GY3/1暗オリーブ灰色粗砂

妖 比

ミ凝要ミ7⑮
鋲夕 本鋲

第216図

Zθy

神明北遺跡 基本層序



第V章 神明北遺跡

2 遺構と遺物

Al・ A2地区ではⅢ層上面で溝,土坑を検出している。溝から,弥生時代後期後半～古墳時代前

半の土器や,墨書土器を含む古代の土器が出上している。

Bl地区では遺構は検出されなかった。B2地区ではⅡb層直上で中世の溝 1条を検出している。

(1)弥 生～古墳時代 ・古代

A 滞

1号溝 (SDュ ,第219・ 220・ 225図,図版122～ 126)

A2地区ほぼ全域を北東から南西に向かって流れる。中央やや南西寄りの部分でSD6に切られる。

南西端付近にあるSK4と は切り合い関係が不明瞭で,同時期の埋没と考えられる。調査区内で確認

できる規模は, トレンチや溜池に切られる部分も含めて,長 さ40,6m,幅 1。 16～ 1,40m,深 さ6～ 36

cmを測る。埋土上層は黄灰色粘土質シルトを基調とするが,北東側は黒褐色砂質シルトとなる。水の

流れがあったと思われ,下層には暗灰黄色砂が堆積し,坦土それぞれに炭化物や酸化鉄粒が混入する。

須恵器 (′ ～∂)と古代の土師器 (θ ～ン)が出土している。須恵器には墨書のあるもの 4点 (ク ・

翠～σ)を含む。

′はS K90出 土片と接合した須恵器杯蓋である。頂部は回転ヘラキリ後ナデ調整する。端部は断面

三角形に成形するが九みを帯びる。胎土に僅かに混じる黒粒が回転ナデ調整により引き延ばされて,

器表面に薄い圏線を描いている。フ～どは須恵器で,2は杯蓋。頂部は回転ヘラキリ後ナデ調整し,

端部を九く収める。内面に大きく「稲力」と墨書する。 Jは有高台杯である。口縁端部は外側を面取

りして内傾させる。体部は薄く均―に仕上げているが,内底面にはロクロロ状の凹凸を残す。タト底面

は回転ヘラキリ痕を丁寧に撫で消して高台を貼 り付ける。翠～び。どは無高台杯で外底面は回転ヘラ

キリ後ナデ調整する。どの口縁部は摘むように外反させる。孝～びの外底面には墨書文字がみられる。

をは判読不可能。5は細筆で書かれている文字がわずかに一部認められる程度である。びは「佃力」。

9～2は古代の上師器である。 9～ヱπは椀。体部内外面を回転ナデ調整しタト底面に回転糸切り痕を

残すものと思われるが,摩耗して調整が不明瞭なものが多い。′び。′7は器壁が厚いつくりである。ヱど

も椀の底部片であるが,内面をヘラミガキし,体部外面を手持ちヘラケズリする。外底面には回転糸

切り痕を残す。′9、努は小型甕である。′9の頭部の稜は緩く,口縁部は外面を軽く面取りするが端部

は丸く収めている。内外面ナデ調整で外面下半を手持ちヘラケズリしているようであるが,全体に摩

耗しており,調整は不明瞭である。外底面には回転糸切り痕を残す。ゴ9・ %イよ胎上に直径 1～ 2 mllの

砂粒を多く含む。刀は薄く丁寧な作りで,口縁は肩部との境で稜をもって外傾し,上端部をわずかに

引き上げる。外底面は回転ヘラキリ後ナデ調整で,肩部外面に回転カキロ調整を行う。内外面にスス

が付着する。〃は甕。口縁部は稜をもって外傾し,端部は外面を面取りして上に摘むように成形する。

体部上半の内外面に回転カキロ調整を施し,体部外面下半から底部にかけての範囲を手持ちヘラケズ

リするが,器表面は二次被熱による爆ぜたような薄い剥離が目立つ。

3号溝 (SD3,第 219・ 220図 )
A2地区南西部に位置する。細く東西方向に延び,西側は調査区外にかかる。幅32～ 60cm,深さ7
～ 9 cmを測る。埋土は黒褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物はない。

33号溝 (S D33,第219。 220図 )

A2地区北部に位置し,北西から南に向かって廷びる。北端近くでS D71を ,南端近くでS D32を

をθσ



2 遺構と遺物

切る。幅32～ 75cm,深さ7～ 10cmを測る。埋土は暗灰黄色砂が混じる責灰色粘土質シルトである。出

土遺物はない。

58号溝 (S D58,第219。 220図 )

A2地区北東部に位置する。東西方向に延び,東側は調査区外にかかる。幅54cm,深さ1lcmを測る。

埋土は暗灰黄色砂が混じる黄灰色砂質シルトである。出土遺物はない。

64号溝 (S D64,第219。 220・ 226図 ,図版123)

A2地区北東部に位置する。東西方向に延び,地形の傾斜に沿って緩く弧を描 く。幅94cm,深さ8

cmを測り,他の溝に比べて幅が広 く浅い。埋土は責灰色砂質シルトと暗灰黄色砂の混土を基調とし,

水流の影響は考えにくいことから,耕作等に伴う鋤溝と考えられる。土師器甕 (劾 が出上している。

%は弥生時代末～古墳時代の甕底部と思われるが,全体に摩耗が著しく,調整は不明瞭である。

66号溝 (S D66,第219。 220図 )

A2地区北端に位置する。東西方向に延びる。廷長上にはS D64が位置しており,同一の溝である

可能性がある。幅は52cm～ lm,深 さは 8～ 9 cmを 測る。埋土はS D64と 同じ黄灰色砂質シルトと暗

灰責色砂の混土である。出土遺物はない。

71号溝 (S D71,第219。 220図 )

A2地区北部に位置する。緩い弧を描きながらS D66の南を併走し,途中 S D33・ 69に切られる。

S D71の北西端はS D81と 重複するが,若干埋上が異なることと溝の延びる方向が異なることから別

遺構とした。 S D71の埋土は責仄色シルトと暗灰黄色砂の混土で,下層は砂を多く含む。 S D81の埋

土は黄灰色砂質シルトの単層である。 S D71・ 81と も出土遺物はない。

78号溝 (S D78,第219。 220図 )

A2地区北部に位置する。 SDlの東側に南北方向に延びる。幅1,05m,深さ15cmを測る。埋土は

暗灰黄色砂が混じる黄灰色砂質シルトである。出土遺物はない。

101号溝 (S D 101,第 219。 220図 )

Al地区中央やや東寄りに位置し,北東から南西に向かって直線的に流れる。SDlと 同様の方位

に延びており,併走するとも思われるが,A2地 区では続きとなるような溝は検出していない。北東

部分で S D l10を切る。長さ8,7m,幅 84cm,深 さ12cmを測る。埋土は黄灰色粘土質シルトの単層であ

る。土師器小片が出上している。

108号溝 (S D108,第 219。 220,226図 ,図版123)

Al地区中央に位置し,北西から南に向かって直線的に流れる。北西部分はS K109に切られ,南

部分は調査区外に延びる。長さ4.5m,幅1.64m,深さ26cmを 測る。埋土は黄灰色粘土質シルトと暗灰

黄色砂の混上を基調とし,底面に薄く酸化鉄粒が形成された黄灰色砂質シルトが堆積していることか

ら,若千の水の流れがあったと考えられる。弥生土器 (2の が出土している。

%イよ高杯の口縁部片である。器表面をヘラミガキしているようであるが,摩減と剥離により調整は

不明瞭である。

110号溝 (SD■0,第219・ 220。 224・ 226図,図版122・ 123)

Al地区中央に位置し,東から西に向かって流れる。東部分はS D101に切られ,南西端をわずか

にS K109に切られる。平面形態は直線的であるが,東端で緩い弧を描く。長さ10。lm,幅2.82m,深

さ26cmを測る。埋土上層には炭化物・酸化鉄粒を含む黄灰色粘土質シルト,下層には黄灰色砂質シル

トと暗灰黄色砂の混上が堆積しており,水流の影響が考えられる。弥生土器 (ク7～η),板材 (スギ),

をθび



第V章 神明北遺跡

自然木 (スギ)が出上 している。

〃Яよ壷の口縁部である。口縁端部を薄 く引き出してわずかに外反させる。日縁部外面には,摩耗 し

て不明瞭であるが擬凹線が巡る。内面は横位の,外面は斜位のハケメ調整を施す。弥生時代後期～終

末期 (法仏～月影式)に比定できる。必 は童の底部である。外面に縦位の目の細かいハケメ調整の跡

が残る。内面は摩耗しているが,外面と同様に目の細かいハケメ調整がなされていたようである。刀

は甕の口縁部小片である。器表面の摩耗が著しい。認は甕か重の肩部片である。内面を横方向のヘラ

ケズリ,外面を回転ナデ調整し,外面にススが付着する。

B 土坑

2号土坑 (SK2,第 219・ 221図 )
A2地区中央南寄りに位置する。平面形は東西方向に長軸を持つ楕円形で,長径2.14m,短径1.12

m,深さ16cmを測る。埋土は黒掲色粘土を基調とし,上層に薄く暗灰黄色砂の混じる黄灰色粘土質シ

ルトが堆積する。出土遺物はない。

18号土抗 (S K18,第219・ 221図 )

A2地区中央西寄りに位置する。平面形は南北方向に長軸を持つ楕円形で,長径1.3m,短径72cm,

深さ 8 cmを 測る。埋土上層は暗灰黄色砂の混じる黒褐色砂質シルト,下層は責灰色砂質シルトが混じ

る暗灰黄色砂を基調とする。出土遺物はない。

22号土坑 (S K22,第219。 221図,図版122)

A2地区中央南西寄りに位置する。平面形は西側が尖る精円形で,長径3.12m,短径1.24m,深 さ

36cmを測る。埋土は酸化鉄を含む黄灰色粘土質シルトを基調とし,肩部に暗灰黄色砂,底面に植物遺

体を含む黒褐色粘上が薄く堆積する。一定期間,開口状態にあったものと思われる。出土遺物はない。

50号土坑 (S K50,第219。 222図 )

A2地区中央やや南寄りに位置する。 S K50は東部分をS K49に ,北部分をSD6に切られる。平

面形は不整形で,確認できる長さは長軸2.46m,短軸1.83m,深 さ26cmを測る。埋土は上層が黄灰色

粘土質シル ト,下層が黒褐色粘土を基調とする。SD6を挟んで北に位置するS K48は S K50と 同一

遺構とも考えられるが,埋上が黒褐色砂質シルトを基調としており, S K50の埋土とは若干異なるた

め別遺構とした。 S K50か らは土師器小片が出土している。

55号土坑 (S K55,第 219,223図 )

A2地区中央北西端に位置する。南西部分をSD6に切られる。平面形は不整形で,長軸 6m,短

軸4.2mを測る。深さは,南部では浅く10cm,北へ向かうにつれて深 くなり,最深部では36cmを測る。

埋土は,南部では責灰色粘土質シルトと暗灰責色砂の混土,北部では暗灰黄色砂から黒褐色粘上を主

体とする。出土遺物はない。

82号土抗 (S K82,第219。 221,226図 ,図版122・ 123)

A2地区北西に位置する。東側で S D81を切る。平面形は楕円形で,長径1.82m,短径84cm,深 さ

21cmを 測る。埋土は黒褐色砂質シルトを基調とし,底面には暗灰黄色砂が混じる。土坑の東半部から

弥生土器 (貿)と 珠洲が出上している。

例はくの字状口縁で端部を丸く収める甕である。口縁部の内外面はナデ調整,胴部上半は外面は斜

位のハケメ,内面は横位のヘラケズリをおこなう。胴部下半は内外面ともヘラケズリして平底に仕上

げているが,外面は摩耗しており調整は不明瞭である。胴部中程の外面にはススが付着する。弥生時

代後期以降の時期が考えられる。

をθ7



2 遺構と遺物

89号土坑 (S K89,第219。 222図 )

☆2地区中央南西寄りに位置する。平面形は北東角の張る隅九方形で,長軸1.16m,短軸1.lm,深

さ18cmを測る。埋土上層は暗灰黄色砂の混じる責灰色粘土質シルト,下層は黄灰色砂質シルトの混じ

る暗灰黄色砂が堆積する。出土遺物はない。

106号土坑 (S K106,第 219。 222図 )

Al地区中央南寄 りに位置する。平面形は南東側がややゆがむ楕円形で,長径1.66m,短径88cm,

深さ22cmを 測る。埋土上層は黄灰色粘土質シルト,下層は炭化物の混じる黒褐色粘土質シルトで,土

層内に酸化鉄がみられる。出土遺物はない。

107号土坑 (S K107,第 219。 222図 )

Al地区中央南端に位置する。西部分で S D108を 切る。平面形は楕円形で,埋土は上層が黄灰色

粘土質シルト,下層が黒褐色粘土質シルトを基調とする。土師器小片が出土している。

109号土坑 (S K109,第 219・ 224図 )

Al地区北西に位置する。北西部分は調査区外にかかり,南西端は攪乱を受けるため,南東部分の

み検出した。北東部分はS D108,110を 切る。平面形は不整形で,長軸7.4m,短軸2.86m,深 さ46cm

を測る。埋土上層は黄灰色粘土質シルト,下層はオリーブ黒色粘土を基調とし,下層から自然木 (ウ

コギ属)が多く出上している。底面まで完掘していないが,オ リーブ黒色粘上の下には暗灰黄色砂が

堆積しているようである。土師器小片が出土している。

113号土坑 (S Kl13,第 219・ 222図 ,図版122)

A2地区北西角に位置する。西部分は僅かに調査区外にかかる。平面形は楕円に近い多角形で,長
径1.4m,短径1.04m,深さ38cmを 測る。埋土は黒褐色シルトを基調とし,下層は粘性が強くなる。 ト

イレ遺構の可能性を考えて土壌分析を行ったが,寄生虫卵は検出されていない注1。 下層から板材 (ス

ギ)が出土している。

(2)中 世

A 溝

6号溝 (SD6,第 219・ 220・ 222・ 223図 )
☆ 2地区中央やや南西寄りに位置する。南東から北西方向へ向かって調査区を縦断し,調査区外へ

抜ける。SDlと直交する部分で一旦途切れるが,同 じ埋上である為,同一の溝が続くものと考えた。
調査区中央部分で SDl・ S K50を ,北西部分で S K55を それぞれ切る。長さは,南東部分3.7m,

北西部分9.8m,最大幅54 cm,最大深13cmを測る。埋土は黄灰色砂の単層である。出土遺物はない。

69号溝 (S D69,第219,220図 )

A2地区北端に位置する。ほぼ直線的に東から西へ流れ, S D71を 切り込む辺りで消滅する。確認
できる長さは5m,最大幅36cm,最大深 2 cmを測る。埋土は黄灰色砂の単層である。出土遺物はない。
1001号溝 (S D 1001,第 218・ 220図 )

B2地区中央北寄りに位置する。直線的に南東から北西に向かうが,南東部分は近世の溜池とトレ
ンチに切られ,北西部分は調査区外へ抜ける。長さはトレンテに切られる部分も含めて12.6m,幅

1.94m,深さ18cmを測る。埋土上層は灰黄色砂を基調とし,下層には植物遺体を含む黄灰色粘土質シ

ルトが堆積する。出土遺物はない。

注1 第二分冊 自然科学分析 パリノ サージェイ株式会社 「神明北遺跡の自然科学04h」
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第V章 神明北遺跡

3 包含層出土遺物

(1)土器・陶磁器・土製品
土製品 (第226図ν～ン,図版126)

土師質の管状土錘である。νは細身で中央がやや膨らむ樽型のもの。下端部をわずかに欠損するが ,

ほぼ完形で残存する。長さ4.4cm,最大幅1.lcm,孔径0,3cm,重さ4.66gを 測る。留・認は太身のもの

で,大部分を欠損するが樽型と思われる。
"は
孔径1,7cmを測る。

弥生土器 (第226図節～孝θ,図版123)

後期を中心とするものが多くみられ,一部古墳時代に降る。%は小型高杯。外面を縦位にヘラミガ

キし,脚部内面にハケメ調整痕を残す。脚部内面を除く全面に赤彩する。胎土に赤色酸化粒を含む。

"は
蓋。器表面はナデ調整と思われるが摩滅しており調整は不明瞭である。胎土に海綿骨針を含む。

∂7は有段口縁重。頸部が直立し,口縁部にかけて強く外傾する。内外面とも回転ナデ調整である。赤

色の発色を目的としたものであろうか,胎土に赤色酸化粒が多く含まれる。認 は甕。口縁部外面に稜

をもつ。外面に横方向のハケメが薄く残る。印は甕の口縁部片。くの字状口縁でナデ調整する。翠θは

壷の底部片。器表面は摩滅する。

土師器 (第226図狙～瓦ォ図版124・ 126)

狙は甕の底部である。内底面にロクロロ状の段が残り,底部と体部の境の内面にハケメ状の平行横

線がわずかにみられるが,全体に摩耗しており調整は不明瞭である。外底面に回転糸切り痕が残る。

胎土は粗く直径 1～ 211mの砂粒を多く含む。ワ～刃は椀である。フは内面見込みにヘラミガキを加え

ている。外面の体部下半のみ手持ちヘラケズリし,外底面には回転糸切り痕を残す。′どと同様の器面

調整である。容は全体に摩耗が著しいが,体部外面下半に回転ヘラケズリ,内底面にヘラミガキ調整

が施されていた可能性がある。外底面は静止糸切りのようである。胎上に海綿骨針と赤色酸化粒を含

む。ttZ～刃は体部内外面を回転ナデ調整し,外底面に回転糸切 り痕を残すものと思われるが,摩耗が

著しく調整が不明なものが多い。胎土には海綿骨針と赤色酸化粒を多く含む。を7の内底面は櫛状具に

より斑点状に浅く削られている。焼成後のもので,使用に伴うものと考えられる。土師器の時期は,

ヘラミガキやヘラケズリのみられるク・なが 9世紀前半,他が 9世紀～10世紀に収まると考えられる。

須恵器 (第227図2～

“

,図版124・ 125)

2～露は杯蓋である。Яは転用硯。内面が摩耗し滑らかで,墨が付着する。フ・
"は
端部を丸く成

形する。房・防・5/・

“

の端部は三角形状に仕上げるが,"は九みを帯びる。7は頂部を回転ヘラケ

ズリする。σ/の器壁は厚 く,肩部を2～ 3条回転ヘラケズリしている。何～7グは杯である。フは軟質

焼成で体下部の器壁が厚 くつくられる。徳～体は無高台杯の底部片である。外底面は回転ヘラキリ後

ナデ調整されるが,体の底部は回転ヘラケズリの再調整が加えられ,平滑な仕上がりである。師の外

底面には墨書文字があるが,判読不可能。ωは体部外面に沈線が 1条巡る。知～〃は有高台杯の底部

片である。知の外底面には焼成時の自然釉が薄く斑点状に降りかかる。絡・るの内面見込みは摩耗し

て滑らかである。図示はしなかったが,2・ 窪 。%の体部外面には櫛状具による薄いカキロ状平行沈

線が一部にみられる。焼成前のもので,土器製作時についたものと思われる。疹・〃の外底面は回転

ヘラキリ後に回転ヘラケズリで再調整されており,平滑な仕上がりである。〃の体部は底部から角度

をつけて立ち上がっている。/‐8は把手である。ヘラで面取りし成形される。付着する器壁が 3硼弱と

薄いため,小型の鉢等につくものと考えられる。印は鉢の口縁部片である。日縁端部を外方に引き出
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3 包含層出土遺物

す。

“

は高杯の脚部である。内外面とも回転ナデ調整で底端部は九く仕上げる。割は長頸瓶の口縁部

である。認は瓶類の口縁部片である。回転ナデで口縁部を屈曲させて段をつくる。訂は壺か瓶の底部

片である。外方に踏ん張る高台を底端部に貼 り付ける。能・筋は甕の口縁部片である。口縁部に凸帯

と沈線を巡らせ,間に波状文を描 く。

中世土師器 (第228図

“

～%,図版127)

%イよ底部から緩やかに九みを帝びて立ち上がり,口縁部を一段ナデして端部に弱い面取 りを施すも

ので,越前分類のNBI類 である。ど/・ 那は器表面の摩耗が著しいが,一段ナデで口縁部を緩く外反
させる小型の皿で,NDⅡ 類である。脚～露は回縁部を強く一段ナデして外反させる平底の皿でNC
I類である。

"は
口縁部を一段ナデして外反させ,端部を上方に摘むものでNE類である。

“

～即・

2～%は胎土に赤色酸化粒を多く含み,赤味が強く発色する。男の内底面には中心からずらしたとこ

ろに灯心用の穴を穿つている。穴は貫通せずに器壁の2/3程 を決 り,外面に向けて器壁が押し出され

て,底面は僅かに膨らみをみせる。胎土に海綿骨針を多く含み,内外面に油煙が付着する。2の 口縁

部にはタール状の油煙が厚 く付着する。Mは 12世紀末～13世紀前半,∂7～身は14世紀代,"は 14世紀

後半～15世紀に位置付けられる。

陶磁器 (第228・ 229図%～′鉗・フ9,図版127・ 129)

%は瀬戸美濃の天目茶椀である。口縁部の屈曲は弱く端部は九く収める。鉄釉を施すが外面体部下

半は露胎とする。9Яよ瀬戸美濃の皿である。全面に灰釉を施し,内面見込みに印花文を押す。断面三

角形を呈する小さな付高台の内側には輪 ドチ痕が残る。男は瓦質土器の火鉢である。大半を欠損する

が,浅鉢形をとると思われる。外面の口縁部下には,剥離するが 2条の凸線を巡らせた痕跡が残り,

その間に雷文と九のスタンプを押捺する。男～f例は龍泉窯系青磁である。
"は
大宰府分類の杯Ⅳ類

で,体部外面に鏑蓮弁文を有するものである。14世紀初頭～中頃にあたる。′
"は
碗 I-2～ 4類。

高台を欠損する。内面には体部と見込みの境にヘラ片彫 りで 1条の沈線を巡らせ,体部にもヘラで文

様が片彫 りされる。12世紀中頃～後半。ヱωは杯Ⅲ-1類で,釉が米色に発色する。小片のため口径
が出せなかったが,大杯となる可能性が高い。上質品である。13世紀中頃～14世紀初頭前後。′νは

白磁皿Ⅸ-1類。全面に施釉し,内面の体部と見込みの境に沈線を片彫 りする。13世紀中頃～14世紀

初頭前後。′餌は白磁小碗V類ないしⅥ類。口縁部が外反し,内面に櫛目文を施す 2c'類 である。
11世紀後半～12世紀前半。ツフは古頑戸の花瓶である。外底面は回転糸切 りで,縁端部をヘラで面取

りする。内面にロクロロが残る。脚部の一部には錆釉がかかる。後期様式Ⅳ期である。

珠洲 (第228図′ν～′%,図版128)

′梃～′θЯよ甕。′%・ ′θ例ま器具を用いて口縁部を強く外反させており,7%の 回縁端部には成形時

の圧痕が巡る。吉岡編年の 13期 (12世紀末)に該当する。′防 ・ゴθアはⅣ期 (14世紀前半～中葉)。 ′露・

ヱωは壼。ゴ露は焼成不良で胎上が軟質である。Ⅳl期 (14世紀前半)。 ′
"は
内面にロクロロを残し,

内外面に炭化物が付着する。 I期か。ヱ′θ～彪ιは悟鉢。ガθ・ガヱ・ガソ・コ5は口縁端部を面取りして

仕上げ,底部に向けて厚みが増すもので,焼成も良好である。 I tt。 ガヱの注口部は,左手親指と人

差指 。中指を基部に当て,右手親指で押さえるように口を深く折り込む様子が看取できる。
"ク
・」∂・

ガσ・′
"は
端部を方形に仕上げているが,成形・焼成ともに若干あまい。Ⅳl期 (14世紀前半)に比

定される。
"′
とガσは接合はしないが同一個体である可能性が高い。

"/～
′刻 は口縁部内端を摘むよ

うに引き出すもの。Ⅱ期 (13世紀前半)。 ′2♂・ア〃は回縁端部が内傾し,卸 目が見られないもので,

7%は薄く均一なつくりである。影馴よⅣ2期 (14世紀中葉),′%は V期 (14世紀末～15世紀前半)。 ′25。
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第V章 神明北遺跡

′%は底部で外底面に静止糸切り痕を残す。内面の卸目は直線的に8条かけあわせるが,乏bは卸目が

深くⅡ期,乏ιはⅣ期に比定される。

越中瀬戸 (第229図ワグ～′yど,図版129。 130)

ツグ～′那は削り出し高台の内禿皿で,日縁部に鉄釉を施す。ヱ例は内全面に鉄釉を施し,見込みに

重ね焼きによる輪状の熔着痕を残す皿である。外底面は回転糸切りで無釉とするが,鉄釉のハネと焼

成時の熔着物が目立つ。ヱνは内禿皿である。外底面は回転糸切 りで無釉とするが部分的に錆釉がつ

く。口縁部は鉄釉と思われる。′留は貼付高台の九皿である。見込みに12弁菊の印花を押捺する。日

縁部に鉄釉,見込みと外底面に錆釉を施す。′ンは火入れの底部で,底部から垂直に体部が立ち上が

る。底部から体部下半にかけて回転ヘラケズリし,断面台形の高台を貼 り付ける。内底面は無釉であ

るが口縁部には錆釉が施されていたようである。外面は体部下半から高台接地面まで錆釉を施し,高

台の内側は露胎である。ヱ%～′∂Яよ匝鉢である。外底面に回転糸切り痕を残す。全面に錆紬を施し,

ヱ節のみ体部外面に鉄釉を施す。′」πは体下部を 1条回転ヘラケズリして仕上げる。′%・ ′J年は外面に

指頭圧痕を残す。′努～ツσは壷である。肩が張り短い口頸部をもつもの (′認～ゴ孝の と顕部から肩部

にかけてなだらかに屈曲するもの (塑′～ツσ)がある。いずれも口縁端部を面取りし,内外面に錆釉

を施す。′即・」をθ・認5は口縁端部を僅かに外方に引き出す。フπ・フ∂は橋鉢で,全面に錆釉を施す。

フどの内面には 7日一単位の卸目を引き,外底面には回転糸切り痕を残す。

近世陶磁器 (第230図ヱ刀～′P,図版129～ 131)

=刃
～′
"は
唐津である。′刀～′影は皿で,内面全体と体部外面中位まで灰釉を施す。′刀～′νの内

底面には胎土目跡が残る。′刃・′Яは体都中程に明瞭な段をもつ。いずれも削り出し高台であるが ,

′2～ヱD~4は高台内部のみヘラケズリするのに対 し,′刃は体部下半から底部にかけての範囲を削って

高台を方形に仕上げている。高台接地部分は使用による摩耗がみられるものが多い。′万は鉄絵を施

した後に透明釉をかけた皿。内面に胎土目跡が残る。高台は削り出して方形に仕上げる。

ヱπ～′
"は
伊万里である。ヱ

"は
白磁の小杯。厚みのある底部から体部が直線的に延び,日縁部は

鋭く外反する。高台は断面台形に削り出す。内全面と体部外面を施釉 し,高台は無釉とする。ゴσグ～

ヱ刃は染付碗である。ヱσ/~lま体部外面下半に 1条線を巡らせて,その上に一重網目文を描く。高台の外

面上部にも一部圏線がみられる。′πは体部外面下半に 1条線を巡らせ,その上に若松のコンニャク

印判を押す。′刃は体部外面下半から高台外側に3条 ,高台内部に 1条の圏線を引き,内狽1に銘を入

れる。大きめの貫入がみられる。′ωは見込みを蛇の目釉剥ぎする碗である。内面と体部外面上部に

白濁した釉がかかる。ヱα～′
"は
皿である。ゴ例は外面の高台と体部の境に 1条線を巡らせ,見込み

に崩れた寿文を入れる。高台は細 く削り込まれる。ヱクは見込みの外周に2重の圏線を引き,中央に

丸を書く。内底面には重ね焼きの高台輪跡が残る。外面には高台上半に2条,体部下半に 1条線を巡

らせる。ア餌は内底面に菊花文を描 く。75π・′刃 ・ヱα ～′
"は
高台畳付に焼成時の砂が付着する。′7

は土師質土器の七厘である。日縁部が折り曲げられ,内面に段がつく。

(2)木 製品 (第230・ 231図′体～」π,図版132)

′
"は
漆器椀である。内外面とも黒い下地の上に赤漆塗りをする。素地に幅 2 alal程度の挽跡がみら

れる。横木取り,柾 目と思われる。高台内に山形の文様を2つ組み合わせた銘款を黒色漆で施す。樹

種はカツラ属。ヱ
"は
折敷である。両端に木釘の穴があく。表裏に刃物痕と思われる細い線状の跡が

みられ,ま な板に転用されている。樹種はスギ。ヱσ/はほぞとほぞ穴のある部材である。樹種はクリ。

ヱ餌は漆器の蓋である。内外面に薄く黒色漆が塗られる。樹種はヒノキである。

をど′



3 包含層出土遺物

(3)石製品 (第231図ヱω～ヱz図 版133)
′ωは楕円形に整形するが全面に粗い擦痕を残す板状の石製品である。未製品と思われる。石材は

凝灰質泥岩である。′知～ヱクは凝灰岩の中砥石である。′知の砥面は3面で,いずれの面も斜めに反

りの入つた湾曲面をみせる。鎌を中心に錠等の大型品も研いでいたと推測される。産地は天草の可能

性が高い。′々 の砥面は4面で,う ち2面が特に強く弧状に窪んでいる。いずれの面も斜めの反りが

みられることから鎌を研いでいたものと思われる。乳白色の凝灰岩で産地は不明である。′フは2面

に鋸による切断面がみられる。切断面は上からと下からの2方向の鋸引き痕がみられ,中央に細長い

三角形状の折り口が残る。 3面が砥面となっているが主体は 1面で,大 きく湾曲している。砥面には

斜めに反りが入つており,鎌を研いでいたものと推測される。産地は長野方面のものか。

(4)金属製品 (第232図ゴ2～′寓,図版133)
y宥～ヱるは煙管の雁首である。′密は脂返しが下方に大きく湾曲して火皿にとりつくもので,火皿

との接合部には細い銅板を巻き付けて補強している。羅苧を挿入する部分に肩がつく16世紀末から17

世紀初頭に多くみられるものと思われる。′2・ 」るイよ脂返しの湾曲は小さく補強帯もみられない。18

世紀後半。′るの小口には木製の羅手が挿入され残存していた。′密は把手金具と思われる。弓状に湾

曲した両端に接着痕が残る。′〃・′絡は北宋銭で,y〃は宋通元賓 (960年初鋳),ヱ絡は元豊通賓 (1078

年初鋳)である。′孵～ヱμは寛永通賓 (1636年初鋳～幕末)。 ヱ2・ ′例は「賓」の字がいわゆる「ス

貝」になる古寛永で明暦 2(1656)年 までに鋳造されたもの。同様に′冽は「ハ貝宝」の新寛永で寛

文 8(1668)年 以降に鋳造されたものである。

4 まとめ

神明北遺跡では,弥生時代～古代・中世の遺構を検出した。遺構面は明確には分かれず,埋土から

2面に分離している。弥生時代～古代の遺構には,溝,土坑がある。遺物を伴っているが,量は少な

い。今回の調査では住居や井戸は検出されていないことから,集落の縁辺部の様相を呈していると思

われる。遺構は微高地のAl・ A2地区に集中しており,A地区周辺,特に西側の丘陵に続く台地上
に集落の中心がある可能性が考えられる。出土遺物の年代は,弥生時代末～古墳時代前半と8～ 9世

紀のものが多くみられる。

B地区では水稲耕作の可能性も考えられていたが,今回の調査では水稲耕作に関わる遺構は検出で

きなかった。確認調査において,南に位置する中尾新保谷内遺跡との間に,谷状の落ち込みと植物遺

体を多く含む土層が確認されており,湿地帯が広がっていた景観が考えられる。また,Al地 区北側
にも湿地堆積層の広がりが確認されており,南北を湿地帯に挟まれた微高地に遺跡が立地していたこ

とが伺える。

中世の遺構としては溝 3条を検出したが,遺物を伴ってはおらず詳細な年代は不明である。中世 。

近世の遺物として図示したものは,全て遺物包含層から出上している。遺物の年代は,12世紀後半～

13世紀前半,14世紀代のものが多くみられ,周辺に当該期の集落の存在を示唆するに留まる。

を
=〃

(朝田亜紀子 )



漆

同
――
日
／

第V章 神明北遺跡

m

第217図 神明北遺跡 Al・ A2地区遺構全体図
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第218図 神明北遺跡 Bl・ B2地区
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第V章 神明北遺跡

SDl,SD3・ SD6。 SD32・ SD33・ SD58。 SD64・ SD66・ SD69。 SD71・ SD78・ SD81・ SD101・ SD108・ SDl10
SK2。 SK4。 SK8。 SK18。 SK22'SK23・ SK48～ SK50。 SK55。 SK72・ SK82・ SK89・ SK90・ SK106
SK107・ SK109。 SKl13
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第219図 神明北遺跡 遺構実測図
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第221図 神明北遺跡 遺構実測図
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SD6
125Y6/1黄灰色砂
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第222図 神明北遺跡 遺構実測図
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を
=∂



SD6。 SK55
12う Y4/1黄灰色緒土質シルト
2,う Y3/1黒褐色粘土
よつうY4/1黄灰色粘土質シルト("マ4/1黄灰色砂質シルト300/9・ 25YS/2

425Y5/2暗灰賞色砂 (ワうY4/1黄灰色砂質ンルト郷%混 )
,25Y5/2暗灰黄色砂 (25Y3/1黒欄色砂質シルトm%混 )
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神明北遺跡 遺構実測図
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第30表 神明北遺跡

遺構 旧遺構番号
規模 (m)

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
幅 深 さ

SDl A2-SD01 土師器(チ彰め,須恵器0～め <SD6・ SK8'SK23・ SK72 219,220

SD3 A2-SD03 0611 009 219  220

SD32 A2-SD32 くSD38 219・ 220

SD33 A2-SD33 075 >SD32・ SD71 219'220

SD58 A2-SD58 054 219'220

SD64 A2-SD64 094 土師器 (芝か 219'220

SD66 A2-SD66 100 219・ 220

SD71 A2-SD71 SD33・ SD69>SD71>SD8] 219。 220

SD78 A2-SD78 105 219・ 220

SD81 A2-SD81 009 くSD71・ SK82

SD101 Al― SD101 084 土師器 >SDl10 219・ 220

SD108 Al― SD108 164 弥生土器骸の くSK107・ SK109 219・ 220

SDl10 Al― SDl10 Z82 弥生土器 (ク作η),板材 くSD101・ SK109
219・

220・ 224
122

第V章 神明北遺跡

1 弥生～古墳時代・古代 土坑―

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
長 さ 幅 深 さ

SK2 A2-SK02 精円 016 219・ 221

SK4 A2-SP04 円 036 032 037 219・ 220

SK8 A2-SP08 円 (044 (030 >SDl

SK18 A2-SK18 楕 円 072 008 219・ 221

SK22 A2-SK22 楕円 312 124 036 219・ 221

SK23 A2-SK23 精円 066 064 010 >SDl

SK48 A2-SK48 不整 (184 >SD6

SK49 A2-SK49 楕 円 172 080 022 >SK50 219。 222

SK50 A2-SK50 不整 (246) 188 026 土師器 くSD6・ SK49 219・ 222

SK55 A2-SK55 不整 600 (■20 くSD6 219・ 223

SK72 A2-SK72 不整 (106 036 >SDl 219。 220

M82 A2-SK82 楕 円 182 084 弥生土器 (p).珠洲 >SD81 219。 221

SK89 A2-SK89 隅丸 219・ 222

SK90 A2-SK90 不整 (124 007 須恵器 (ゴ )

SK106 Al― SK106 楕円 088 022 219・ 222

SK107 Al― SK107 楕 円 098 土師器 >SD108 219・ 222

SK109 Al― SK109 不整 (740) (0461 土師器 >SD108・ SDl10 219・ 224

SKl13 A2-SKl13 多角 104 038 板材 土壊分析 219・ 222

第32表 神明北遺跡

遺構 旧遺構番号
規模 (m)

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
幅 深 さ

SD6 A2-SD06 054 >SDl・ SK50・ SK55
219'220・

222・ 223

SD69 A2-SD69 >SD7] 219・ 220

SD1001 B2-SD01 194 018 218  220

429
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表
 
神
明
北
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(1
)

挿
図
遺
物
真 版

写 図
遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
Ш
)

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

釉
葉

備
考

日
径

器
高

底
径

′
SD
l

SK
90

No
32

X7
6Y
60

須
恵
器

杯
蓋

Y6
/1

灰
色

2
SD
l
No
50
 h
lo
55

須
恵
器

杯
蓋

25
Y7
/1
炊
日
色

砂
粒

内
面
に
墨
書
「
稲
力
」

∂
12
4
SD
l
No
9 
X6
2Y
60
 1
b層

須
恵
器

有
台
杯

9C
後
半

N6
狛
Э

灰
色

砂
Ht
‐

Z
12
4
SD
l
No
60

須
恵
器

杯
8C
後
半
^-
9C

25
Y7
/2
灰
貢
色

底
部
に
墨
書
 
文
字
不
明

う
SD
l
No
52

須
思
器

杯
8C
後
半
～
9C

75
Y6
/1

灰
色

底
部
に
墨
書
1国
国
J

σ
SD
l
No
17
 N
o1
8

須
烹
器

8C
後
半
^-
9C

N6
/0

灰
色

砂
粒

底
部
に
曇
書
「
1日
力
J 
重
ね
焼
き

7
SD
l
No
39

笈
思
器

杯
8C
後
半
～
9C

25
Y7
/2
灰
責
色

砂
粒

ι
SD
l
No
25
  
bl
o3
8

須
恵
器

75
Y6
/1

灰
色

θ
SD
l
No
44

土
師
器

椀
9～
10
C

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
骨
針

SD
土
師
器

椀
9～
10
C

75
YR
7/
6
橙
色

赤
色
粒
・
骨
針

SD
No
19

土
師
器

椀
9～
10
C

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
赤
色
粒

′
多

No
27
  
No
49

土
師
器

椀
9^
-1
0C

10
YR
8/
4
浅
責
橙
色

赤
色
泣

′
θ

No
40
  
No
47

土
師
器

椀
9-
10
C

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
赤
色
粒
・
骨
針

SD
l
No
62

土
師
器

椀
9～
10
C

75
YR
7/
6
橙
色

赤
色
粒
・
骨
豊

′
σ

SD
No
31

土
師
器

椀
9^
ヤ
10
C

10
YR
7/
6
明
黄
褐
色

骨
針

SD
l
No
21
 N
o2
4 
No
29
 N
o3
0

土
師
器

椀
9～
10
C

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
責
橙
色
骨
針

SD
l
No
22
 N
o3
5 
No
37

土
師
器

椀
9^
ヤ
10
C

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
橙
色

SD
l
Nc
26

土
日 巾
器

椀
9C
前
半

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
栓
色
骨
針

X7
3Y
63
 N
o3
3 
No
45
 N
c4
8 
No
5ユ

土
師
器

小
型
覇

8～
9C

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
貢
橙
色
砂
粒

効
SD
X6
6Y
61
 b
lo
2 
No
5 
No
9 
hl
o6
1

土
師
器

小
型
発

8～
9C

10
YR
8/
J
浅
黄
色

ス
ス
付
着
 
二
次
被
熱

2
X7
6Y
63

土
師
器

小
型
発

8～
9C

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
赤
色
粒
砂
泣
・
骨
針

″
SD

No
20

土
師
器

小
型
霙

8～
9C

25
Y7
/4
浅
黄
色

赤
色
粒
骨
針

%
X6
6Y
61

土
師
器

小
型
発

8^
ヤ
9C

25
Y4
/1
黄
灰
色

砂
粒

亥
SD
No
8 
No
9 
No
ll
 N
o1
3 
No
14
 N
o1
6

土
師
器

墾
(1
84

8^
-9
t

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
砂
粒

ス
ス
付
着

あ
SD
10
8

弥
生
土
器
高
杯

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
責
橙
色

%
SD
64

土
師
器

霙
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
赤
色
粒
・
骨
針

SD
l1
0
No
24
 N
o2
5

弥
生
土
器

重
後
期
(法
仏
式
)
10
YR
6/
3
に
ぶ
い
責
橙
色
赤
色
粒
・
骨
針

雰
10
No
27
  
No
28

殊
生
土
器
一 霊

後
期
(法
仏
式
)?
10
YR
ν
3
こ
ぶ
い
黄
橙
色
砂
粒
骨
針

黒
斑

カ
SD
l1
0
hl
o 
16

弥
生
土
器
甕

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
示
褐
色
赤
色
池
砂
粒

翻
SD
l1
0
X9
2Y
74

株
生
土
器
墾
か
壷

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
貢
種
色
砂
粒
骨
針

ス
ス
付
着

例
SK
82
No
l 
No
5 
XI
o7
 N
o1
7 
No
19
 N
o2
0

No
23
 N
o2
4

弥
生
土
器
発

59
後
期
以
降

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
砂
粒

ス
ス
付
着

諺
X7
0Y
60
 
Ⅱ
a層

土
製
品

土
錘

長
44
幅
11
孔
径
03

25
Y7
/2
灰
黄
色

骨
針

重
量
46
6宜

露
X5
2Y
43
 1
b層

土
製
品

土
錘

長
(3
9)
幅
(4
6)
子
L径
(1
6)

5Y
R7
/6

橙
色

赤
色
粒

重
量
13
22
R

ν
X3
0Y
35
 1
層

土
製
品

土
鯉

長
(3
9,
幅
(3
6)
孔
径
(1
7)

10
YR
8/
4
浅
黄
橙
色

重
量
12
55
Q

節
X7
9Y
74
 
Ⅱ
a層

弥
生
土
器

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
橙
色
赤
色
粒
・
砂
粒

赤
彩

防
X2
6Y
34

弥
生
土
器

轟
75
YR
6/
3
に
ぶ
い
褐
色
骨
針

X7
1Y
69
 
Ⅱ
b層

土
師
器

有
段
口
縁

19
4

古
墳
前
期

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
橙
色
赤
色
粒

22
6
認

X8
3Y
74
 
Ⅱ
層

弥
生
土
器
喪

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
橙
色
赤
色
泣
砂
粒
骨
針

22
6
拗

X4
6Y
45
 
Ⅱ
a層

弥
生
土
器

発
16
4

5Y
R5
/6
明
赤
褐
色
砂
粒
・
骨
針

22
6
η

X3
5～
40
Y4
5 
1層

弥
生
土
器

士 霊
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
赤
色
粒
・
砂
粒
骨
針

22
6

X7
6Y
63
 
Ⅱ
b層

土
師
器

冤
9-
10
C

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
砂
粒

22
6
η

X5
5Y
56
 
Ⅱ
c層
Ⅲ
層

土
師
器

椀
9C
前
半

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
橙
色
骨
針

22
6
奪

X7
5Y
63
 
Ⅲ
層

土
師
器

椀
9C
前
半

5Y
R7
/6

橙
色

22
6

X9
0Y
70
 1
b層

土
帥
器

椀
9～
10
C

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
裕
色
赤
色
粒

22
6
空
12
6

X5
5Y
57
 
Ⅱ
c層

土
師
器

椀
9～
10
C

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
橙
色

22
6

12
6

X5
5Y
58
 
Ⅱ
b層

土
師
器

椀
9～
10
C

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
精
色

22
6
イ
7
12
6

X6
9Y
61
 
Ⅱ
b層

土
師
器

杭
9～
10
C

5Y
R7
/6

橙
色

赤
色
粒

22
6
4写
12
6

X5
7Y
56
 
Ⅱ
b層

土
師
器

椀
9～
10
C

5Y
R7
/8

搭
行

赤
徹
対
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表
 
神
明
北
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(2
)

挿
図
遺
物
写
真
図
版
遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

回
容

器
高

底
径

υ
12
6

X3
3Y
32
 
Ⅱ
嬉

土
師
器

杭
9-
10
C

75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色
赤
色
4i

22
6

"
12
6

X3
1Y
35
 1
a層

土
師
器

椀
9～
10
C

5Y
R6
/6

橙
色

22
7

D‐
7
12
5

I層
須
恵
器

杯
義

8C
後
半
～
9C

25
Y7
/ユ
灰
自
色

砂
粒

転
用
硯
 
つ
ま
み
径
2 
7c
Ш

22
7
ワ
12
5

X7
5Y
70
 
Ⅱ
a層

笈
思
器

杯
蓋

N6
/0

灰
色

重
ね
焼
き

22
7
露
12
5

X7
9Y
74
 
Ⅱ
b層

須
恵
器

杯
蓋

9C
後
半

N6
/0

灰
色

27
D‐
Z

X5
3Y
58
 
Ⅱ
a層

須
恵
器

杯
諾

8C
後
半
P

N7
/0

灰
白
色

砂
粒

22
7
j9
‐

X6
6Y
63
 
Ⅱ
a層

須
恵
器

杯
蓋

9C
中
頃

N7
/0

灰
白
色

砂
泣

22
7
π

X7
0Y
68
 
Ⅱ
b層

須
恵
器

杯
蓋

N7
0

灰
色

砂
粒

I層
須
思
器

杯
蓋

8C
後
半

5Y
5/
1

灰
色

露
X3
1Y
30
 1
層

須
恵
器

杯
蓋

9C
中
喚

N6
/0

灰
色

重
ね
焼
き

″
I層

須
恵
器

杯
8C
後
半
～
9C

N6
Ю

灰
色

ω
12
5

X5
0Y
56

須
恵
器

杯
8C
後
半
-9
C
N7
/0

灰
自
色

砂
粒
・
骨
針

重
ね
焼
き

α
12
5

I層
須
思
器

杯
8C
後
半
～
9C

25
Y6
/1
貢
灰
色

砂
粒

ν
X5
2Y
55
 1
層

須
恵
器

杯
12
0

8C
後
半
～
9C
10
YR
y2
灰
白
色

22
7
傷

X7
2Y
69
 
Ⅱ
b層

須
恵
器

杯
13
0

8C
後
半
～
9C

N6
狛
Э

灰
色

砂
粒

重
ね
焼
き

22
7
Й

X5
2Y
52
 
Ⅱ
a層

須
恵
器

杯
10
0

8C
後
半
～
9C

10
YR
6/
2
灰
黄
褐
色

あ
X9
2Y
惚
 
Ⅱ
a層

須
恵
器

杯
78
8C
後
半
～
9C

75
Y5
/1
灰
色

骨
針

22
7

“

K7
6Y
62
 
Ⅱ
b層

須
恵
器

杯
69
8C
後
半
～
9C

N6
/0

灰
色

砂
粒

K2
0Y
20
 X
b層

須
恵
器

杯
74
8C
後
半
～
9C

75
Y7
/]
灰
自
色

22
7
α

X1
5Y
30
 1
b層

須
恵
器

杯
8C
後
半
～
9C

10
Y6
/1
灰
色

ω
12
5

X2
5Y
30
 1
b層

須
恵
器

杯
8C
後
半
-́9
C

N6
/0

灰
色

知
12
5

I層
須
恵
器

有
台
杯

8C
後
半
～
9C

N6
/0

灰
色

知
12
5

X6
6Y
63
 
Ⅱ
a層

須
恵
器

有
台
杯

8C
後
半
^-
9C

N7
/0

灰
自
色

砂
粒

″
12
5

X8
0Y
68
 1
b層

須
思
器

有
台
杯

8C
後
半
～
9C

N6
/0

灰
色

砂
粒

22
7
絡

X8
3Y
72
 
Ⅱ
a層

須
恵
器

有
台
杯

8C
後
半
～
9C

25
Y7
/1
灰
自
色

骨
針

22
7
密

X8
2Y
74
 
Ⅱ
a層

須
思
器

有
台
杯

8C
後
半
～
9C

75
Y7
/1
灰
自
色

砂
粒

22
7
疹

X9
4Y
75
 
Ⅱ
b層

須
恵
器

有
台
杯

8C
イ
盗
斗
生
、 _
9c

N6
狛
Э

灰
色

22
7
%

X2
1Y
24
 1
層

須
恵
器

有
台
杯

8C
後
半
～
9C
5P
B7
]
青
灰
色

砂
粒

22
7
〃

X2
4Y
27
 1
b層

須
恵
器

有
台
杯

8C
後
半
～
9C

10
Y6
/1

灰
色

22
7
密

X5
2Y
43
 1
b層

須
恵
器

鉢
N5
/0

灰
色

把
手

22
7
″

X2
4Y
31
 1
b層

須
恵
器

鉢
N7
0

灰
色

砂
粒

初
I層

恵
器

高
杯

8^
-9
C

25
Y7
/ユ

灰
自
色

骨
針

22
7
材

X1
5～
20
Y3
0 
1層

須
恵
器

長
顎
瀬

N5
/0

灰
色

膨
須
恵
器

瓶
5Y
6/
0

灰
色

砂
粒

訂
X7
5Y
67
 
Ⅱ
b層

須
恵
器

重
か
瓶

N6
ん

灰
色

砂
粒

潔
12
5

X8
3Y
71
 
Ⅱ
a層

須
恵
器

奏
ふV
/0

灰
白
色

砂
粒

あ
12
5

X5
5Y
55
 
Ⅱ
層

須
恵
器

弩
50
0

12
C末
～
13
C前
半
N6
/0

灰
色

砂
粒

“

12
7

X4
1Y
45
 1
b層

中
世
土
師
器
皿

10
YR
8/
3
茂
黄
橙
色
赤
色
粒
骨
針

NB
I類

12
7

X1
3Y
32
 1
b層

甲
世
土
RH
l器
皿

94
10
YR
7/
4
に
ぶ
い
貢
橙
色
赤
色
粒

ND
Ⅱ
類

22
8
謬
12
7

X6
5Y
60
 
Ⅱ
層
Ib
層

中
世
土
師
器
皿

75
YR
8泡
浅
貢
橙
色
赤
色
粒
・
骨
針

ND
Ⅱ
類

22
8
紗

X2
8Y
36
 1
b層

中
世
土
師
器
皿

75
YR
8/
3
板
貢
橙
色

赤
色
粒
・
骨
針

NC
I類

22
8
∽

X6
8Y
65
 
境
を
と

中
世
土
師
器
皿

86
10
YR
6/
2
灰
黄
褐
色

骨
針

内
面
に
灯
芯
の
穴
あ
り
 N
CI
類

22
8
例

X5
3Y
56
 
Ⅱ
a層

中
世
土
師
器
皿

88
25
Y8
/3
淡
貢
色

灯
芯
イ 臼
反
(口
縁
肉
・
外
面
)N
CI
類

ν
X1
2Y
31
 1
b層

中
世
土
師
器

ll
 l

14
C

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
栓
色
赤
色
粒
骨
針

NC
I類

男
X5
6Y
59
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

11
7

14
C

10
YR
y4
浅
貢
橙
色

赤
色
粒
骨
針

NC
I類

銘
X2
4Y
29
 
Ⅱ
a層

中
世
土
師
器
皿

26
14
C後
半
～
15
C
75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色
赤
色
粒
・
骨
針

NC
I類

"
X3
4Y
44
 
Ⅱ
b)
旨

中
世
土
師
器
皿

5Y
R7
/6

橙
色

赤
色
粒
・
骨
針

NE
類

%
X6
6Y
63
 
Ⅱ
a層

瀬
戸
美
濃
天
日
茶
椀

N8
/0

灰
白
色

25
Y2
/〕
黒
色

鋤

22
8
θ
7
12
7

I層
瀬
戸
美
没

皿
5Y
8/
1
灰
自
色

5Y
6/
2
灰
オ
リ
ー
ブ
色
灰
粕

底
部
に
輪
ド
チ
痕
 
印
花

22
8
%
12
7

X6
6Y
69
 
■
a層

瓦
質
土
器

火
鉢

10
Y7
1
灰
色

雷
門
と
丸
の
ス
タ
ン
プ
文

22
8
99
12
7

X7
5Y
65
 
Ⅱ
a層

中
国
製
青
磁

■
4

N7
/0

灰
自
色

10
Y5
/ユ
灰
色

青
磁
釉
龍
泉
窯
系
青
磁
杯
Ⅳ
類

糾 く 糾 　 丼 母 溺 詩 面 事

ぺ 』 ヽ



ぺ 』 哨

第
33
表
 
神
明
北
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
。
土
製
品
一
覧
(3
)

挿
図
造
物
真 版

写 図
遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

口
径

器
高

底
径

22
8
′
Oθ

X7
5Y
70
 
Ⅱ
a層

中
国
製
青
磁
碗

12
C中
唄
～
後
半
5Y
7/
1
灰
日
色

5Y
5/
3
灰
オ
リ
ー
ブ
色
青
磁
釉
龍
泉
窯
系
青
磁
碗
I-
2～
4類

22
8
′
θ
ダ

X6
0Y
58
 
Ⅱ
a層

中
国
製
青
憾
杯

13
C中
頃
～
14
C初
頭
前
5Y
7/
1
灰
白
色

5Y
5/
3
灰
オ
リ
ー
プ
色
青
磁
粕

ゴ
ν

X1
9Y
29
 1
b層

中
国
製
白
磁
皿

13
C中
頃
～
14
C初
頭
Hl
秩
N8
/0

灰
日
色

75
Y7
/1
灰
白
色

白
磁
釉
白
磁
皿
Ⅸ
-1
類

ゴ
θ
′

X9
2Y
72
 
Ⅱ
a層

中
国
製
日
磁
碗

1l
C後
半
～
12
C前
半
N8
/0

灰
白
色

5Y
7/
2
灰
自
色

自
磁
釉
自
磁
小
碗
V類
か
Ⅶ
娘
 
櫛
目
文

′
θ
Z

X7
0Y
60
 
Ⅱ
a層

珠
洲

墾
13
期

25
Y6
/2
灰
貢
色

砂
粒

22
8
′
θ
5

X7
0Y
61
 
Ⅱ
a層

殊
洲

斐
Is
期

N5
/0

灰
色

砂
粒

22
8
′
θ
ε

X1
9Y
20
 X
層

珠
洲

顎
Ⅳ
lか
Ⅳ
2

N6
/0

灰
色

砂
粒

′
07

X7
4Y
62
 
側
溝

珠
II
l

発
Ⅳ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

22
8
′
θ
∂

X1
8Y
20
 1
層

珠
洲

一 霊
Ⅳ
!期

N7
/0

灰
自
色

′
θ
9

X2
0Y
30
 1
bt
t 
X2
0Y
24
 1
b層

珠
洲

一 軍
I期
か

10
YR
6/
1
褐
灰
色

二
次
被
熱
ス
ス
付
着

22
8

X6
1Y
60
 1
a層

珠
洲

橋
鉢

20
6

13
期

N6
/0

灰
色

砂
粒

22
8

X7
0Y
69
 
Ⅱ
a層

珠
洲

橋
鉢

I期
75
Y6
/1
灰
色

砂
粒
骨
針

22
8

X7
1Y
66
 
Ⅱ
b層

珠
洲

橋
鉢

Ⅳ
l期

N6
/0

灰
色

X8
8Y
70
 1
b層

珠
洲

橋
鉢

Ⅳ
l期

N7
0

灰
色

骨
針

11
6と
同
一
個
体
か

22
8

X3
0Y
35
 1
層

珠
洲

橋
鉢

I期
N7
0

灰
色

砂
粒

X6
3Y
58
 
■
a層

珠
洲

信
鉢

I期
N6
/0

灰
色

砂
粒
骨
針

22
8

X8
8Y
70
 1
bt
t 
X8
2Y
69
 
Ⅱ
a層

珠
洲

FH
E鉢

Ⅳ
l期

N6
/0

灰
色

骨
針

11
3と
1可
-4
団
体
/J
ゝ

r′
7

X2
3Y
29
 1
b層

疎
洲

橋
鉢

Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

砂
粒

XЮ
Y7
4 
Ⅱ
a層

殊
洲

積
鉢

Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

X7
7Y
62
 
Ⅱ
a層

珠
洲

FB
E鉢

29
8

I期
25
Y7
1
黄
灰
色

召
針

ダ
ク

X4
1Y
45
 1
b層

珠
洲

繕
鉢

Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

アク
ダ

X3
7Y
45
 1
b層

珠
洲

橋
鉢

Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

ノ
ク

X2
0Y
25
 1
b層

珠
洲

積
鉢

Ⅳ
l期

N6
/0

灰
色

砂
粒
骨
針

22
8
′
刀

X7
4Y
85
 1
tt
 X
62
Y6
2 
■
b層

X7
1Y
66
 
Ⅱ
b層

珠
洲

橋
鉢

Ⅳ
2期

N5
/0

灰
色

′
″

X5
6Y
55
 
Ⅱ
a層

珠
洲

悟
鉢

V期
N5
/0

灰
色

′″
5

I層
珠
洲

信
鉢

Ⅱ
別

5Y
7/
1
灰
白
色

骨
針

31
1目
8目
一
単
位

′
%

X1
5Y
39
 1
b層

珠
洲

播
鉢

Ⅳ
期

N6
/0

灰
色

砂
粒

ダク
7

X3
5Y
33
 1
bt
t 
X3
3Y
33
 1
b層

越
中
瀬
戸

皿
10
YR
8/
3
1完
黄
橙
色

砂
粒

10
YR
2/
を
黒
褐
色

鉄
釉

′
雰

I層
越
中
瀬
戸

皿
10
YR
7/
4
に
ぶ
い
責
橙
色
砂
粒

25
YR
4/
に
ぶ
い
赤
褐
t
鉄
釉

ア
タ
9

X2
4Y
81
 1
b層

越
中
瀬
戸

皿
29

と6
C末
-1
7C

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色
砂
粒

75
YR
3/
1
黒
褐
色

帥

22
9
′
η

X3
6Y
45
 1
b層

越
中
瀬
戸

皿
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
橙
色
砂
粒

75
YR
3/
3
暗
褐
色

鉄
lI
I

′
J′

X3
0～
35
Y3
5 
1層

越
中
瀬
戸

皿
と6
C末
^-
17
C

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
種
色

5Y
R3
/2
暗
赤
褐
色
螂

重
ね
焼
き

22
9
′
ν

X3
5Y
35
 1
b層

越
中
瀬
戸

皿
16
C末
～
17
C

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
裕
色

75
YR
4/
3
褐
色

22
9
/3
3

X5
5Y
56
 
Ⅱ
a層

越
中
瀬
戸

皿
10
R6
/6
赤
橙
色

妙
粒

5Y
R3
/3
暗
赤
褐
色
鉄
釉
・
錆
釉
印
花

22
9
′
34

X8
0Y
72
 
Ⅱ
a層

越
中
瀬
戸
入
入
れ

90
25
Y6
/3
に
ぶ
い
責
色

5Y
R7
3
に
ぶ
い
赤
褐
t
錆
釉

22
9
′
35

I層
越
中
瀬
戸

厘
鎌

25
Y7
/2
灰
貢
色

褐
色

鉄
貌

22
9
′
36

I層
越
中
瀬
戸

阻
鉢

90
25
Y8
/3
淡
黄
色

75
YR
73
褐
色

錆
釉

22
9
′
,7

X9
1Y
76
 1
bt
t 
X9
2Y
72
 
Ⅱ
a層

赦
中
瀬
戸

厘
鉢

75
YR
y4
茂
貢
橙
色

75
YR
ワ
[
褐
色

錆
釉

22
9
′3
8

X5
1Y
45
 1
層

越
中
瀬
戸
一 笠

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
栓
色
砂
粒

5Y
R3
/3
暗
示
褐
色

22
9
,3
9

I層
越
中
瀬
戸
一 節

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
橙
色
砂
紅

5Y
R3
/2
暗
赤
褐
色
錆
釉

22
9

X5
3Y
57
 1
a層

越
中
瀬
戸
一 笠

5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
砂
粒

75
Y馳
/C
褐
色

舌
釉

22
9

X6
5～
70
Y5
5～
60
 1
層

越
中
瀬
戸
一 望

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

5Y
R5
/3
に
ぶ
い
赤
褐
[
錆
釉

22
9

`ィ

盗2
X4
6Y
46
 
Ⅱ
c層

越
中
瀬
戸

重
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

25
YR
3/
2
暗
赤
褐
色

釉

22
9
′笞
19

X9
1Y
71
 
Ⅱ
a層

越
中
瀬
戸

重
98

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
橙
色

5Y
R4
/3
に
ぶ
い
赤
褐
ε
錆
粕

22
9

I層
越
中
瀬
戸
一 霊

10
YR
8/
4
浅
黄
橙
色

砂
粒

5Y
Rク
2
灰
褐
色

錆
釉

22
9
′4
5
13
0

X2
7Y
30
 1
層

越
中
瀬
戸

一 璽
16
C末
～
17
C
10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色

5Y
R3
/2
暗
赤
褐
色

錆
釉

重
ね
焼
き

22
9
′F
rσ
13
0

XЮ
Y7
4 
Ⅱ
a層

越
中
瀬
戸

5Y
R7
/6
橙
色

砂
粒

10
YR
5/
2
灰
黄
褐
色

錆
釉

22
9

13
0

X7
6Y
63
 
Ⅱ
a層

越
中
瀬
戸

fF
P鉢

30
0

5Y
R7
4
に
ぶ
い
橙
色

5Y
Rν
3
に
ぶ
い
赤
褐
[
循
釉

22
9
′4
8
13
0

X4
7Y
43
 1
層

越
中
瀬
戸

:鋲
12
0

25
YR
5/
6
明
赤
褐
色

5Y
R3
/3
暗
赤
褐
色
錆
釉

卸
目
7日
一
単
位

22
9
′4
9
12
9

I層
百
瀬
戸

花
瓶

7
終
期
様
式
Ⅳ
期

灰
白
色

75
YR
4/
(
褐
色

缶
釉



第
33
表
 
神
明
北
遺
跡
 
土
器
。
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(4
)

挿
図
遺
物
写
真
図
版
遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
l 
l)

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
葉

備
考

日
径

器
高

底
径

′
50
12
9

X7
5Y
70

唐
津

皿
35

45
75
YR
6/
4
に
ぶ
い
橙
色

5Y
7/
1
〔自
色

灰
釉

胎
土
目

23
0
'D
‐

7
X7
7Y
61
 
Ⅱ
a層

唐
津

皿
4]

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
橙
色

25
Y6
/2
灰
責
色

灰
釉

賄
上
日

′
9‐
2

X1
9Y
28
 1
b層

唐
津

皿
75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色

75
Y7
/1
灰
自
色

灰
釉

胎
土
目

′
露

X9
1Y
76
 1
b層

唐
津

IL
■
4

25
Y6
/2
灰
黄
色

5Y
γ
l
灰
色

灰
糊

23
0
′
5イ

X9
2Y
74
 1
b層

唐
津

皿
75
YR
5/
2
灰
褐
色

5Y
6/
2
灰
オ
リ
ー
ブ
色
灰
釉

′
55

X7
4Y
68
70

唐
津

IL
75
YR
6/
4
に
が
い
種
色

透
明
釉
鉄
絵
75
YR
3/
2黒
褐
色
 
胎
土
日

′
jσ
12
9

X6
3Y
61
 l
a層

伊
万
里

71
ヽ
杯

75
Y8
/1
灰
白
色

75
Y7
/1
灰
白
色

白
磁
釉

23
0
′
7

X2
6Y
36
 1
b層

伊
万
里

碗
N8
/0

灰
自
色

透
明
釉
衆
付
ll
ll
lG
6/
1青
灰
色
 
一
重
II
l目
文

23
0
,5
9

X6
11
Y5
8

伊
万
里

碗
NV
0

灰
白
色

透
明
釉
染
付
5B
6/
1青
灰
色
 
コ
ン
ニ
ャ
ク
印
判

33
0
′
″

X3
1Y
82
 1
層

伊
万
里

碗
N8
/0

灰
自
色

透
明
油

米
1,
う
PL
う
/0
つ
丁
い
索
み
の
言
色

高
台
内
に
銘

′
σ
0

X7
5Y
70

伊
万
里

碗
N8
//
0

灰
自
色

透
明
釉
米
4了
Z 
br
tj
3/
4く
ア
ん
た
言
色

蛇
の
日
釉
剥
ぎ

23
0
′
ι
′

X2
0Y
31
 1
層

伊
万
里

皿
10
YR
3/
1
灰
自
色

25
Y8
/1
灰
白
色

自
穂
釉
蛇
の
目
釉
剥
ぎ

23
0
′
ν

X2
5～
30
Y3
0～
35
 1
層

伊
力
里

皿
N8
/0

灰
白
色

透
明
41
H
梁
付
5B
Gν
l青
灰
色
 7
5Y
4/
3

暗
オ
リ
ー
ブ
色
 1
0Y
4/
2オ
リ
ー
プ

灰
色
 
重
ね
焼
き

23
0
′
″

X2
7Y
30
 1
b層

伊
万
里

皿
N8
/0

灰
白
色

透
明
紬
染
付
75
B5
/3
暗
青
灰
色
 
菊
花
文

23
0
ダ
ε
イ
13
0

I月
雪

土
師
質
土
器
七
星

10
YR
7/
3

淋 ＜ 搬 　 斜 母 溺 芦 離 瞬
ぺ ∞ 『



第34表 神明北遺跡 品―

挿図 遺物 写真図版 遺構 出土地点 種類

法量 (clll)
材 質 備考

長 さ 幅 厚 さ

230 メπ X65Y65 トレンチ盤土 漆器椀 48 カツラ属
内外面赤色漆

高台内黒色漆山形文様

230 ′δ∂ X21Y30 1d層 折敷 ス ギ

231 ′67 X70Y65 溜池 部材 ク リ

′δ∂ X35Y35 1b層 漆器蓋 (199) (60) ヒノキ 内外面黒色漆

神明北遺跡 石製品―

挿 図 遺物 写真図版 遺構 出土地点 種類

法畳 (cn・ g)
材質 備考

長 さ 幅 厚 さ 重 さ

231 ,p X13Y22 1b層 石板 255 085 疑灰質泥岩 未成品

231 ′Zθ X10Y30 1層 砥石 (83) (465) 1015 凝灰岩 天草か

」7F X55Y45 砥石 405 995 凝灰岩 産地不明

23ユ ′7″ 138 X27Y32 1層 砥石 (45) 345 325 644 凝灰岩 長野産か

第36表 神明北遺跡 金属製品一覧

挿図 遺物 写真図版 還穂 出土地点 種類

法量 (clll・ g)
備考

長さ 幅 厚 さ 重さ

232 ′73 133 I層 煙管 (雁首 ) (49) 005

232 ′夕留 138 X65～ 70Y55～ 60 1層 煙管 (雁盲 )

282 ′75 138 X90YЮ  Ib層 煙管 (雁首) 42 &3

′Иθ 133 X56Y56 1a層 把手金具 150

232 ′77 X44Y45 1b層 銭 (宋通元賓)

′7B 133 X30Y35 銭 (元豊通質 )

′夕9 X61Y60 1a層 銭 (寛永通賓)

′∂θ 133 X64Y59 1b層 銭 (寛永通賓)

′∂′ X35Y45 銭 (寛永通賓)

434



第Ⅵ章 大野江淵遺跡

1 遺跡の概要

(1)概 要

大野江淵遺跡は,上庄川右岸に広がる上庄谷平野のほぼ中央に位置する。弥生時代の遺物が出土し

た自然流路と中世後半から近世にかけての溜池・溝・土坑が検出された。遺構検出面の標高は2,9～

3.4mで ある。

弥生時代の自然流路はBl・ B2・ C地区にまたがって,遺跡の北側を東西方向に横断する。遺跡

内に集落に直接関係する遺構は検出されていないが,こ の自然流路から弥生時代後期から終末期にか

けての遺物が出上している。土器の量は多くないが,木製品が豊富に出土しており,中には田下駄や

梯子,建物の部材とみられるものが出土していることから,上流域に水田を営む集落が形成されてい

たと推測される。自然流路から出上した種実・草本類の自然科学分析の結果,弥生時代の環境は,河

道や水湿地と開けた草地が存在し,周辺の丘陵地に安定した森林があつたことが推定されている注l。

土層の観察では,弥生時代の遺物が出土した下層では水勢がある川の堆積で,厚い粘土質の無遺物層

を挟んで,上層付近で中近世の遺物が出上している。このことから流路は,弥生時代終末期までに水

勢を失い,谷状地となって,長い時間をかけてゆっくりと埋没していつたと考えられる。

中世後半から近世にかけての溜池・溝・土坑は,全ての調査区で検出された。これらの遺構は,遺

跡の北側の,河川跡を由来とする谷状地の埋土上面付近でも検出されることから,こ の時期には谷状

地は,ある程度埋没していたものと推測される。溜池は計25面検出されており,遺跡の東半部を中心

に位置する。大きいもので長軸15。4m,小 さいもので長軸4.06mを 測る。平面形は楕円形を呈するも

のが多い。ほとんどの溜池は,用水路とみられる溝によって,相互に連なって機能していたと考えら

れ,A2地 区東側では,南北方向に4面の溜池が連なって検出されている。溝では,A2地 区の北西

隅から南側に向かって約60mに わたって併走する2条の溝が検出された。両溝間の上が硬 く締まって

いることなどから,道路の側溝であると考えられる。

弥生時代の自然流路を除けば,中世後半に至るまでの間の時期の遺構は検出されず,遺物の出土も

わずかであった。南西方向の丘陵寄 り,約 l kmの 距離に位置する中尾新保谷内遺跡では,古代～中世

の遺構が確認されており,概ね中世前期には居住域で,後期に至って耕地の広がりがあつたと推測さ

れている注2。 大野江淵遺跡の主な遺構である溜池や溝の時期は,出土遺物やその自然科学分析の結果

から,早 くても15世紀後半以降と推定され,その時期の周辺地域の耕地の広がりに伴って開削された

と考えられる。

(2)土 層 (第233図 )

基本層序は, I層 :表土 (耕作土・盛土), Ⅱ層 :中世～近世遺物包含層,Ⅲ層 :中世～近世遺構

検出面とした。全地区にわたって削平され盛土整地されているため,遺物包含層であるⅡ層の残りは

良くなく, I層直下にⅢ層が露出するところが多い。遺跡の北側では, I層 の下に黒褐色粘土質シル

トが約20～ 40cm堆積する谷状地があり,その上面付近でも中世後半から近世の遺構を検出している。

また,こ の谷状地の埋上を剥いで弥生時代の自然流路 (S D501)を 検出した。Bl・ B2・ C地区
注ユ 第二分冊 自然科学分転 バリノ サージ■イ株式会社 「大野江IPl遺跡の自然科学分析」
注 2 越前模子 2∞4「氷見地方の溜池灌漑還構」「富山考古学研究J第 7号 財団法人富山県文化振興財回

巧 σ



1 遺跡の概要

にまたがって検出されたS D501の下層からは,弥生時代後期の上器の他,梯子や田下駄,板材など

の木製品が多く出土している。Al・ A2地区では弥生時代の遺構は検出されていない。遺構検出面
であるⅢ層上面の標高は,東側に位置するC地区を除けば,3.1～ 3,4mと ほぼ平坦である。C地区は

2.9～ 3.lmと一段低くなっている。

Al地区は, I層 :褐灰色粘土質シルト, Ⅱ層 :黒褐色粘土質シルト,Ⅲ層 :灰オリーブ色砂であ
る。Ⅱ層の堆積はごく部分的で,南側ではほとんど遺存していない。

A2地区は, I層 :灰黄褐色砂質シルト・褐灰色粘土質シルト, Ⅱ層 :褐灰色粘土質シルト,Ⅲ層 :

浅黄色砂である。Ⅱ層は層厚約10cmほ どで,薄 く途切れてはいるが他の調査区に比べると残りが良い。

調査区北西部は,攪乱を受けており,攪乱を免れた部分も表土直下にⅢ層が露出する。

Bl地区は, I層 :暗灰黄色砂質シルト,Ⅲ層 :にぶい責色砂である。調査区北半は I層の下に黒

褐色粘土質シルトが堆積 し,谷状地となっている。この谷状地の埋土を剥いで弥生時代の自然流路

S D501を検出した。

B2地区は, I層 :黄褐色砂質シルト,Ⅲ層 :黄褐色砂である。南半はBl地区の北側から谷状地

が続き,谷状地の上面で中近世の溜池や溝が検出された。X100以北では遺構が検出されなかった。

C地区は I層 :灰責褐色粘土質シルト,Ⅲ層 :灰オリーブ色砂である。調査区中央付近は谷状地で,

谷状地の上面で中世後半から近世の遺構が検出された。谷状地の埋土を剥ぐと,Bl・ B2地区から

続くS D501が東西方向に走る。X100以北は,ご く新しい時期の攪乱を受けている。 (泉 英樹 )

⑥ B2 Í

剛□
鰯
□
□

I層  表上 (耕作上 盛土 )

Ⅱ層 中世～近世遺物包含層

谷状地 自然流路 (SD501)埋土
遺構検出面

Ⅱ層 遺構検出面

為

第233図 大野江淵遺跡 基本層序
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惑
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第Ⅵ章 大野江淵遺跡

遺構と遺物

(1)弥 生時代

弥生時代の遺構は,Bl・ B2・ C地区で検出した自然流路 S D501で ,遺物は主に最下層から出

土した弥生時代後期～終末期の上器と木製品などがある。

A 自然流路

501号 自然流路 (S D501,第 234～ 248・ 278図 ,図版137・ 142～ 144・ 149～ 153)

本流部分と派生する支流部分からなるため,幅及び深さは計測する位置により大きく異なるが,幅

は最大で18m,最 も深い地点で1.92mを測る。本流部分はBl地区北西から南東方向へ流れ,中央付

近で北東方向へ大きく湾曲したのち,C地区の中央を東へ流れる。深さはBl地区では西側から東側
に向かって深くなる傾向があるが,最 も深い場所は中央の大きく湾曲する部分である。埋土は主に黒

褐色粘質土,褐灰色粘質土,灰色砂質土などからなり,湧水点以下に堆積した責褐色粘土質シルト層

には自然木や草本質植物遺体などが多量に含まれる。そこから出土した種実・草本類の自然科学分析

の結果からは,弥生時代の周辺環境が河道や水湿地と開けた草地であり,近隣の丘陵地には安定した

森林が存在した可能性が高いことが推定されている。

土層の観察結果より,下層 。最下層に灰オリーブ色砂や黒褐色粘土質シルトなどが帯・マーブル状

に混じる坦土が堆積していることから当時 S D 501が水勢のある川であったことが推定できる。また,

その上の厚い粘質上の堆積状況からはS D 501が弥生時代終末期以降,河川の氾濫による土砂の流入

や自然の堆積などによって水流が阻害され,恒常的な水の流れのない谷状地であった長い時期があり,

ゆつくりと埋没していった可能性が高いことも推定できる。一方で,中世後半～近世に開削された遺

構 S D 502・ S D 504・ S D 518・ S K544(以上,Bl地 区), S D612(B2地 区), S G 722・ SG

727(以上,C地区)な どに切られていることから,少なくとも15世紀後半には大部分が埋没してい

たと考えられる。

遺物は上層埋土の黒褐色粘土質シルトからは主に中近世の遺物が,ほぼ最下層に堆積した灰オリー

ブ色砂が多量に混じる黒褐色粘土質シルト層からは弥生時代の土器・木製品などの遺物が出土した。

ただ上層出土遺物には,微低地状の地形であつた中世後半以降に堆積した褐灰色砂質シルト・にぶい

黄掲色砂などの上砂に含まれていた遺物が混入している可能性が考えられる。一方,中 間層である粘

質土からは遺物は出土しなかった。当遺構からは弥生時代から近世にいたる長い期間の遺物が出土し

ているが,その規模に比して出土遺物の量は少ない。

出土遺物は,弥生土器壼 5点・甕23点 ・鉢 5点・高杯 1点・蓋 1点の他に器種不明の小片多数,土

師器高杯 1点,須恵器杯 3点,珠洲奏 6点・悟鉢 2点,越中瀬戸鉢 1点・皿 2点,木製品は農具 1点 ,

建築部材 2点 ,板材や棒材などの用途不明材が163点 ,石製品では穿孔をもつ楕円形の凝灰岩が 2点

である。木製品の多くは,Bl地 区中央の流路が大きく湾曲した地′点周辺の最下層からまとまって出
上したものである。このほか下層埋土より,オニグルミ1点 ,ナ ラ類 5点 ,カ シ類 1点, トチノキ11

点などの種実が出上した。

弥生土器には壷・甕・鉢 。高杯・蓋などがある。 ′～ンは三である。 ′は擬凹線有段壺の口縁～頸

部片である。口縁内面および顎部外面の調整はナデ,頸部内面の調整はハケメだが,摩耗が激しく不

明瞭である。〃は重の口縁～頸部片で内外面の調整はハケメである。摩耗が激しく,回縁端部が損耗

している。 ∂は広口小型壺で,頸部から口縁部にかけて強く外反する。口縁内外面および胴部内面上

を,7



2 遺構と遺物

半の調整はナデ,胴部内面下半はハケメ,胴部外面は縦方向のミガキである。イは有段小型壼で,日

縁内外面および体部内面上半の調整はナデ,体部外面および内面下半はハケメである。胴部外面には

体部下部から上方向に施された数条の強い縦方向のハケメがみられる。 5～′θは甕である。σは平縁

甕の口縁部片である。内外面共に摩耗が激しいため調整は不明瞭である。びは有段甕の口縁部片で内

外面共に調整はナデである。 7は甕の頸部～肩部片である。顎部外面の調整はナデ,肩部内外面はハ

ケメである。どは擬凹線有段甕で,有段部分を短く抑え,端部に向かって軽く外反する。口縁内外面

の調整はヨヨナデ,胴部内外面はハケメである。底部は内面が窪んだ上げ底である。胴部外面の器面

の一部が爆ぜて剥離し,外面全体にススが付着している。 9は甕の体部～底部片である。胴部の調整

はハケメである。端部は全体的に打ち欠いて整えられ,楕円形を呈する面の中央部分に穿孔が 1個み

られることから,漏斗のような用途に使用された可能性が考えられる。ヱ例よ有段甕で,回縁端部を内

側に向かって面取りして仕上げる。口縁部と体部内面の調整はナデ,体部外面はハケメである。外面

にはススが厚 く付着する。
"は
有段鉢の回縁～体部片である。有段口縁は短くおさえる。頸部内面の

一部にミガキ痕がみられるが,摩耗およびスス付着などのため調整の詳糸日は不明瞭である。内外面に

赤彩が施され,体部外面には赤彩の上にススが付着していることから,祭祀などの用途に使用された

可能性がある。フは鉢の底部片で内外面ともにミガキを施す。′∂は有段小型鉢だが,摩耗が激しいた

め調整は不明瞭である。フは有孔鉢の底部片,万は高杯の脚部片。いずれも摩耗が激しいため調整は

不明瞭である。′σは有鉦蓋で,外面の調整はハケメ,鉦部上内面はナデ,内面はミガキである。外面

の一部にススが付着している。ヱЯよ須恵器有台杯の底部片である。高台は外側にやや開き気味につく。

8世紀のものである。′どは珠洲鉢の口縁部片で,方頭の水平口縁である。吉岡編年のⅡ期であろう。

′θは越中瀬戸皿の底部片である。18世紀のものと考えられる。

木製品は農具 (別)・ 建築部材 似卜 乏つ 。用途不明材 (%～ 2)な どがある。刀は方形 4孔をもつ

貫穴タイプの板型田下駄である。長さ29,8cm,幅 18.Ocm,厚 さ2.3cmを 測る。孔から横方向に端部に向

かつて緊縛痕がみられ,片面の一部にコゲ痕がある。刻・
"は
梯子である。列は一木梯子 (板梯子 )

で,芯持ち材を削り込み,裏面を平坦にし,表面に足掛け部分を3段作 り出している。長さ84.6cm,

幅8。 2cmで足掛け部分の厚さは6.4cmを 測る。足掛け部分は,根1面からみて上部が直角,下部が斜めに

切り込む形であり,刻梯子としては一般的な形状である。下端は到込んで仕上げているため,直接土

の表面に埋め込んだと考えられる。
"は
厚みをもつ棒状の梯子で,分割した九太の芯側に足掛け部分

を3段刻み,下端部は尖らせて仕上げており,直接上の表面に突き刺して使用したと考えられる。長

さ121.8cm,幅 10.8cm,厚 さ10.6cmを 浪1る 。足掛け部分は,側面からみて下部が直角,上部が斜めに切

り込む形であり,形状が棒状である点も含め組梯子の一部である可能性も考えられる。そのほかの特

徴として,裏面の一部に樹皮が残っていたことが挙げられる。放射性炭素年代は 1世紀末～ 2世紀前

半であり注3,出土土器との年代的な整合性が高い。

%～αは用途不明材である。第234図 は組み合わせ木製品の出土状況図。類似した木製品が石川県

八日市地方遺跡やッ鳥取県青谷上寺地遺跡などで出土しており,格子窓の可能性が指摘されている。%
～訂は,こ の組み合わせ木製品の部材である。留・%の材がスギであることから,構成材は全てスギ

の可能性が高い。刀・那は 2片だが同一個体の可能性が高い。%・ %～%は棒材でン・
"は
板材であ

る。枠材 (横枠)である男に孔や欠込がみられず,中程に窪みが 2箇所みられることから,樹皮など

を用いて緊縛し,組み合わせていたと考える。横枠・縦格子ともに長さ約 lmを 測ることから,全体

注3 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所 「大野江淵遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定J
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第Ⅵ章 大野江淵遺跡

の大きさは lm四方程度と考えられる。J角よ杭状で,材はスギである。%の直下から出土したが,加

工の性質が異なるため別個体と考える。

認～2は板材であり,翠θ～2の材はスギである。部の両面には手斧加工痕が明瞭に残る。即は一端

が斜めに加工され,両端部に方形の孔がみられる。yθ .狙 ・努の端部には方形・楕円形の孔が 1箇所

みられ,ク・クには端部中央に小さな穿孔が 1箇所みられる。y5は一方の端部が欠損しており,残存

部には孔はみられない。ttσには方形の孔が 4箇所あけられ,一方の側面に浅い切り込みが不規則に 6

箇所以上みられる。またコゲ痕が 1箇所みられる。一方の端部が欠損 しているが,残存部で長さ

124。2cm,幅 18.6cm,厚 さ2.4cmを 測る。建築部材の可能性が高い。また孝びの放射性炭素年代は 2世紀

後半～ 3世紀初頭であり注4,出土土器との年代的な整合性が高い。翠Яよ中央部分に細長い鍵穴状の孔

と側面に円形到り込みを持つ板材である。農具の曲柄鍬に似た形状を有するものの,それとは結びつ

かない到 り込みがあるため,転用材かとも考えられる。また,一般的な板材と形状が異なるため,特

別な部位に用いられたと考えるが,具体的な用途・使用部位は不明である。密は端部付近の左右に切

り欠きが入れられた板材である。桟材か。ソ9は手斧加工痕が明瞭に残る板材である。一方の端部が欠

損しており,残存部には孔はみられない。何には一方の側面に4箇所の切り込みが約12cm間隔に3箇

所入り,端の切り込みはw状になっている。編台目盛板と考えられる。端部の一方が欠損 している。

Яには欠込が 1箇所中程にみられ,その上下で幅が異なっている。下端部は尖化加工され,板杭状で

ある。材はスギである。

ν～刃は棒材である。ν・アは一方の端部が細 く削られており,他方は欠損している。
"・
πは板

杭状に一方の端部が尖化加工され,反対側の端部は欠損していると材はいずれもスギである。σЯよ棒

状の木製品で,材はスギである。他の木製品と組み合わせるため先端部をソケット状に加工し,その

下に3.0× 2,7cmを 測る円形の孔が開けられる。男は先端部に木釘が残る棒状の木製品で,材はスギで

ある。刃は板杭の可能性のある板材で,材はスギである。一方の端部が斜めに細 く加工され,上端と

中程の 2箇所に方形の孔がみられる。長さ118,4cm,幅6.6cm,厚 さ4.2cmを 測る。

ωは団扇形の木製品で,柄の部分で折れている。本体部分の大きさは長さ17.2帥 ,幅7.9cm,厚 さ

1.Ocmを測り,柄の付け根部分の太さは幅1.2cm,厚 さ0。 8cmである。櫂に似た形状を呈していることか

ら,液体を混ぜる用途が考えられる。例は箆状の木製品で,身の部分が浅く楕円形を呈している。身

の部分の先端に向かって左手を薄く仕上げており,匙の可能性が考えられる。柄の部分で折れている

が,残存部の形状から,身の回縁と柄の付け根の上面とがほぼ一直線をなすタイプであると考えられ

る。図示していないが,このほかにも先端を尖らせた角材や杭・板材などが多量に出土している。

以上のように,当遺構の下層埋土からは弥生時代後期後半～終末期の土器と建築部材を中心とする

木製品がまとまって出土した。その一方,集落に関係する遺構は検出されておらず,遺構出土遺物と

遺跡全体の性格との直接的な関連はみられない。とはいえ,このような遺物がまとまって出土したこ

とは,弥生時代後期後半～終末期に水勢のある河川であつたS D501の上流域の微高地上に農耕を営

む集落が存在した可能性を示唆しており,当遺跡はその集落の縁辺部であったと考えられる。溜池や

溝などの開削が始まった15世紀後半までにほぼ埋没したが,それ以降も遺構の周辺を含めた広い範囲

が微低地状の窪地として残り,そ こに土砂が堆積したと考えられる。 (朝田 要)

注 4 第二分冊 自然科学秀祈 株式会社加速器分析研究所  「大野江淵遺跡出土木製品の放射性戊素年代ll定」
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第234図 大野江淵遺跡 弥生時代遺構実測図
SD501
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r40(出 土状況図 )
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